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君きみの居いた昨日きのう、僕ぼくの見みる明日あした４




─Round-about Runners─
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　窓まど辺べから白い光が差し込こんでいる。

　暖あたたかくもなく冷たくもなく。強くもなく弱くもなく。呆あきれる程ほどに均きん一いつで純じゆん粋すいな光が入り込んできて、静かに室内を満たしている──まるで蛍けい光こう灯とうのそれの様に。

　其そ処こは教室だった。

　今時珍めずらしい木もく造ぞうの──しかしそれ以外には何の変へん哲てつも無い典型的な教室である。

　黒板が在ある。教きよう壇だんが在る。教きよう卓たくが在る。眼めを転じれば、生徒の各自の机つくえと椅い子すが幾いくつも整然と並ならんでいる。壁かべには棚たなが並んでいる。隅すみには掃そう除じ用具入れも在る。

　平へい凡ぼんで有り触ふれた教室風景が其処には在った。

　だが……何ど処こか其処には作り物めいた不自然さが漂ただよっている。

　それは旧ふるい木造校こう舎しやであるにも拘かかわらず、まるで新しん築ちくされたばかりであるかの様に全く汚よごれや傷いたみが見当たらないからか。あるいは窓辺から入ってくる平へい坦たんな光が、まるでその場を芝しば居いの舞ぶ台たいであるかの様に見せているからか。

　無む論ろんそれは、注意深い者でなければ気付かない様な違い和わ感かんではあったろうが。

　そんな奇き妙みような教室風景の中──

「──だあっ！」

　ばん！　と教壇を苛いら立だたしげに叩たたく掌てのひらが一対つい。

　その掌の主はしかし教きよう師しにあらず──長い赤毛キヤロテイを後頭部で二条すじに括くくった髪かみ型がたの少女であった。

　見るからに気が強そうな表ひよう情じようのせいで、ついそちらの印象ばかりが見る者の意い識しきに残るが……とても整った顔立ちの少女である。外国の血が入っているのか、混ハ血ー児フ特有の、華はなやかさと愛らしさが矛む盾じゆん無く同どう居きよするその容よう貌ぼうは、まさしく美少女の一語に尽つきる。

　小こ柄がらな身体からだに帯びているのは制せい服ふく──それもかなり今風のものだ。鮮あざやかな色いろ遣づかいと凝こったデザインのもので、この木造校舎の教室風景とは微び妙みように嚙かみ合わないというか、ちぐはぐな印象も在るが、少女の容よう姿しにはよく似に合あっていた。

　でもって。

　少女の背はい後ごの黒板には『生徒総そう会かい』と丸文字で書かれている。

　読んで字の如ごとし──今この教室は生徒総出で何かを討とう議ぎする場なのだろう。

　だが……

「あんたら！　やる気あんの⁉」

　と──突つき刺さす様に指差した先に居いるのは、生徒らしき制服姿すがたの少年少女が七名。

　ただでさえ生徒総数七というのはあまりに寂さびしい数字だが──四十弱の机と椅子が並んだこの教室では、空席の存そん在ざいが更さらに侘わびしさを増ます。少子化が叫さけばれて随ずい分ぶんになるが、さすがにこれは田舎いなかの分校でもない限かぎりお目にかかれない光景だろう。

　しかも……この七名ですら統とう一いつがとれていない。

　男女の制服が違ちがうのは仕方ない。だが女生徒の制服も二種類在るのだ。

　オーソドックスなセーラー服を着ているのが四名。教壇の上の少女と同じ凝ったデザインの──しかし袖そでの長さやスカートの長さの異ことなる色違いの制服を着た少女が二名。

　更にいえば──

「もうちょっと真ま面じ目めに考えなさいよ！」

　例えば獣けものみたいな尖とがり耳と尻尾しつぽの生えた生徒。あれは本当に人間か。

　例えば十分近くその紅あかい眼めを瞬まばたかせない生徒。あれも本当に人間か。

　衣い装しようの統一どころか……注意して見れば、統一感どころか常じよう識しきだの条じよう理りだのすら怪あやしくなってくる部分が、この教室には散見される。
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　一つ一つは然さしたる問題ではないかもしれない。

　教室の違和感も。少女達の服ふく装そうの不統一も。個こ々こ人じんの奇き妙みようさも。

　だがそれらが集まって一つの情景を成していると、相乗効こう果かで違和感が増す。平凡さを装よそおおうとするが故ゆえに、かえってその異い質しつ性せいが際きわ立だっている様な印象だった。

「アグニちゃん」

　赤毛の少女の隣となり──教壇の端はしで腰こしに手を当てた少女が言った。

　こちらはやたらとデザインが古ふる臭くさく、色調もモノクロのセーラー服を着ている。もっとも癖くせの無い黒髪といい、大きな黒い瞳ひとみを中心とした清せい楚そな顔立ちといい、その古臭さや地味さがよく似合ってもいるのだが。

　化け粧しようの様子も無いものの、頭に巻まいた白いリボンが唯ゆい一いつのお洒落しやれといえばお洒落なのだろう。赤毛の少女とは雰ふん囲い気きは真ま逆ぎやくだが、可愛かわいらしいという意味では立りつ派ぱに張はり合える容よう姿しの少女であった。

「みんな悪気がある訳わけじゃないんだからそんなにきつく言わなくても」

「あんたが言うなっ！」

『アグニちゃん』と呼よばれた赤毛の少女は振ふり返って喚わめいた。

「え？　何かまずかった？」

　眼をぱちくりさせて首を傾かしげる黒髪の少女。

「全すべての元げん凶きようが部外者みたいな顔してんじゃないっ！　大体学園ごっこ学園ごっこって言うけど具体的に何をすりゃあいいのよ⁉　行き当たりばったりでやってたら百年経たっても終わらないわよ⁉」

「うーん……」

　赤毛の少女に言われて黒髪の少女が首を傾げた。

　どうも性せい格かくも正反対の様である。おっとりのんびりした相手の反はん応のうを待ちきれないのか──赤毛の少女は返事が来る前に苛いら立だたしげな声を上げる。

「人数が足りない事も在あるけど──基き準じゆんが曖あい昧まいすぎるのよ基準が。そもそも詩し月づき、あんたが『満足する』のが条じよう件けんなんていうけど。それだけじゃ具体性に欠けるでしょ。こっちとしても途と方ほうに暮くれるわよ⁉」

「……そっかな」

『詩月』と呼ばれた少女は小鳥の様な仕草で首を傾げる。

　その様子はまるで童女の様に無む垢くで、見る者によっては思わず抱だき締しめたくなる様な愛らしさに満ちていたが……元より同性で、なおかつ気も短い赤毛の少女にはむしろ逆効果らしかった。

　彼女は更に苛立たしげに、指先で教卓をこつこつと叩たたきながら言う。

「何か無いの？　具体的な目標とか何とか。いつもみたいに思い付きで適てき当とうな事するんじゃなくて。年間計画とか。コンセプトとか。ノルマとか。とにかく放ほうっておくといつまでも紛まがい物のままっていうか……モドキにすらならないわよ？　元々がどーしよーもなく変な処ところなんだから──此こ処こは」

　窓まどの外──まるで芝しば居いの書き割わりの様に平へい坦たんな青い空を見上げながら、赤毛の少女アグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野のは言った。




　　　　●　●　●




　鈴すず乃の宮みや学園。

　文部科学省の如い何かなる資し料りようを繙ひもといてみても、現げん在ざい機き能のうしている教育機関の中にその名前を見つける事は出来ない。

　それはかつて滅ほろんだ学園の名前だからだ。

　けれど滅びきれなかった学園の名前だからだ。

　学まなび舎やとして此の世に生み出されながらも、一人の生徒を迎むかえ入れる事も無く──護まもり育はぐくむべき生徒達の死を間近に見せ付けられながら、炎ほのおの中に崩くずれ去るしか無かったその学園は、生命を持たぬ存そん在ざいでありながらも無念の内に幽ゆう霊れいとなった。

　果たされなかった存在理由への未練。

　それは後に巨きよ大だいな閉へい鎖さ空間を生み出す。それは現実とは因いん果が関係の断だん絶ぜつした偽にせ物ものの空間ではあるが──それ故にこそ、残ざん酷こくで動かし様の無い現実から隔かく離りされた場所であるとも言えた。

　そうして鈴乃宮学園は、今日も取り込んだ者達と共に自らが本来そう在るべきだった姿すがたを其そ処こに演えんじ続けている。

　それが現実には何ら影えい響きようを及およぼさぬ模も倣ほうと知りつつも──自らの無念を晴らす為ために。

　鈴乃宮学園。

　それは夢ゆめ見る幽霊学園の名であった。




　　　　●　●　●




　まあそういう訳わけで。

　生徒総そう数すうわずか九名、教きよう師し数に至いたってはたった一名（しかも校医と兼けん任にん）という過か疎そ地ちの分校も真っ青の状じよう況きように在りながら……何とかそれらしく『学園』を演じて鈴乃宮学園の無念を晴らしてやる為に、彼等は日々、学園生活の真ま似ね事ごとを繰くり返している訳である。

　だが──

「大体、季節感が無さ過すぎなのよ」

　とアグニエシカは力説した。

　既すでに第何回なのか、本人達にも分からなくなってきている生徒総会での事である。

　以前は鈴乃宮学園の端たん末まつであり化け身しんでもある詩月が進行役を務つとめていたのだが……先日、自らの迂う闊かつな発言で墓ぼ穴けつを掘ほったアグニエシカが『委員長』に就しゆう任にんしてからは、彼女が司会をしている。

「季節感……？」

「それも大たい概がい曖あい昧まいな言葉だけどねえ」

　と言うのは春はる香かと秋あき菜なである。

　やや癖くせの在る黒くろ髪かみをざっくりと肩かたの辺りで切った髪型で、くるくると悪戯いたずら猫ねこの様によく動く瞳ひとみの少女。こちらが春香。

　同じく肩の辺りで丁てい寧ねいに端はしを切り揃そろえ、前髪を上げておでこを出している髪型で、何ど処こか醒さめた眼めをした少女。こちらが秋菜。

　髪型や浮うかべる表ひよう情じように違ちがいは在るものの顔立ちはよく似にた二人である。

　でもって。

　ボーイッシュなショートの髪型をしてちょいと男おとこ勝まさりな感じの夏なつ輝き。

　三つ編あみを左右に垂たらし見るからに気弱な文学少女然とした冬ふゆ美み。

　春香と秋菜にこの二人を加え、四人揃って春夏秋冬──四季少女シーズン・シスターズとまとめて呼よばれていたりする女生徒達である。

　この四季少女達……大概は一いつ緒しよに行動しているせいか、意見もまとまり易やすい様で、夏輝と冬美は先の二人の意見に頷うなずいている。

「冬なら雪が降ふるとか……？　木こ枯がらしが吹ふくとか……？」

「寒けりゃいいってもんでもないだろうしなぁ」

　首を傾かしげる冬美と腕うでを組む夏輝。

　彼女等は鈴乃宮学園においては最古参の生徒で──しかも幽霊である。

　彼女等が特とく殊しゆなのかこの鈴乃宮学園が特殊なのか、此処では彼女等は実体を持っていたりする。もっとも今一つ接せつ合ごうが曖あい昧まいらしく、何か衝しよう撃げきを与あたえられたりすると、あっさり人体模も型けいの様にバラけてしまったりするのだが。

　それはともかく──

「そこ！　内輪でぐちゃぐちゃ言ってないで意見が有るなら手を挙げて言う！」

　アグニエシカの怒ど鳴なり声に四季少女達は肩を竦すくめて黙だまり込こんだ。

「日本ってのは四季が在る国でしょうが。暑くもなく寒くもなく、毎日毎日晴天で気温も同じじゃ学園生活も何もあったもんじゃないわよ？」

「……そういえば此こ処こじゃ雨って降った事無いよなあ」

　窓まどの外を眺ながめて言うのは──この教室内で唯ゆい一いつの男子生徒であった。

　長なが居い優ゆう樹き。

　見るからに真ま面じ目めで優やさしそうな──人じん畜ちく無害をそのまま絵に描かいた様な少年である。殊こと更さらに端たん整せいという程ほどではないが、何処か中ちゆう性せい的な線の細さも在って、あまり男っぽさは──骨ほね太ぶとさや汗あせ臭くささは感じられない。恐おそらく年上の女性から見れば『可愛かわいい』という評ひよう価かが得られるだろうが……本人はあまりそれを喜ぶまい。

　全体的な印象として都会よりも田舎いなかが似合う様な、素そ朴ぼくな印象の少年だが、流石さすがに現げん代だいっ子──首にはヘッドホン式のメモリー・オーディオを引っかけている。

「現実世界なら農家とか大変なんだろうけどね」

　さすが偽にせ物もの世界──雨が降らないからといって学校裏うらの池が干ひ上あがったりはしないし、学校の敷しき地ち内には植物も植わっているが特に枯れた様子は無い。

　更さらに言えば蛇じや口ぐちをひねれば普ふ通つうに水が出る。そもそもこの水が何処からどうやって出てくるのかも謎なぞなのだが……追究しても恐おそらく『そういうものだから』という結果しか出てこないだろう。

　此処はそういう処ところなのだ。

　どうしようもない位にいい加か減げんな世界。

　理り想そう郷きようとは言うまい。此処は後ろ向きの想おもいが──無念と未練と後こう悔かいが造つくり上げた世界なのだから。だが身も蓋ふたも無い残ざん酷こくな現実に唯い々い諾だく々だくと従う事が出来なかったからこそ、鈴乃宮学園は幽ゆう霊れいとなってこの世界を造り上げた。

　ならばそこに厳げん密みつで融ゆう通ずうの利きかない現実を持ち込む必要は無い。

　だが──

「季節感というのは学園生活を模も倣ほうする上でそれ程大事な事なのでしょうか？」

　何処かわざとらしい仕草で首をひねって尋たずねてくるのは……この数分間殆ほとんど瞬まばたきをせずにその紅あかい瞳を教きよう壇だんに向けている少女である。

　その顔は隙すき無く整い、詩月やアグニエシカにも負けない器き量りようなのだが──しかしそこには全く表情が無い。これに加えてルビーを思わせる深しん紅くの瞳や、普通の人間にはまず有り得ない蒼あおの髪かみが、彼女の姿すがたを何処か人間離ばなれした雰ふん囲い気きに仕立て上げている。

　当然といえば当然──彼女もまた人間ではない。

　擬人機械アンドロイド少女のネレイドである。

「大事だわよ」

　憤ふん然ぜんとアグニエシカは言った。

「どうしても学園生活は四季──っていうかカレンダーに影えい響きようされるもの。って今まであまり追求してなかったけど、そもそも今日って何月何日なのよ？」

　アグニエシカの言葉に一同は顔を見合わせる。

　どうやら誰だれもきっちり把は握あくしていないらしく……毎日が同じ様な日の繰くり返しなのでどうしても感覚が曖昧になるのだ……自然と一同の視し線せんは教壇の上に居いるもう一人の少女に集中する。

　鈴乃宮学園の化け身しんであり端たん末まつである鈴乃宮詩月。

　意い識しき的に操そう作さ出来ない部分も多い様だが、その成り立ちを思えば彼女はこの閉へい鎖さ世界においては神にも等しい存そん在ざいだ。その割わりには威い厳げんだの風ふう格かくだのはさっぱりだが。

　で──

「わかんない」

　てへ──とか舌したを出しながら詩月は言った。

「あんたねえ！」

「いや──そもそもさ」

　と片かた手てを挙げて言うのは秋菜である。

「私らは気がついたら此処に居た訳わけだし、外の世界に出ていく事も無いだろうから、まあ気にならない訳なんだけど──此処って、外界と時間の流れは同じなの？」

「…………」

　はっとした表ひよう情じようで優樹とアグニエシカは顔を見合わせる。

　桃とう源げん郷きようだの竜りゆう宮ぐう城じようだのその他諸もろ々もろ──現世から隔かく離りされた世界での時間が、現世の時間との間にズレを生じるなどという神話・伝説の類たぐいは数多い。

　また──完全に空間としては現世と隔かく絶ぜつしているこの鈴乃宮学園が、時間についてだけはきっちり同期をとれているという保ほ証しようも無い。確たしかに。

　つまり──

「ちょ──ちょっと待って、って事はひょっとして僕ぼく等が此処から出たら外の世界では百年経たってたとか……そういう事も……」

　顔色を変えて言う優樹。

　彼としては否ひ定ていの言葉を希望したのであろうが──詩月は曖あい昧まいに笑ったままで答えず、当然、他の少女達は首を傾かしげるのみである。

「で……でも。戻もどってみたら半日も経ってませんでしたって可か能のう性せいもありますし……」

　冬美が取りなす様に言うがあまり慰なぐさめにならない。

「ヒムリール」

　アグニエシカが呼よぶと、ひょいと何ど処こからか現あらわれた小動物が彼女の身体からだを駆かけ上って肩かたに乗っかる。何処からどう見ても完かん璧ぺきにシマリスに──脊せき椎つい動物門・哺ほ乳にゆう綱こう・齧げつ歯し目・リス科・シマリス属ぞくのシマリスにしか見えないその小動物に向けて彼女は、ごくごく当然の口調で声を掛かけた。

「あんたの体内時計とかで計算できない？」

「一いち応おうこの空間内での経けい過か時間の測そく定ていは可か能のうですが」

　シマリスは──シマリスの姿をした何かは流りゆう暢ちような人語で言った。

　ヒムリール。

　文部科学省陰おん陽みよう課かの課員であるアグニエシカに仕える使つかい魔まである。もっともヒムリールに言わせると、元々彼はアグニエシカの師し匠しようの使い魔で──むしろアグニエシカの保ほ護ご者しや的役割の方が強い様だが。

「私もこの空間内に取り込まれて外部との情じよう報ほう交こう換かんが出来ない以上、鈴乃宮学園の内部と外部の時間にズレが在あるかどうかは把握出来ませんな」

「うーん……」

　アグニエシカは腕うでを組んで考える。

　そのままアグニエシカと優樹は二人して懊おう悩のうしていたが──何な故ぜか揃そろってふっと溜ため息いきをつき肩の力を抜ぬいた。

「悩なやんでもしょうがないか」

「そうね」

　どうやら割わり切ったらしい。諦あきらめたとも言えるが。

　まあ何にしても──この出で鱈たら目めな鈴乃宮学園という世界ではいちいち悩んでいたらきりがない事も多いので、既すでにアグニエシカも優樹も適てき当とうな処ところで切り上げる癖くせがつき始めているのだろう。

　それはさておき。

「季節感ってのは必要だと僕も思う」

　気を取り直して言う優樹。

「入学式とか夏休みとか。期末試験とか臨りん海かい学校とか。スキー合宿とか体育祭とか……そういう行事が在ればメリハリもつくと思うんだよ」

「季節感といえば衣ころも替がえもあるよね」

　と春香が一同を見回しながら言う。

「そういえばそうね」

　と──自分の制せい服ふくを見ながら言うアグニエシカ。

　彼女の制服は半はん袖そでなのだが、その一方で同じ教室に居いるアンドロイド少女のネレイドが来ているのは長袖で──しかもスカート丈たけも長い。

　冬服と夏服が混こん在ざいしているだけでも確かに違い和わ感かんは強くなるだろう。

　まあ……鈴乃宮学園の場合、詩月や四季少女達シーズン・シスターズが着ているオーソドックスなセーラー服と、アグニエシカ達が着ている制服と、元より統とう一いつ感かんは無かったりする訳だが。デザインと冬物夏物の印象はまた違ちがう。

「じゃあさ」

　春香が手を挙げて言う。

「とりあえず区切りって事で四月から始めるのはどう？」

「うーん？」

　首を傾げるアグニエシカ。

　彼女がこの学園に取り込まれたのは真夏である。そこから数えて八ヶ月──いくらなんでもそんなに時間は経っていない筈はずだが。

「まあ途と中ちゆうから始めるよりは分かり易やすいかな……それに真夏からって計算すると夏休みから始める事になっちゃうし」

　と優樹。

「そうかな。そうね」

　アグニエシカは頷うなずく。

　確たしかに夏休みは夏休みでその内設せつ定ていしなければならないのだろうが──確かに改めてそこから始めるのは不都合も多そうだ。

「でも──四月の行事っていうと何かな？」

「まあ入学式かなあ」

「今いま更さら、全員の入学式ってのもね」

　春香の意見に苦く笑しようを浮うかべるアグニエシカ。

「そもそもそれぞれ学年とかどうなってんだか……」

「むう？」

　首を傾かしげる春香。

「何となく僕は春香さん達は上級生、アグニと詩月、ネレイドは同級生、紅葉もみじは下級生、位に考えてたけど」

　優樹が一同を見回しながら言う。

「その根こん拠きよは？」

「いや、何となくなんだけどさ」

　詩月に尋たずねられて苦笑する優樹。

　まあ確かに上級生下級生を判はん断だんする明めい確かくな基き準じゆんは無い。四季少女達は元々古参の生徒である事から上級生と単たん純じゆんに思い込こんでいるだけの事だし、同じく優樹よりも先にこの鈴乃宮学園に居た紅葉に関しては、容よう姿しの幼おさなさから下級生──といった曖あい昧まいな認にん識しきでいるだけの話だ。

「それは優樹君」

　ずい──と身を乗り出しながら春香が言う。

「遠回しな『僕は年上が好き』とゆー主しゆ張ちようって事でいい？」

「……そうなの？」

　春香の馬ば鹿か馬鹿しいボケに突つっ込みもせず、顔をしかめて尋ねてくるアグニエシカ。

　優樹は更に苦笑して言った。

「なんでそうなるんだよ」

「でも確か優樹の初はつ恋こいの人って年上でしょ」

「あれは詩月──ってこっちのじゃないけど──がたまたま年上だっただけ」

　優樹は肩かたを竦すくめる。

　それでも疑うたがわしそうな表ひよう情じようを向けているアグニエシカに、優樹はうんざりした表情を浮かべて言った。

「ああもう──僕の異い性せいの好みとかそういう話じゃなかっただろ」

「ま──まあそうだけどさ」

　珍めずらしく慌あわてて取り繕つくろう様な笑えみを浮かべるアグニエシカ。

　その意味が分かる程ほどに、優樹は聡さとくも経けい験けん豊ほう富ふでも、更に言えば自意識過か剰じようでも無かったが──とりあえず優樹はさっさと話題を元の方向に戻もどす事にした。

「それはさておき。まあ四月に限げん定ていしなくてもいいんじゃないかな。春っていうくくりで。春の行事」

「春ねえ……」

　四季少女達シーズン・シスターズは首を傾げたり捻ひねったりしながら考え込むが──

「春はお花見──！」

　待ってましたとばかりにぴょこんと手を挙げて叫さけぶのは、この場において最も小こ柄がらで幼い雰ふん囲い気きを持った少女だった。見るからに無む邪じや気きそうなその表情のせいか、それとも落ち着きの無いその仕草のせいか、まるで小学生の様にも見える。

　ただしこの少女の最大の特とく徴ちようはその幼さではない。

　亜あ麻ま色の髪かみを割わってにょっきりと生えている尖とがり耳と、スカートの裾すそと共に揺ゆれているやはり亜麻色の──ふさふさと毛の生えた尻尾しつぽであった。

　狐きつね耳と狐尾お付きの少女──紅葉である。

「お花見でおだんごーっ‼」

「……いや。気持ちは分かるけど」

　何やら盛もり上がっている紅葉に突つっ込む優樹。

　だが紅葉は構かまわず両手をぶんぶん振ふり回しながら言った。

「でもって五月は子こ供どもの日でおだんご！　六月は田植えでおだんご！　七月はたなばたでおだんごなんだよっ‼」

「日本全国酒飲み音おん頭どかいっ！」

　とアグニエシカ。

「でも十一月が何もないから困こまるんだよ？」

「もういいって。っていうか紅葉、あんた一体何ど処こで覚えてきたのよ──そんな歌」

　というアグニエシカであるが──現げん役えき女子高生の分ぶん際ざいでそんな歌を知っている彼女も彼女ではある。

「大体お花見は学校行事じゃないでしょ」

「えーっ⁉　そうなの？」

「そうなの。あれは会社員が酒飲んで『無ぶ礼れい講こう』の名の下もとに飲み過すぎてゲロ吐はいたり桜さくらの木を折ったりする大人のイベントなの」

「いや……それも違ちがうよーな」

　と優樹が小声で言うものの、既すでにアグニエシカはまとめに入っていた。

「まあとにかく……キリがいいから四月から始める事にしましょうか。カレンダーとか作って。その次は季節感の演えん出しゆつかな。カレンダーだけだと気分でないし。で──細かい行事はカレンダー作りながら追々考えていくって事で。異い論ろんの在ある人は？」

『異議なーし』

　声を揃そろえて言う一同。

　何だかんだで、アグニエシカの様にちゃきちゃきと話をまとめて場を仕切ってくれる人材を皆みんなが待ち望んではいたのだろう。

「いける？　季節感の演出」

　アグニエシカは詩月を振り返って尋たずねる。

　この鈴乃宮学園とそれを内包する空間は、彼女の認にん識しきの影えい響きようをもろに受ける。必ずしも彼女の思い通りになる事ばかりでは無い様だが──

「多分。えと……とりあえず春っぽくすればいいんだよね？」

　珍しく──何処か自信の無さ気な様子で言う詩月。

　まあ彼女にしてみれば今一つ実感の湧わかない概がい念ねんなのだろう。

「暖あたたかくして……昼間をちょっと長めにするとかでいいの？」

「まあ基き本ほんはそうだね」

　苦く笑しようしつつ優樹は頷うなずいた。
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　現時点で唯ゆい一いつの鈴乃宮学園の教きよう師しにして保ほ健けん教きよう諭ゆ──本ほん町まち小さ竹さ乃のはのんびりと根ね城じろである保健室で茶を啜すすりながら窓まどの外を眺ながめていた。

　癖くせの無い長い黒髪。少し目め尻じりが下がり気味の双そう眸ぼう。そして何よりもおっとりのんびりした表ひよう情じよう。そんな彼女にはゆらゆらと白い湯気をくゆらせる湯飲みが実によく似に合あう。まあ年とし寄より臭くさい感じもしないではないが……両手で湯飲みを包み込む様にして持つその姿すがたは、何処か童女の様な雰ふん囲い気きをも備そなえていた。

「……随ずい分ぶん此こ処こもそれらしくなってきましたけど……」

　ふと思い出したかの様に呟つぶやく。

　偽にせ物ものの世界。

　此処は鈴乃宮学園の認にん識しきが造つくり上げた世界。

　ただ風の一いち陣じん、光の一いつ閃せんですら詩月が『認識』していなければ存そん在ざいしない世界だ。

　故ゆえにこそ此処は普ふ段だんは意識しないのだが、何かの折に付け、何処か何かが不自然な印象を感じる事が在る。

　例えば出来の悪い三次元コンピュータ・グラフィックス──影かげの付け方や表面の処しよ理りがぞんざいなもの──が、何処か模も型けいっぽい質しつ感かんから脱だつしきれない様に。

「……やっぱり何か足りない感じなんですよね……漠ばく然ぜんとですけど」

　机つくえの上に湯飲みを置き──眼鏡めがねの蔓つるを人差し指で押おし上げながら小竹乃は言った。

　足りない何か。

　欠けているもの。

　それが分からない限かぎりはこの鈴乃宮学園の未練も晴れる事は無いのだろう。

　だが……
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　基本的に鈴乃宮学園における食事というものは学食で賄まかなわれている。

　といっても学食に誰だれか居いて食事を作ってくれるのではなく、どうも詩月が適てき当とうに『出して』いるらしい。

　これは便利なのだが一つ問題が在った。

　夕食まで此処で食べるのか──という事である。

　あくまで『学校ごっこ』にこだわるのだとすれば、夕食を学食で食べるのはいかにも不自然である。実じつ際さい、当初はそうしていたのだが──そうなると下校の時じ刻こくがやたらに遅おそくなってこれまた下校風景を演出するには不都合が多い。

　一番好都合なのは寮りように学食と同様の食事が自動的に出しゆつ現げんする事なのだが……何な故ぜかこれが詩月がいくら念じても出来ないらしい。どういう風になっているのかは謎なぞだが、どうも詩月の認識の影響力は校こう舎しやの中は強く、その外側は比ひ較かく的弱くなっていく──というか不ふ随ずい意い的になっていって詩月自身がコントロール出来る部分が減へってくる──様だった。

　それはともかく。

　これではいかんという事で、優樹が提てい案あんしたのが寮における自じ炊すいである。

　元々この鈴乃宮学園ではやる事も無く暇ひまを持て余あます事が多いので、反対する者も居おらず、全員が交こう替たいで食事当番をする事になった。

　そういう訳わけで……

「しかし明日はどうなってるだろうね」

　ジャガイモの皮を剝むきながら優樹が言う。

　寮の炊事場での事である。

　隣となりではニンジンの皮を剝いているアグニエシカと、でっかい鍋なべの前で水が沸ふつ騰とうするのを待っている紅葉が居る。今日の当番は優樹なのだがアグニエシカと紅葉が手伝ってくれているのである。まあ紅葉は下へ手たに包丁を持たせると自分の指を落としかねないので、あくまで賑にぎやかしの域いきを出ないが。

　ちなみにメニューは肉じゃが。

　詩月が間ま違ちがって大量のニンジンとジャガイモとタマネギを作り出してしまったので、カレー、シチュー、肉じゃがをローテーションしながら消費しているのである。

「どうなってるって？」

　妙みように真しん剣けんな表情でニンジンを睨にらんだまま尋たずねてくるアグニエシカ。彼女もあまり手先が器用な方ではないのだろう。ちまりちまりと──慣なれた人間なら苛いら立だつ様な丁てい寧ねいさで皮を剝いている。

「いや……詩月の事だからさ。なんかいきなり変な勘かん違ちがいして春を演えん出しゆつしかねないなあって思うんだよね」

「春ねえ……」

　アグニエシカはやはりニンジンを睨みながら言う。

「勘違いするよーなものかな」

「どうだろ」

「優樹は春っていうと何を思い出す？」

「うーん……」

　首を傾かしげる優樹。

　こちらは意外というか何というか──慣れた手つきでジャガイモの皮を剝いていた。小気味よい速さで皮が削そぎ落とされ、芽めが抉えぐり抜ぬかれていく。

「入学式、進学、桜さくら、タンポポ……そんなもんかなあ」

「紅葉は？　花見以外でだけど」

「んとね」

　紅葉は人差し指を自分の唇くちびるに当てて考える事数秒──

「発はつ情じようして子作りー」

　思わず突つっ伏ぷして自分の指の皮を剝きそうになる優樹とアグニエシカ。

「ちょっと紅葉⁉　いきなり何をッ……⁉」

「……え？」

　アグニエシカに怒ど鳴なられた紅葉はきょとんとした顔で首を傾げた。

「なに？　変？」

「こ、子作りって──」

「だって春って子作りの季節なんだよ？」

「…………」

　微び妙みような表情で顔を見合わせる優樹とアグニエシカ。

　まあ確たしかに動物の発情やら繁はん殖しよくやらは季節感に左右されたりする。人間でも統とう計けい的に見ると季節や月げつ齢れいによって体調だの何だのが左右されたりする事が多い。本ほん性しようが妖よう狐こである紅葉にとって『春』即すなわち『子作り』という認にん識しきであっても別に不思議は無い。

　とはいえ……見るからにお子様な感じの紅葉に言われるとさすがに優樹やアグニエシカも焦あせる。

「……や、やっぱケダモノ」

「あ。アグニちゃんそれ差別発言だよぅ」

「そういえば紅葉って一体、幾いくつなんだよ」

　優樹がふと気付いた様子で言う。

　今まで深く追求してこなかったが──

「幾つって？」

「いや、狐きつねと人間って年齢の数え方違ったと思うけど」

　そう。寿じゆ命みようと性せい成せい熟じゆくを基き準じゆんに考えれば人間と狐は明らかに違う時間を生きていると言える。まあ妖狐たる紅葉にどれだけそれが当てはまるかは疑ぎ問もんなのだが。

「えとね。一歳さい」

「…………」

　顔を見合わせている優樹とアグニエシカの間にひょいとヒムリールが出てきて言った。

「人間で言えば十七歳から二は十た歳ち位ですな」

「……十七歳……」

「なに？」

　首を傾げる紅葉。

　その仕草はまるで幼おさない童女の様に愛らしいのだが──

「私らとタメ⁉」

　愕がく然ぜんと叫さけぶアグニエシカ。

「まあ妖狐が普ふ通つうのホンドキツネやキタキツネと同じ成長周期かどうかは疑問ですが」

　とヒムリール。

「一歳……？　十七歳……？」

　譫うわ言ごとの様に呟つぶやく優樹。

　どっちも何というか紅葉の印象と違ちがう。

　だが──

「だからそろそろ紅葉も発情して子作りできるんだよ」

　えっへん──という感じで見るからに薄うすそーな感じの胸むねを反そらす紅葉。もっとも自分が何を言っているのか今一つ分かっていない感じではあるが。

「紅葉──あんた自分で言ってる事分かってる？」

「分かってるよ？」

　と紅葉。

「だから春になったら優樹と子作りするのー」

「だあああああっ！」

　思わず右手を差し上げながら悲鳴を上げる優樹。

　とうとう、ざっくり左手の指を切ったらしい。

「血っ！　血いっ‼」

「あんたねえ！」

「──なに？」

　アグニエシカが怒鳴るものの、紅葉はきょとんとした表情のままである。

「……紅葉、優樹の事が好きなの？」

「うん。大好きだよ」

　臆おく面めんも無く頷うなずく紅葉。

　てっきりアグニエシカは、優樹と紅葉の間に在あるのは兄と妹とか、飼かい主とペットとか、あるいは友情とか、とにかくそういう異い性せい間の『好き』とは違うものだと思っていたのだが……

「……むう」

　まあ常識的に考えれば人間と狐の混こん血けつ──というか交雑ハイブリツドが成立するとも思えないが、そこらはやはり紅葉も妖よう怪かいの一種、どうなるかは分からない。

　それに問題は子こ供どもが出来るかどうかではなくてその前にする──まあ諸もろ々もろの行こう為いにある訳わけで。

「血っ！　血いっ‼」

　腕うでを組んで考え込こむアグニエシカの横で、涙なみだ目めになりながら優樹が左手を頭上に掲かかげて飛び跳はねていた。




　　　　●　●　●




　夕食は寮りようにある食堂に生徒全員が集まってする事になる。

　以前の寮は優樹やネレイドなど『新入り』が寝ね泊とまりするだけの施し設せつだった。元々寝る必要の無い幽ゆう霊れいだった四季少女達シーズン・シスターズは、どこぞのオランダ人の様に校こう舎しやの中を徘はい徊かいしていたのだが──最近は面おも白しろがって自分達も部屋を確かく保ほ、そこで寝泊まりしている。

　恐おそらく彼女等にとっては寝る事も食事をする事も一種の遊びなのだろう。既すでに死んでいる彼女達にとって、生に付ふ随ずいする行こう為いや現げん象しようの全すべては、それを生前の様になぞるだけの『真ま似ね事ごと』に過すぎない。

　それはさておき──

「春ねえ。具体的にどうなるのかな」

　と──その春そのものの名前を冠かんされた春香が首を傾かしげる。

「春っぽくすれば──とか言って詩月出て行っちゃったけどさ。あの子『春』って季節を分かってんのかしらね？」

　ちなみに詩月の姿すがただけは食堂に無い。

　まあ彼女は元々生徒では無い訳だが……そもそも人間の幽霊ですらない詩月は、特に食事を摂とる習しゆう慣かんも無く、一同に付き合って食事をする事も多いが、時折ふらっと居いなくなる事も在る。

　そういう訳で、皆みながもう彼女のそういう行動には慣なれてしまっており、彼女が居なくても特に気にしなくなっているのだが──

「むう？」

　肉じゃがを頰ほお張ばっていた夏輝が怪け訝げんそうに顔を上げる。

「詩月の『魂たましい』が何い時つ形成されたのか知らないけど……学校として『春』を迎むかえた事ってあの子無い訳でしょう？」

「そりゃそうよね」

　頷くのは秋菜である。

「私達──っていうか私達の元になった女生徒が疎そ開かいしてきたのも確たしか、初夏だったような気がするし」

　春香が更さらに言葉を繫つなぐ。

「それまでは山の中にぽつんと建っていた訳でしょう。まあマンガとか雑ざつ誌しとかで適てき当とうにそれっぽい知ち識しきは得ているんだろうけど。また変な方向に間違わないといいけど」

「花見とか？」

　と夏輝。

「他ほかに春といえば──」

「ふむ……」

　優樹は腕を組んで考え込む。

「やっぱ入学式とかした方がいいのかな」

「彼女は学校だもんね」

　アグニエシカも首を傾げて言う。

「無念を晴らすって意味なら一通りやらせてあげるのが筋すじなんだろうけど。でもねえ。入学式って言っても……今更だし。此こ処こじゃ他に手続きとか校長の挨あい拶さつとか在ある訳でもないだろうし」

「入学式の印象……」

　優樹はしばらく考え込む。

　入学式。

　確かにそれは学校にとっての一年の始まりだ。

　では入学式を入学式たらしめているのは何なのか。

　単に暦こよみか？　校長の挨拶か？　校歌斉せい唱しようか？

　それとも──

「ごめん──ちょっと席外す」

　言って彼は立ち上がると、テーブルの上に置いてあったペンタックスＳＰを手にして食堂を出て行った。

「あ──ちょっと？」

　アグニエシカも驚おどろいた様子で立ち上がり、その後を追う。

「…………」

　一同は顔を見合わせ──

　茶ちや碗わんと箸はしを持って立ち上がった。
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　鈴乃宮学園校こう舎しや──正門前。

　そこに詩月はぽつんと佇たたずんでいた。

　何やら考え込んでいる様子で両手を組んだり、両手を腰こしに当てて辺りをぐるっと見回したりと、色々しているが……思考に没ぼつ頭とうしているせいか、優樹が近付いてきたのも気付いていない様子だった。

　なので──

「詩月」

「うひゃっ⁉」

　声を掛かけられて慌あわてて身を竦すくませる詩月。

「あ。優樹か。びっくりした」

「幽ゆう霊れいがびっくりするな。ところで何やってんの？」

「あー……えとね」

　ちょっと曖あい昧まいな笑え顔がおを浮うかべてから、詩月ははにかむ様に視し線せんを優樹から逸そらした。

「どうしようかなあってちょっと悩なやんでて」

「何を？」

「んとね……その……昼間は何だか、その場で適当に『春っぽくすればいいんだね』とか言ったけど、実は私……『春』ってよく分からないんだよ」

　やはりそうらしい。

「『春』って生命の季節とか出会いの季節とか言うけどさ……実感が湧わかなくて」

　それは確かに分からないかもしれない。

　詩月は既すでに死者なのだから。

　そもそも生きてさえいなかったのだから。

　そもそも自分を生み出した世界と決別させられる処ところから、彼女の存そん在ざいは始まったのだから──

　鈴乃宮詩月。

　終わる事から始まってしまった存在。

　それは……

「実じつ際さいには日照時間とか気温とかだけで済すむものでもないんでしょう？　それは分かるんだけど、具体的な『空気』とか……カレンダーとか気温とかじゃない『春』をどういう形で定てい義ぎすればいいのかとか……私そういうのよく分からないから……」

「そっか」

　優樹は溜ため息いきをつく。

「でも詩月、難むずかしく考えすぎ」

「──え？」

「もっと簡かん単たんに考えればいいんだよ。例えば──そうだな。詩月が憧あこがれる春のイメージって無いの？」

「うん？」

　首を傾かしげる詩月。

「入学式──なんだろうけど。でも入学式って言っても……」

　ひょっとしたら『今いま更さら』とアグニエシカ達に言われた事を気にしているのか。

　だが──

「詩月が満足する為ために此処が在るのなら」

　夜空を見回しながら優樹は言った。

　それは偽にせ物ものの夜空だった。

　無念と未練と後こう悔かいが造つくり上げた模も造ぞうの世界だった。

　けれど──だからこそ。

「難しい事は考えずに詩月が望む風景を作ればいいんだよ。形式とかはとりあえず置いといて。っていうか詩月、前から思ってたけど形から入りすぎ」

「そ……そう？」

　眼めをぱちくりさせながら意外そうに言う詩月。

「元々詩月のワガママで始まった世界だろ」

「う……」

「だったら気楽に望みを追求した方が良いと思うよ。焦あせらなくてさ」

「でも──やっぱり早く帰りたいでしょ？」

「…………」

　優樹は溜め息をつく。

　要するに昼間の会話を気にしていたらしい。

「僕ぼく等の事はいいから。大体それで悩んでたらかえって時間喰くうだろ。ほら。で──どんな風にしたいんだよ？　詩月の憧れる入学式のイメージって何？」

　ざっくばらんな口調で言う優樹。

　詩月はしばし眼を白黒させていたが──

「優樹──」

　ちょいちょいと手で招まねく仕草。

　近ちか寄よる優樹の横顔に、まるで口づけする様に詩月は顔を寄せ──そして囁ささやいた。
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　詩月と優樹が話をしている校門前から少し離はなれた場所──曲がり角。

　そこでは。

「もが──っ！」

　優樹達の許もとに駆かけ寄ろうとするアグニエシカを羽は交がい締じめにしているネレイドと、アグニエシカの口に猿さるぐつわを嚙かませている秋菜の姿すがたが在あった。無む論ろん──その側そばには他の四季少女達シーズン・シスターズや紅葉の姿も在る。

「気持ちは分かるけど、たまには詩月に譲ゆずってあげなさいよ」

　と春香。

「も！　もががもがもがもががががもがが！　もがんがもがが！　も！　もがががもがもががががんがもがもががもがんがもが！」

「『な、何をどうゆずるってのよ！　関係ないわよ！　わ、私はただ風紀委員として注意をしようとしただけだからね』と申しております」

　ヒムリールが主あるじの窮きゆう状じようなどまるで我関せずといった様子で通つう訳やくする。どもったところまできっちり通訳する処ところが実に芸が細かい使つかい魔まであった。

「此こ処こは優樹君に任まかせた方がいいかな。じゃ帰るわよ──ネレイド。よろしく」

「はい」

　アンドロイド少女は頷うなずくと、アグニエシカの襟えり首くびを摑つかんで、ずるずると容よう赦しやなく引きずっていく。陰おん陽みよう師じの少女はもがもが言いながら寮りようの方へと帰っていった。

　そして。

「さて──明日が楽しみかな」

「左様で」

　夜空を見上げながら春香とヒムリールが言った。




　　　　●　●　●




　春──入学式。

　その言葉に人はどんな印象イメージを持つだろうか。

　出会いを待つ気持ち。

　始まりを祝う気持ち。

　あるいは──憂ゆう鬱うつになる人間だって居いるだろう。春なんて嫌きらいだと言う者も居ても良い。それはそういうものだ。ただ気温が上がり日照時間が延のびて暦こよみの上では数字が進む。それだけの事でしかない。だから感想は人それぞれであるのだろう。

　だが長い冬の後にそれは来る。

　辛つらく冷たく、動く事さえもが難なん儀ぎであった日々の後に。ただ身を縮ちぢこめて耐たえるだけだった日々の終わりに。

　それは待ちかまえていたかの様に。

　だから人は誰だれもが本ほん能のう的な予感を覚える。

　何かが始まる事を。

　何かが変わる事を。

　だから人は期待する。

　モノクロームの冬から、鮮あざやかな色しき彩さいに満ちた季節へ移い行こうする、その瞬しゆん間かんを。

　そして──

「──うわ」

　アグニエシカは思わず声を漏もらしていた。

　それは一瞬吹雪ふぶきの様にも見えた。

　白い光の中で音も無く舞まい散る無数の──薄うす紅べに。

　一つ一つは儚はかなく慎つつましやかだった。それはほんの小さな花か弁べんに過すぎない。しかしそれらが揃そろって舞う光景は、圧あつ倒とう的なまでの優ゆう美びさをそこに生み出していた。

　桜さくら。

　咲さき誇ほこる無数の花。

　風に舞う無数の花弁。

　たった一ひと晩ばんで生み出された美しい奇き蹟せき。

「綺き麗れい……」

　冬美が微び笑しようしながら呟つぶやく。

　恐おそらく誰もが同意見であったろう。

　それはただそれだけの光景だ。

　桜が咲き乱みだれ花びらが舞い散る──ただそれだけの。

　しかし……

　紅葉も。四季少女達シーズン・シスターズも。ネレイドでさえも。ただただ言葉を失ってその光景に見入っている。

　咲き誇る花。散りゆく花。

　溢あふれる生命の奇蹟。

　それはただただ──綺麗だった。

「──優樹」

　アグニエシカが一人納なつ得とく顔がおで微笑ほほえんでいる少年の襟首を摑んで引っ張ぱった。

「これ優樹の入れ知ぢ恵え？」

「まさか」

　彼は首を振ふって笑った。

「結局、こうやって桜の花で一いつ杯ぱいの中を生徒達が『綺麗だね』って言いながら登校してくる──そんなのが彼女の『入学式』のイメージだったんだよ」

「…………」

　アグニエシカは一同を見回す。

　皆みんなは口々に綺麗だ綺麗だと言いながら校こう舎しやの方へと歩いていく。普ふ段だんは殺風景な廃はい墟きよの如ごとき街まち並なみに、無数の桜が咲いて通学路を彩いろどっていた。

（そっか……）

　恐らく……

　詩月はこれが見たかったのだろう。

　希望とか。喜びとか。感動とか。

　そんな当たり前のものを胸むねに抱いだいて生徒達が自分の許もとに集つどってくる光景が。生徒達が笑え顔がおで何かの始まりを──明日への期待を語り合いながら自分の許に来てくれるのを。

　そしてそれに自分が応こたえられる事を。

　彼女にとっての入学式とはそういうものだ。

　彼女は──『学園』なのだから。

　生徒達にとってのそれは苗なえ床どこであり揺ゆりかごであるのだから。生徒達を護まもり育はぐくむ為ための場所であったのだから。明日へと、次へと、繫つながっていく何かを育む為の場所だったから。

　だから……

　詩月にとってきちんと全すべてを始めるにはこれが必要だったのかもしれない。だが優樹達を帰してやらないと──と焦あせる余あまり、彼女はわざわざ此こ処こから始める事が出来なかったのだろう。

　そういう奴やつなのだ。

　鈴乃宮詩月という──幽ゆう霊れいは。

「優樹、優樹、なんか凄すごいよ、凄いよ！」

　ぴょんぴょん跳はねながら紅葉が声を掛かけてくる。

　彼女は舞い散る桜の花びらの一つ一つを手にとっては『凄い』『綺麗』を連発していた。

「行こう。あいつ、待ってるよ」

　微笑みながら優樹はアグニエシカを促うながす。

「……そうね」

　優樹達の歩き出す先に彼女は居いた。

『どうだ！』と言わんばかりに嬉うれしそうな表ひよう情じようを浮うかべて。

「本当にもう……」

　全く不器用な。

　しかしだからこそ優やさしい。

　そんな──偽にせ物もの。

「手間のかかる奴よね」

　呟つぶやきながら──柔やわらかな苦く笑しようを優樹とアグニエシカは交かわした。
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「あ……駄だ目めっ……」

　密ひそやかな声が呟つぶやく。

　保ほ健けん室のベッドの中──もぞりとシーツの下で身を震ふるわせながら詩し月づきは呻うめいた。

「んんっ……だ……駄目っ……あ……」

　声を出したら聞こえてしまう。

　そう分かっていても……堪こらえる事が出来ない。白い指先が何かに耐たえる様にベッドのシーツの端はしを握にぎりしめる。

　長く癖くせの無い黒くろ髪かみがはらりとベッドの縁ふちから滑すべり落ちた。

「……あ……だ……駄目っ……優ゆう樹き……」

「──なにをしとるかあっ‼」

　がばっ──と物もの凄すごい勢いきおいで詩月の上に掛けられていたシーツが剝はぎ取られる。

　そして。

　そこにはびっくりした表情で硬こう直ちよくする詩月。

　それを顔をしかめて見下ろすのはアグニエシカである。

　背はい後ごには顔を真っ赤にした優樹の姿すがたも在あった。

「……いきなり何するのよ。アグニちゃん」

「それはこっちの台詞せりふよ。あんた何してたのよっ⁉」

「何って──」

　と言いかけてまるで恥はじらう様に視し線せんを逸そらす詩月。

　そんな彼女にびしりと人差し指を突つき付けながらアグニエシカは言った。

「そりゃ自分一人で何しようと勝手だけどね！　そーゆー事保健室でやられると風紀が乱みだれるのよ風紀が！　もっと誰も来ない処ところでやんなさいっ‼　自分の部屋とか！　何だか調子悪そうだったから心配して見に来てみれば……」

「……えっと。自分の部屋ならいいの？」

「そりゃ──」

　むしろ素す直なおにそう問われて思わず言葉に詰つまるアグニエシカ。

「そりゃまあ……別に誰に迷めい惑わくかける訳でもなし……その……優樹が……ネタなのはちょっとアレだけど……」

「良かった」

　詩月はぱっと顔を輝かがやかせて言った。

「また優樹に怒おこられちゃうかと思ったけど。そっか。自分の部屋でやればいいんだね」

　そう言う彼女の表情には何の後ろめたさも無い。恥じらいも無い。

「…………」

「…………」

　アグニエシカと優樹は怪け訝げんそうに顔を見合わせる。

「えっと。念のために確かく認にんするけど──」

　と言ってからアグニエシカは優樹を振ふり返って『念のために向こう向いて耳塞ふさぐ』と命じ──そして詩月に視線を戻もどして言った。

「あんた何してたの？」

「一生懸けん命めい我が慢まんしてたんだよ。大変だったんだから」

「……何を？」

「だからね。また誰か引っ張ぱり込こんじゃいそうな感じだったから、一生懸命我慢してたんだけど」

「…………」

　アグニエシカはしばらく苦く悩のうする様に視線を彷徨さまよわせていたが──

「んな事にいちいちあんな色っぽい声だすなっ‼」

　すぱこん──と手にした来客用スリッパで詩月の頭を叩たたきながらアグニエシカは喚わめく。

「──ってちょっと。今なんて言った？　あ、優樹、もうこっち向いて話に加わっていいわよ」

　言いながらアグニエシカは優樹の背せ中なかをつつく。

「あ──そうなの？」

　と優樹。

「詩月。もう一回言って？」

「だから」

　詩月が言う。

「また誰か引っ張り込んじゃいそうな感じだったから、一生懸命我慢してたんだけど」

「って……こらっ！」

　優樹が顔色を変えて叫さけぶ。

「ううっ。やっぱり怒る──」

「そりゃ怒るよ！　またややこしい事になるだろ⁉」

「でも自分ではどうしようもないんだったら。なのに優樹が怒るから……」

　保ほ健けん室に隠かくれていたらしい。

　まあ教室でいきなり衆しゆう人じん環かん視しの中で──といっても教きよう師し役の小さ竹さ乃のを入れても総そう勢ぜい九名だったりするが──あんな喘あえぎ声みたいなのを出されるよりはマシだが。

「一生懸命我慢してたんだよ？　でもアグニちゃんがいきなりがばってシーツ剝ぐから。びっくりしちゃって……結局引っ張り込んじゃったみたい」

「わ……私が悪いっての⁉」

「いやそんな事より」

　優樹が割わって入る。

「もっと今は考えるべき事があるだろ」

「そうだね。次からは自分の部屋で我慢するよ」

「……違ちがうだろ」

　とりあえず優樹は常じよう識しき人じんの義ぎ務むとして突つっ込んでおいた。

「誰だれか取り込んでしまったっていうのなら、ややこしい事にならない内に迎むかえに行かないと。またアグニの時みたいに、四季少女シーズン・シスターズとか、ネレイドとかが最初に出会ったりすると、ややこしい事になりかねないよ」

「……そ、そうね」

　アグニエシカは頷うなずいた。
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　ある朝──扇おうぎ町まち聖ひじりは一大決心をした。

　家を出る事を。

　そうしなければ聖は有う無むを言わさず結けつ婚こんさせられてしまう。

　自分は未まだ高校生なのに。

　法ほう律りつ的な結婚可か能のう年ねん齢れいなど何の効こう力りよくも無い。聖の父と相手の親の取り決めは時に法律すら凌りよう駕がする。それだけの力が父を含ふくむ権けん力りよく者しや達には在あった。

　だから──逃にげなければならない。

　此こ処こではない何ど処こかに。

　具体的に何処か──というあてがあった訳わけではない。

　だが聖は居いても立ってもいられなかった。このまま親の言いなりになって結婚すれば自分はきっと一生後こう悔かいするだろう。

　そういう訳わけで。

　聖は鞄かばんの中に教科書や文具の代わりに、着き替がえや現げん金きんといった簡かん単たんな旅の用意を詰つめ込んで登校し学校から抜ぬけ出した。ちなみに直ちよく接せつ自宅から家出せずに一いつ旦たん登校したのは、聖の登下校は運転手付きのベンツによって行われる為ため、逃げ出す隙すきがなかなか摑つかめないからである。

　そうして……誰に見み咎とがめられる事も無く聖は家を出た。

　公園のトイレで服を着替え、髪かみ型がたも少し変えたので──普ふ段だん聖は長く伸のばした髪を後頭部の辺りで括くくって束ねている──余よ程ほどに親しい者でもなければ、聖だと分からない程てい度どにその姿すがたの印象は変わっていた。

　順調だった。出だしは至し極ごく順調だった。

　だが──

「此処……何処……⁉」

　今現げん在ざい──聖は呆ぼう然ぜんとしていた。

　気がつくとそこは真っ白な平面だけが在る世界だった。

　見み渡わたす限かぎりに何も無い世界。

　右を見ても左を見ても、延えん々えんと凹おう凸とつの無い白い地面が広がっているだけで何もない。地平線などというものを、聖は生まれて初めて肉にく眼がんで見た。もっともこの白い地面は土や砂すなではなく、まるでリノリウムの様な継つぎ目すら無い一枚まい板いたであったが。

　本当に何も無い。人の姿でさえも。

「……何処なの…………？」

　気がついたら聖は此処に居た。

　何やら町中を歩いていて立ち眩くらみを起こした様な気がして──思わず立ち止まって眼めを瞑つむり堪こらえていると、すぐにその感覚は治おさまったものの、再ふたたび開いた眼に映うつったのは上記の様な情じよう景けいだったのだ。

「……どうしよう」

　呟つぶやいてみても答えてくれる者は居ない。

　不安感で聖の眼が潤うるんだ。

　なんだかんだ言っても聖は俗ぞくに言う『箱入り』であり『温室育ち』である。比ひ較かく的、聖は頭も良かったが──限られた世界しか知らない者は基き本ほん的な対たい応おう力りよくに乏とぼしく、自分の知ち識しき外の状じよう況きように放ほうり込まれるとひどく脆もろい。

「ううっ……」

　ぎゅっと鞄を抱だき締しめながらその場にぺたんと座すわり込む聖。

　その時──

「………………ぅぅ……」

　何かが聖の鼓こ膜まくに触ふれた。

　何処からか……何処からかは全く分からないのだが……低い呻うめき声の様なものが聞こえてくる。

　そして聖は気付く。

　自分の背はい後ごから伸のびて覆おおい被かぶさってくる影かげに。

　そして──その輪りん郭かくが人の形をしていた事に。

「あ──あのっ‼」

　人が居た！

　その喜びに異い様ような状況も忘わすれて嬉うれしげに振ふり返る聖。

　だが。

「…………ッ⁉」

　愕がく然ぜんと硬こう直ちよくする聖。

　そこに居たのは──人間ではなかった。

　いや。元は人間だったかもしれないが、もうそれは人間と呼よべる様なものではない状じよう態たいになり果てていた。

　言ってしまえばそれは……焼しよう死し体たいだった。

　全身があちこち炭化している上に、剝はがれ落ちたのか崩くずれ去ったのか、よく見れば指だの耳だの髪だの脇わき腹ばらの肉だの……あちこちが欠落している。

　腹ふく部ぶも、破やぶれたセーラー服の向こう側にぽっかりと開いた空くう洞どうが見える。腸だの肝かん臓ぞうだの子宮だのが詰つまっている筈はずのそこには、綺き麗れいさっぱりと何も無い。ただ黒々とした肋ろつ骨こつだけが虚むなしい曲線を描えがいている。

　どう考えてもこんな状態で人間が生きている筈が無い。まして呻き声を上げながら近付いてくるなど──

「──⁉　──‼」

　瞬しゆん間かん的に聖は恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた。

　理り性せい的に考えれば立ち上がって逃にげるべきなのだろう。だが腰こしが抜けて立てない。広がったスカートの下でがりがりと脚あしが地面を搔かいているが、聖の身体からだそのものは一メートルも動いていない。

「……ぅぅ……ぅあ……あぅぁ……」

　近付いてくる焼死体。

　動けない聖は──他ほかにはただ悲鳴を上げる事しか出来なかった。
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　甲かん高だかい絶ぜつ叫きようが響ひびき渡る。

「悲鳴──⁉」

　アグニエシカは素す早ばやく制服の襟えりに手を滑すべり込ませ──呪じゆ符ふを引き出す。殆ほとんど反はん射しや的な作業である。半ば無む意い識しきに戦せん闘とう態たい勢せいを取ってから、アグニエシカは眉まゆをひそめて言った。

「誰かが何かやったの？」

　確たしか四季少女達シーズン・シスターズにもネレイド達にも、自分が迎むかえに行くから手を出すなと念を押おしておいたし……紅葉もみじや詩月や優樹は今此こ処こに居いる。

　後は可か能のう性として考えられるのは小竹乃だが、彼女が相手に悲鳴を上げさせる様な出迎え方をするとも思えない──

「悪あく霊りようじゃないかな」

　と首を傾かしげて詩月。

「悪霊？　あ──」

　アグニエシカは思い出す。確か詩月が『悪霊と皆みんなが呼んでいる害意に凝こり固まった霊れい』の存そん在ざいについて話していた事が在ある。

　元々四季少女達は、詩月が焼死した女学生達の霊れい魂こんを継つぎ接はぎして作った存在だが──その際さい、『憎ぞう悪お』とか『憤ふん怒ぬ』とかそういったヤバげなものを詩月は濾ろ過かした。

　詩月としては特に何かの意図が在った訳わけでもなく、何の気無しにそうしたのだが──結果としてそういった暗く攻こう撃げき的で澱よどみきった感かん情じようはそれぞれが勝手に結合し、『悪霊』としか呼べない様な代しろ物ものになったのだとか。

　この『悪霊』は何な故ぜか常つね日ひ頃ごろは鈴すず乃の宮みや学園の中にまでは入ってこない。

　だがその外側、この白い平面世界を徘はい徊かいしており、運が悪ければこれに襲おそわれる事も在るという。アグニエシカは幸い未いまだ出会った事が無いのだが──

「助けないと！　優樹！　急いで！」

　ぺん、と優樹の頭を叩たたきながら言うアグニエシカ。だが──

「──無む茶ちや言うなっ‼」

　──返ってきたのは悲鳴じみた声だった。

　ちなみに。

　此処で視し点てんをぐぐっ──と少し遠くに設せつ定ていしてみる。そうすると彼等の現げん在ざいの状じよう況きようを一目で確かく認にんする事が出来る。

　アグニエシカ達は自転車に乗っていた。

　優樹の漕こぐママチャリに。

　紅葉がハンドル前の買い物籠かごにちょこんと腰こし掛かけており、サドルの後ろの荷台にアグニエシカと詩月が立ち乗りしている。

　見るからに定員オーバーだ。

　更さらに言えば優樹はどう見ても筋きん骨こつ逞たくましい感じではない。要するに人ひと並なみだ。

　結果──

「男の子でしょっ⁉」

　べん、とアグニエシカに後頭部を叩たたかれながら自転車を漕ぐものの、ハンドルは定まらず、当然ながら速度も出ず、ふらふらと右へ左へと蛇だ行こうしまくるばかりである。

「そんな事言ったって──っていうか紅葉だけならともかく」

「私が重いっての⁉」

「そういうんじゃなくて……」

　とか何とかアグニエシカと優樹が言い合っていると──

「仕方ないから『飛ばす』ね？」

　不意に詩月がそんな事を言う。

「──え？」

「──え？」

　ふと言い合いを止やめる優樹とアグニエシカ。

「『飛ばす』って──」

　言いかけて優樹は思い当たる事があるらしく顔色を変える。

「ちょっと待て、いきなり──」

「一いつ刻こくを争うよ」

　言って詩月が右手を振ふった途と端たん──

「詩月の空間転てん移いは安定してな──……」

　アグニエシカ達の姿すがたは消失。

　途中でぶつ切りになった優樹の声だけがその場に残った。
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　──もう駄だ目めだ。

　聖はそう思った。

　動く焼しよう死し体たいは聖の周りをゆっくりと回っている。さながら獲え物ものに襲いかかる直前のサメの様に。およそ半径二メートル。とてもではないが逃にげられる様な距離ではない。

　それに──

「ああ……」

　聖はもう大きな声さえ出ない。

　焼死体の全身から滲にじみ出る様な悪意が、世間知らずの聖を雁がん字じ搦がらめに縛しばり上げている。物理的な圧あつ力りよくにまで濃のう縮しゆくされたそれは、周囲の気温や聖の体温すら下げつつあった。

　こんな処ところで死ぬ？　死ぬ？

　素す敵てきな恋こいもせずに？

　やりたい事も満足に出来ずに？

　死んでしまう？

「…………いや…………」

　そんなのは絶ぜつ対たいに嫌いやだ。

　けれど今の聖に現状を打開する力も術すべも無い。聖はただの『箱入り』で『温室育ち』だった。自分がどれだけ無力なのか改めて思い知らされた感じだった。

　どす黒い絶ぜつ望ぼうが聖の上にのしかかってくる。

　だが。

　不意に──

「…………ぁぁぁぁぁあああああっ⁉」

　焼死体の呻うめきでもなく。

　聖の呻きでもなく。

　遥はるかな空の高みから落下してくるかの様に、頭上から近付いてくる悲鳴。

　半ば無む意い識しきにそちらを振り仰あおぎ──

「──⁉」

　聖はぽかんと口を開けた。

　緊きん張ちようと焦しよう燥そうに加速された聖の意識では、その一いつ瞬しゆんはやたらに長く感じられた。

　降ふってくる。

　人間が。

　四人ほど。

　自転車（しかもママチャリ）付きで。

　これは一体何の冗じよう談だんか。

　しかも──

「うりゃっ‼」

　可愛かわいらしい少女の声が響ひびいたかと思うと──次の瞬間、聖と焼死体の間に一ひと抱かかえ程ほどの火の玉が降ってきた。

　しかも──次の瞬間にはそれが爆ばく発はつ。

「──っ⁉」

　爆風と衝しよう撃げきで左右に吹ふっ飛ばされる聖と焼死体。

　乱らん暴ぼうといえば乱暴だがこれで両者の距離は再ふたたび開いた。

　そこへ──

「あああああああああっ⁉」

　どすん。でもって──がしゃん。

　悲鳴を上げる少年と、少女達が三名ほど、それに自転車が揉もみくちゃになって聖のすぐ側そばに落ちてくる。

　ただしその中で赤毛キヤロテイの少女だけは綺き麗れいに着地を決めてからすっくと立ち上がった。

「ヒムリール！　サポート‼」

「御ぎよ意い」

　赤毛の少女の身体からだの上を、小さな影かげが走り──あれはリスだろうか──次の瞬間、少女の手元から何か鋭するどいものが迸ほとばしる。

　──ばし！

　音を立てて聖の周囲に光の柱の様なものが十本発生する。

　一瞬の事であったので、それをきっちり見定める事は無む論ろん、聖には出来なかったが……上から俯ふ瞰かんする様に見れば、その点を全すべて繫つなぐと、聖を中心として五ご芒ぼう星せいを成すというのが分かった事だろう。

「……──天てん竺じく山坂不動王逆さかしに行ふぞ逆しに行ひ下せば向かうわ血花に咲かすぞ味み塵じんと破やぶれや妙しや婆ば訶かッ……！」

　赤毛の少女が何やら呪じゆ文もんの様なものを早口で唱えていく。

　起きあがった焼死体は呻き声の様なものを上げながら再び聖に近付こうとする。

　だが……

「七段だん国へ行なへば七つの石を集めて七つの墓はかを付き七つの石の卒そ塔と婆ばを建て七つの石の　錠鍵下して──」

　──ばしッ！

　青白い電光が虚こ空くうより生まれて焼しよう死し体たいを撥はね飛ばした。

　何度も。何度も。

　まるで高こう圧あつ電流の柵さくが聖を守っているかの様に、焼死体は手を伸のばし、近付いては、呆あつ気けなく撥ね飛ばされて地面に転がるのだ。その度たびにぼろぼろと炭化した肉が崩くずれ落ちるが、焼死体は懲こりる事無く聖に近付いてくる。懲りるという事を知らないのか。それともそもそもまともな意識など無いのか。

　更さらに──

「優樹！」

　何を思ったか──黒白のセーラー服を着た少女と、何やら狐きつねの様な耳と尻尾しつぽを備そなえた少女が、二人してがしっと少年の襟えり首くびを摑つかんだ。

「頑がん張ばってね！」

「な──何を──」

「優樹ミサイル発はつ射しや‼」

「発射だよぅ」

　次の瞬間──小こ柄がらな身体からだの何ど処こにそんな力が在あるのか──少女達二人が少年を頭からぶん投げる。

「んがあああああああっ⁉」

　投げられた少年が悲鳴を上げながら、あろう事か焼死体に激げき突とつ。

　もみくちゃになって転がりながらも少年は不ぶ格かつ好こうにばたばたとその両手を振ふり回し──

「──‼」

　次の瞬しゆん間かん。

「～～～～～～～～～…………」

　声にならない悲鳴を上げながら焼死体は崩ほう壊かいを始めた。

　何度も何度も電光に撥ね飛ばされても起きあがってきた黒い人ひと形がたは、瞬またたく間にぼろぼろと骨ほねまで砂すなの様になって崩壊していき……やがてはそれらすら煙けむりの様に空中に立ち上って消えていった。

　完全消しよう滅めつまでは三十秒とかからなかったろう。

　後には何も残らない。

　まるで──存そん在ざい自体が幻まぼろしであったかの様に。

「優樹ミサイルは威い力りよくてきめんだネ！」

　頷うなずき合う黒白セーラー服の少女と狐少女。

「──って何やってんのあんたらは！」

　赤毛キヤロテイの少女が喚わめく。

「優樹ミサイル」

「いやだから。何なのよソレ」

「優樹の左手の護ご符ふって物もの凄すごく悪あく霊りように効きくの。だから優樹を撃うち込こんだら早いかなって」

「ああなるほど……」

「納なつ得とくするなっ‼」

　少年が喚きながら立ち上がる。

　焼死体と真正面から激げき突とつしていた様にも見えたが、元々が頑がん丈じようなのか、あるいは相手が消えてしまったので被こうむった損そん害がいも一いつ緒しよに消えたのか……とにかく特に怪け我がらしい怪我をしている様子も無かった。

「大体僕ぼくでなくてもアグニエシカが居れば何とか出来るんだろ？　紅葉の炎ほのおだって追い払はらう事が出来るんだろうし」

「まあそうだけど」

　と赤毛の少女が言う。

　彼女は少年の左手に紐ひもで巻まかれている御お守まもりを眺ながめながら言った。

「優樹──あんたのお祖ば母あちゃん何者か知らないけど、相当高位の術じゆつ者しやっぽいよ。その護符だけでも私より破は魔まの力強いもん」

「だからってミサイルは無いだろ！」

　やっぱり納得いかないのか──少年は喚いた。
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『新入り』は──とびっきりの美人だった。

　恐おそらくはアグニエシカと同じく混血ハーフなのだろう。緩ゆるやかに波打つプラチナブロンドの髪かみと、切れ長の眼めの中に輝かがやく琥こ珀はくの瞳ひとみがやけに目立つ。

　顔立ちも繊せん細さいでよく整い、手足は華きや奢しや。

　何というか……アンドロイドのネレイドとは違ちがった意味で人形の様である。それも手て間ま暇ひまを掛かけて作られた手作りの高級フランス人形の様な。髪に飾かざられた臙えん脂じ色のリボンが余よ計けいにその印象を強めている。

　見るからに『良家の御お嬢じよう様さま』だ。

　気品が在り……しかも繊細な美しさが在る。

　着ているのは何やら量りよう販はん店で買った様なありきたりのスカートとブラウスだったりするのだが、それでも身に付いた雰ふん囲い気きは些いささかも損そこなわれていない。むしろその落差が容よう姿しの上品さを際きわ立だたせている様な感じだ。

「えっと……その。君……大だい丈じよう夫ぶ？」

　そう言って手を差し伸のべるものの……優樹も改めてその新入りの容姿に気付いたのか、少し赤面して固着している。

「──む」

　顔をしかめるアグニエシカ。

　基き本ほん的に優樹は朴ぼく念ねん仁じんというか、幼おさな馴な染じみで初はつ恋こいの相手以外は、あまり異い性せいとして意い識しきしていない様な処ところが在ある。

　一いち応おう年とし頃ごろの少年なので四季少女シーズン・シスターズや紅葉のスキンシップにはそれなりに反はん応のうしている様だが、それはむしろ羞しゆう恥ち心しんによる反応の方が強く──恋れん愛あい感かん情じようが連動している様子は無い。

　そんな彼が赤面しているのだ。別にエッチな事をされている訳わけでもないのに。

　という事は──

「──我わが主あるじ」

　肩かたの上に乗ったヒムリールが言った。

「較くらべてはいけません。サラブレッドにはサラブレッドの。驢ろ馬ばには驢馬の魅み力りよくが在ります。多分」

「…………」

　アグニエシカはヒムリールを握にぎり潰つぶそうと手を伸ばすが、リス型使い魔はひょいとその手をかわして隣となりの紅葉の頭の上に飛び移うつった。

「我が主、今のはものの喩たとえで、私は別に貴女あなたを驢馬だという積もりはありません。誤ご解かい無きよう。むしろ貴女は驢馬というより暴あばれ馬の方が近い──」

「もういい。黙だまれ」

　唸うなる様に言うアグニエシカ。

　それはさておき。

「あ……」

　その新入りは眼を潤うるませると──優樹が手を引っ込める暇も無く彼にしがみつく。

「あ──っ⁉」

「あ──っ⁉」

　指差して叫さけび声を上げるアグニエシカと詩月。

　紅葉はというと『あ。紅葉もー』とか言いながら背せ中なかから優樹に抱だき付いているが、まあこれはいつもの事ではある。

「あ……いや……あの──ちょっと？」

「離はなれなさいっ！　てーか何やってんのあんたはっ⁉」

　アグニエシカは眼をつり上げて優樹とその新入りへ歩み寄よるが──

「こ……怖こわかったです……」

　優樹にしがみついてそう呟つぶやく新入りの声を聞いて脚あしが止まる。

「…………」

　アグニエシカは決まり悪そうに頰ほおを搔かいた。

　元々職しよく業ぎよう柄がら多少の耐たい性せいが在るとはいえ、アグニエシカもあまり悪あく霊りようだの妖よう怪かいだの、その手のものの相手は得意ではない。もっとぶっちゃけて言えば怖いのだ。最近は比ひ較かく的落ち着いているが、元々アグニエシカは霊れい能のう力りよくが不安定で、悪霊や妖怪の類たぐいと『戦う』には不安な部分が多い。

　だからこそ、彼女はこの新入りが怯おびえる気持ちが多少は理り解かいできた。何の対たい抗こう手しゆ段だんも持たない一いつ般ぱん人じん、が害意を持った悪霊を前にすれば恐きよう怖ふを覚えて当然だ。失しつ禁きんしなかっただけでもまだマシである。

　優樹に抱き付かれるのは至し極ごく不ふ愉ゆ快かいだが、だからといって無む理り矢や理り引き剝はがすのは少し躊躇ためらわれたのだ。

　もっとも──

「ええと……その……もう大丈夫、大丈夫だから」

　戸と惑まどいつつもぽんぽんと新入りの背中を叩たたく優樹を見ていると、何やら別の怒いかり──のよーな何か──を覚えたりもするのだが。
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「えと。名前は？──って先に名乗るべきかな。僕は長なが居い優樹」

「…………長居……優樹さん……」

「──むう」

　何やら新入りの切れ長の眼めが妙みように潤うるんで優樹を映うつしている様な気もするが。何だか独どく特とくの雰ふん囲い気きが出来上がりそうな気もするが。ここはひとまず我が慢まん我慢と自分に言い聞かせるアグニエシカであった。

「助けて貰もらっちゃったんですね……私」

　呟いてから、我われに返り、慌あわてた様に身を離はなして眼を伏ふせる新入り。その仕草はアグニエシカが見ても何というか──清せい楚そで可か憐れんだったりする。

「すいません……私ったら。あの──そうでした。名前。自じ己こ紹しよう介かいですね」

　恥はじらう様に頰を染そめて言ってから、その新入りは背せ筋すじを正して言った。

「私──扇町聖と申します」




　　　　●　●　●




　とりあえずアグニエシカ達は聖を鈴乃宮学園に連れ帰った。

　詩月の空間転てん移いには彼女も大たい層そう驚おどろいた様子だったが、元々そういう事には理解力が在る方なのか──詩月や鈴乃宮学園に絡からむ諸もろ々もろの異い常じようなこの状じよう況きようを、聖が飲み込むまでにはそう時間はかからなかった。説明役の優樹がもういい加か減げん、新入りの扱あつかいに慣なれてきて、要領良く現状を話して聞かせる事が出来たというのもあるだろう。

　ただ……

「…………」

「どうしたの？　怖い顔して」

　腕うでを組み、少し離れた処ところから聖を眺ながめているアグニエシカに四季少女シーズン・シスターズの一人、春はる香かが声を掛かけてくる。

　場所はいつもの壱いち年壱組教室。

　教室の後ろの方では詩月と優樹が色々と聖に説明をしている。

　現状は理解出来てもそれだけでは足りない。この鈴乃宮学園からは誰だれも出られない以上、共同生活を営いとなむ上で覚えておく事は幾いくつもあるからだ。

　だが──

「優樹君がとられそうで心配？」

「なっ──そんなんじゃないわよっ！」

　反はん射しや的に叫さけんでから──優樹を含ふくめ教室内全員の視し線せんを集めてしまった事に気付くと、赤面しながら黙だまり込むアグニエシカ。

「うんうん。あの子、聖ちゃんだっけ？　美人だものねえ──」

　腕を組んで頷うなずいている春香。

「そーゆーんじゃなくて」

　顔をしかめながらアグニエシカは言った。

「なんか……引っかかるものがあるのよね」

「引っかかる？　女の勘かんとか？」

「いやまあそんな感じだけどさ──なんか変じゃない？　あの子」

「そう？　何ど処こが？」

「うーん……例えばやけにあっさり状況を飲み込んだけど。普ふ通つうは帰れないとか聞かされると慌てたりしない？」

「どうだろね。帰りたくない理由が在るのかもね」

　と春香。

　その台詞せりふで──ふとアグニエシカは思い出した。

「……『逃げ出した者の来る処』か」

　もしそれが正しいのなら。

　あの聖という少女は何から逃げているのだろうか。

「ま──その内分かるでしょ」

　春香が取りなす様に言った。
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　──神様ありがとう。

　聖は内心で神に感かん謝しやを捧ささげていた。

　こんな処に連れてきてくれるなんて。

　聖はただひたすらにこの状況を歓かん迎げいしていた。浮うかれていたと言ってもいい。

　これで会った事も無い相手と結けつ婚こんさせられる事も無い。見知らぬ世界というのは確たしかに不安ではあるが皆親切そうだし、とりあえず生きていくのに問題は無さそうだ。

　それに──

　長居優樹。

　自分を助けてくれた少年。

　聖は彼の事が気に入っていた。それが恋れん愛あいと言って良い様な感かん情じように育つかどうかは未まだ分からないのだが、彼となら恋こい人びと同士になっても良いと思った。

　何処でもない処。

　現世から隔かく絶ぜつされた世界。

　此こ処こでなら。

　自分は自分の望んだ在り方が出来るのではないだろうか。此処では誰も聖の事を知らない。聖がどういう人間であるのかを知らない。

　此処には扇町家の影えい響きようは無い。

　ならば中ちゆう途と半はん端ぱに周囲を偽いつわる為ための演えん技ぎを重ねる事も無く本当の自分で在る事が出来るのではないだろうか。

　幽ゆう霊れいが居いて。妖よう狐こが居て。アンドロイドが居て。陰おん陽みよう師じが居て。

　ならば──聖の様な者が居ても受け入れてくれるかもしれないではないか。

　だから……




　　　　●　●　●




　とりあえず優樹達は聖を寮りようまで案内して部屋をあてがい、そこで解かい散さんする事となった。

　なんだかんだで聖に色々と説明したり、彼女の扱あつかいを皆で取り決めたりしていると時間が経たったからだ。

　で──

「──ふう」

　湯船に浸つかりながらアグニエシカは溜ため息いきをつく。

　鈴乃宮学園の学生寮はトイレも風ふ呂ろも共同形式である。そして何な故ぜか温おん泉せんでも湧わいているかの様に二十四時間湯が張はられたままだ。

　だが──実はこの風呂、勿もつ体たいない話だが利用者はそんなに多くない。

　四季少女達シーズン・シスターズや詩月は、そもそも実体は在あるものの本当に新しん陳ちん代たい謝しやとかしている存そん在ざいではないので、垢あかじみる事が無い。アンドロイドのネレイドは尚なお更さらだ。また狐きつねの紅葉もしょっちゅう風呂に入る習しゆう慣かんは無く──元が獣けものだから当然だが──むしろ水浴びで身体からだを洗っている事の方が多い様で、事実上ほぼ毎日使用しているのはアグニエシカと優樹だけである。

　もっとも最近は二人を真ま似ねて他ほかの連中も風呂を使う回数は増ふえてきたが。

　ともあれ。

　そういう訳で……さすがに優樹が他の者の入浴中に入ってくると色々ややこしい事になるので、一いち応おう優樹の入浴時間というのは決まっている。だが他に男子は鈴乃宮学園には居ないので、少女達は優樹の入浴時間だけを外し、好きな時に好き勝手に入浴している。

「……なんだかなー」

　湯気越ごしに天てん井じようを見上げながらアグニエシカは呟つぶやく。

「何だか優樹は細こま々ごまとあの子の面めん倒どう見てるみたいだけど。良家の御お嬢じよう様さまってそんなにいいものかな……」

「悪いものではないでしょう」

　とは湯船の側そばにちょこんと座すわっているヒムリール。

「あれだけの器き量りよう好よしとなれば尚更ですな」

「……うーん……」

　顔をしかめて呻うめくアグニエシカ。

　実じつ際さいには、優樹は単にお人好しで面倒見が良いだけの事で──よく考えればアグニエシカが初めてこの学園にやってきた際さいも、色々と彼女の事を気にして世話を焼いていた筈はずなのだが……そーゆー事は聖に世話を焼く優樹の姿すがたを見た時点でアグニエシカの頭の中からすっぱりと抜ぬけ落ちている。

「とはいえ我わが主あるじ。心配する事は無いとは思いますが」

「な──何を心配してるってのよ」

　とアグニエシカ。

　相変わらず自覚が無いのか単に素す直なおでないのか。

「長居優樹殿どのが扇町聖になびく事は無いと申し上げているのですよ」

「……別にそんな事気にしてないけど、どうしてそんな事が分かるのよ？」

「やれやれ」

　ヒムリールが呆あきれた口調で呟いたその時──

　がらり……と音がした。

「うん……？」

　音の方向を振ふり返るアグニエシカ。

　脱だつ衣い所じよの扉とびらが開く音だ。続いて磨すりガラス越しに何やら人ひと影かげが見える。

　華きや奢しやな胴どう体たいに華奢な手足。緩ゆるやかに波打つ長い髪かみは──恐おそらく聖だ。紅葉の狐火の爆ばく発はつで衣い装しようや髪が汚よごれていたので、着き替がえを兼かねて入浴しに来たのだろう。

「…………」

　影の輪りん郭かくを見ながら、ふとアグニエシカは自分の胸むな元もとに視し線せんを落とす。

　とりあえず身体のメリハリというか胸むねとか腰こしの凹おう凸とつというか、そういう意味ではアグニエシカの方が──まあ女じよ性せいらしい感じではある。聖は細身だが、胸も腰もあまり豊ゆたかではない様だ……というかぶっちゃけ、胸も腰も全然発達してない様に見える。まあ今見えているのは輪郭だけなので……角度によってはまた印象が異ことなるかもしれないが。

（……とりあえずそっち方面は私の勝ち？）

　と──少し優ゆう越えつ感かんなんかを感じてみたりするアグニエシカ。

　ただ……

「…………？」

　脳のう裏りを過よぎる違い和わ感かん。

　その正体にアグニエシカが気付く前に、聖は服を脱ぬぎ終わって浴場に入ってきた。

　そして──

「…………⁉」

「…………⁉」

　時間が凍こおった。

　アグニエシカが居いる事に気付いていなかったらしい。目を丸くしてその場に立ち止まる聖。そして同じく目を点にしてその場に固まるアグニエシカ。共に驚きよう愕がくの表ひよう情じようと姿し勢せいのまま固着する事──およそ数秒。

　我われに返るのはアグニエシカの方が早かった。

　でもって。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ⁉」

　風呂場に響ひびき渡わたるアグニエシカの悲鳴。

　ついでに感情の激げき発はつと共に暴ぼう走そうした霊れい力りよくが──爆発した。
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「──なんだっ⁉」

　寮りようの部屋で紅葉や詩月とトランプをしていた優樹は、爆音を聞いて慌あわてて飛び出した。

　方向からすれば風ふ呂ろ場ばか。

　爆発の直前には殆ほとんど絶ぜつ叫きようじみた悲鳴も聞こえた。何にしてもただ事ではあるまい。

「またアグニちゃんの爆発かな？」

「そうだろうけど──でも悲鳴が」

　階かい段だんを駆かけ下りて風呂場に向かう優樹。その後を追う詩月と紅葉。

　途と中ちゆうでやはり何事かと顔を出した四季少女達シーズン・シスターズやネレイド──何か勘かん違ちがいしているのか両手に散さん弾だん銃じゆうを携たずさえ、幾いくつも手しゆ榴りゆう弾だんをぶら下げた重武ぶ装そう状じよう態たいである──も合流し、鈴乃宮学園の生徒一同は風呂場に急行した。

「アグニ！　どうし──」

「見るなああああ──っ⁉」

　半はん壊かいした脱衣所を越こえて風呂場に踏ふみ込こんだ優樹の顔面を、アグニエシカの悲鳴と共に飛来した石せつ鹼けんが直ちよく撃げき。

　優樹はすぐ後ろの詩月と紅葉を巻まき込んで転てん倒とうした。

　で──

「…………え？」

　流石さすがの四季少女達も愕がく然ぜんとその場に固まる。

　爆発でやはり半壊した風呂場。

　まあこれは心配する程ほどの事も無い筈はずだった。明日には何事も無かったかの様に修しゆう繕ぜんされているだろう。アグニエシカが来てからはこの手の惨さん状じようは別に珍めずらしくも何ともない。

　だが……

　ひび割われた浴よく槽そうに引っかかる様にして気き絶ぜつしている聖が居る。

　恥はじらいもなく──気絶しているのだから当然だ──大おお股また開きの聖の股こ間かん。

　そこには──

「……男？」

　半ば呆ぼう然ぜんと春香が呟つぶやいた。




　　　　●　●　●




「──政せい略りやく結けつ婚こん？」

　眼を丸くして尋たずねる一同に聖はこくんと頷うなずいた。

　場所は寮の食堂である。

　とりあえず聖が気絶から復ふつ帰きするのを待って一同は彼女──もとい彼に詳くわしい事情を尋たずねる事になったのだ。

　膝ひざを揃そろえ恥ずかしそうに座すわる制せい服ふく姿すがたの聖を囲む様にして、座ったり壁かべにもたれかかったりしながら鈴乃宮学園の一同は話を聞いていた。

「父親が勝手に決めてきた事で……国会議員の娘むすめさんだそうですけど」

「はあ……」

「でも私嫌いやなんです。女の人と結婚するなんて……」

「アホかいっ！」

　表情を引きつらせながら言うのはアグニエシカである。彼女はばんと食堂の白い机つくえを平手で叩たたきながら喚わめく様に言った。

「あんた男でしょうが⁉」

「でもココロは女なんですよッ⁉」

　それに加えて聖の外見は余よ程ほどに注意して見ないと男とは分からないだろう。

　美少年である事は確たしかなのだが──『少年』という言葉にすら違い和わ感かんを覚えてしまう様な華きや奢しやさと女じよ性せいっぽさが、彼女、もとい彼の姿や仕草には漂ただよっている。今は紅葉やアグニエシカ同様に女生徒用の制服を着ているから尚なお更さらだ。

　だが──

「そんなのあんたの思い込みでしょ！」

　いつにも増してキツい口調のアグニエシカ。

　ちなみにさすがの四季少女達や詩月もこーゆー生徒が来るのは予想外だったらしく、アグニエシカを止めるでもなく、困こん惑わくの表ひよう情じようで顔を見合わせている。

「結局オカマなんでしょうがあんたはっ！　男なら男らしくしてなさいよっ！」

「ジェンダー問題をそういう使い古された俗ぞく語ごや精せい神しん論ろんで決めつけるのはよくないと思いますっ！」

　顔を真っ赤にして言う聖。

「貴女あなたに分かるんですか？　身体からだと心がずれている状態で生きていく事が！」

「──う？」

　なんだかシリアスそうな聖の物言いにたじろぐアグニエシカ。

「自分の身体が男性になった処ところを想そう像ぞうしてみてください！」

「…………」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせて黙だまり込むアグニエシカ。

　風ふ呂ろ場ばで目撃した光景──聖の股間のイメージが脳のう裏りに再さい生せいされて絶ぜつ句くしてしまう。父親と風呂に入った事も無いし兄や弟も居いないアグニエシカとしては、生でソレを見るのは初めてだったのだ。

（どうせ見るなら優──……じゃなくて！）

　頭の中で自分の発想に突つっ込みを入れてからアグニエシカは再ふたたび聖を睨にらみ据すえた。

「詩月も！　どーしてこいつに女子の制服なんか渡わたすのよ？」

「んー。そっちの方が似に合あいそうだし」

　まあそれはそうだ。

　そして──

「…………」

　不意に前に進み出てアグニエシカと聖の間に割わり込んだ者が居る。

　ネレイドだ。

「分かります」

　擬人機械アンドロイドの少女は無表情に頷いた。

　切なげに潤うるんだ眼をネレイドに向ける聖。

「分かってくれる？」

「はい。己おのれの望む在あり方を、自らの身体が否ひ定ていする。辛つらい事です」

「…………」

　優樹達は顔を見合わせた。

　ＣＵＦＡＷＳ・ＴＮ００３Ｉ〈02〉──ネレイド。

　人間と同じ心を持ち合わせながらも『偽にせ物もの』の定めから逃のがれられない少女。機械によって造られた人間の模も倣ほう品。

『本物』に憧あこがれながらも決して本物になれない──確かに聖のそんな気持ちは彼女にしか分からないのかもしれない。

「アグニ……」

　優樹が取りなす様に声を掛かける。

「……分かってるわよ。私が悪かったわよ」

　膨ふくれっ面つらでアグニは言った。

　フェイクであるが故ゆえに募つのる本物への想おもい。

　それは、生まれた時から人間で、女性であったアグニエシカには到とう底てい理り解かいできない苦しみであろうし──理解できない以上は決めつけてもいけない。

　そして──

「……風紀上問題が在るとは思うけど」

　アグニエシカは溜ため息いきをついた。

「そこまで言うなら覚かく悟ご見せて貰もらうわよ。扇町聖──中ちゆう途と半はん端ぱじゃなく徹てつ底ていして『女の子』しなさいよ」

「……はい！」

　聖が表情を輝かがやかせて頷うなずく。

「頑がん張ばります！」

「──って具体的に何をどう頑張るんだか。既すでに聖ちゃんて殆ほとんど女の子じゃん」

　と春香。

　まあ確たしかに言葉遣づかいや仕草だけを見ていればアグニエシカよりも聖の方が余よ程ほど女らしい。

「あ……でも」

　聖は夢ゆめ見みる少女の様な表情を浮うかべる。

　何となく──本当に何となくだがアグニエシカは嫌いやな予感がした。

「恋こいをしたいです。ずっと夢だったんです。女の子として。その……男の子と手を繫つないだり。キスしたり……その……」

　そう言って真っ赤になり俯うつむく聖。

　そして一同の視し線せんは──

「…………い？」

　注目された優樹が表ひよう情じようを引きつらせて一歩身を引く。

　だがそれに呼こ応おうするかの様に聖は少しもじもじしながらも前に出て──言った。

「あの悪あく霊りようから私を護まもってくれた長居君を見て思ったんです──この人が私の白馬の王子様、運命の人なんだって……」

　一同──沈ちん黙もく。

　そして。

「長居君。アグニエシカもああ言ってくれましたから。私──頑張ります！」

「いや、それは、頑張らなくていいというか、いや、あのね？」

「…………」

　焦あせる優樹と物もの凄すごい表情で黙だまり込むアグニエシカ。でもって……

「……おや。二つ目の墓ぼ穴けつが」

　ヒムリールが呟つぶやいた次の瞬しゆん間かん、『やかましいわあああっ！』という叫さけびと共に本日二回目の大爆ばく発はつが一同を吹ふっ飛ばした。
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「──優ゆう樹きくん！」

　ころころと陶とう器きの鈴すずを鳴らすかの様な可愛かわいらしい声に長なが居い優樹は振ふり返る。

　派は手でではないが地味でもなく。穏おだやかではあるがとても耳に残る声だった。

「優樹くん！」

　もう一度彼の名を呼よびながら校こう舎しやの廊ろう下かを駆かけてくるほっそりした人ひと影かげ。

　緩ゆるやかに波打つプラチナブロンドの髪かみが窓まど辺べから差し込こんでくる光に煌きらめいている。日本人離ばなれした整い方をする美び貌ぼうの真ん中で、何ど処こか潤うるんだ様な琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが真まっ直すぐに優樹を見つめていた。

　ただ走る──それだけの姿すがたさえ上品で優美に見えるのは華きや奢しやな手足のせいか、それとも動作の端はし々ばしに見える育ちの良さのせいか。着ているのは優樹も見み慣なれた鈴すず乃の宮みや学園の制せい服ふくなのだが──この人物が着ているだけで何ど処こか特別な御お嬢じよう様さま学校のものの様に見える。

　扇おうぎ町まち聖ひじり。

　その容よう姿しは間ま違ちがいなく一流の上に超ちようの付く美少女のそれだった。

「優樹くん。あの──」

　優樹の目の前まで走ってくると、息を整える聖。

　両手で胸むな元もとを押おさえてゆっくりと深しん呼こ吸きゆうを三回余あまり。

「これから、下校、ですか？」

「そうだけど──」

「あの……」

　聖は──ひどくひたむきな表情を浮かべて少し上うわ目め遣づかいに優樹を見つめながら言った。

「一いつ緒しよに、帰っていいですか？」

「え──ええと扇町くん……」

　少し困こん惑わくしながらも優樹が口を開く。

　だが聖は小さく首を振って──覆おおい被かぶせる様に言った。

「ひじり」

「……え？」

「ひじりって……呼んでください……」

　はにかむ様にして視線を逸そらし、もじもじと身じろぎする。ある意味で典型的と言えばどこまでも典型的な仕草だが──それだけに恐おそろしい程ほどの破は壊かい力りよく（対・男心仕様）がその仕草には在あった。

　しかも。

　これを計算だの戦せん略りやくだのだけでやっているのならばまだしも──聖の場合は半ば天然である。わざとらしさがまるで無い。だからこそ尚なお更さらその恥はじらう姿は男の本ほん能のう部分を直ちよく撃げきする。しまくる。

　しかし……

「…………」

　殆ほとんど狼ろう狽ばいに近い表情を浮かべる優樹。

　何となく底なし沼ぬまにはまりながらもがいている様な気分だった。

　だが──

「……ダメですか？」

「だ……ダメって事は……無いけど」

　仮かりにも同級生だし同じ寮りようで暮くらす仲間である。拒きよ否ひする理由は優樹には無い。在っても上うわ目め遣づかいに切なそうな表情でそう尋たずねられたら『ダメ』とは言えないのが長居優樹という少年である。

「本当？　嬉うれしいですっ！」

　晴れやかに笑う聖。

　思わず優樹もつられて微び笑しようし──

「──教育的指し導どうオオオッ‼」

　鋭するどい声と同時にまるで投げナイフの如ごとく空気を切り裂さいて飛んできた短たん冊ざくが──そう短冊がである──音を立てて床ゆかに突つき刺ささり、爆ばく発はつした。

「のわあああああっ⁉」

　吹ふっ飛ぶ優樹と──意外と運動神しん経けいが良いのか、ひょいと飛び退のいて被ひ害がいを免まぬかれる聖。

「な──何するんだよっ⁉」

　板いた張ばりの床を転がって壁かべにぶち当たった優樹が悲鳴じみた声を上げる。

「教育的指導よ教育的指導ッ！」

　両手を腰こしに当ててそう言う人物はアグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野のだった。

　赤毛キヤロテイの美少女陰おん陽みよう師じ。

　単たん純じゆんに顔立ちの美び醜しゆうだけで判はん断だんするのならば、聖とも充じゆう分ぶんに張り合えるだけの器き量りよう好よしではある。

　とはいえ──

「不純異い性せい交遊禁きん止し！」

　びしりと指をさすその仕草は、愛らしさや美しさの前に凜り々りしさや気の強さの方が目立っていたりする。まあそんな姿すがたもこの少女にはよく似に合あってはいたが。

「我わが主あるじ」

　ひょいと彼女の肩かたに駆かけ上りながらシマリスの姿をした使つかい魔まのヒムリールが言った。

「この場合は不純同性交遊なのでは」

「そ──そっか。とにかくソレ禁止！」

「不純じゃありません！」

　祈いのる様な仕草で両手を胸元に組み合わせて聖が言った。

「私は純じゆん粋すいに優樹くんと仲良くしたいんです！　別に『うほっ。いい男』とか、○○○○○○○したいとか□□□□□□してほしいとか、そんな事なんか考えてませんっ‼　そんな事を疑うたがうなんてアグニちゃんの方が不純ですっ‼」

「誰だれが○○○○○○○とか──」

　と言いかけて絶ぜつ句く。

　赤面するアグニエシカ。

「──ってすらすら口から出てくるって事はやっぱり考えてんでしょうがっ‼」

「……ああっ……巧こう妙みような誘ゆう導どう尋じん問もんが⁉」

「巧妙かなあ……」

　何やら場の流れに置いていかれた様子でぼんやりと呟つぶやく優樹。

　今いま更さら言うまでもない事だが……

　完かん璧ぺきとも言うべき美少女の容よう姿しと精せい神しんを持つ扇町聖の唯ゆい一いつの弱点──それは『男』であるという事だった。

「とにかく！」

　アグニエシカは優樹と聖を交こう互ごに見み据すえて言った。

「聖は優樹を口説かない！　優樹もでれでれしない！　二人っきりになるの禁止！」

「そんな！　いくら風紀委員といってもそれは横おう暴ぼうです！　自由恋れん愛あいの権けん利り位はあると思います！」

　と──抗こう議ぎして。

　はっとした表ひよう情じようを浮うかべて聖はアグニエシカを見据えた。

「アグニちゃん……ひょっとして」

　探さぐる様な視し線せんがアグニエシカの顔に突き刺さる。

　アグニエシカは思わず半歩身を引きながら言った。

「な、なによ⁉」

「………………妬やいてるんですか？」

「なっ……‼」

　真っ赤になって絶句するアグニエシカ。

　その様子に何らかの確かく信しんを得たのか聖はにっこりと笑って言った。

「なるほど……それなら分かります」

「わ、分かるって何が、何を、何言ってるのよっ⁉　わた、私は別に──」

「でも──」

　聖はふと表情を曇くもらせる。

「私は百ゆ合りとかには興きよう味みないので、アグニちゃんの気持ちには応こたえられないんですよ？」

「…………」

　沈ちん黙もくするアグニエシカ。

「…………」

　沈黙する優樹とヒムリール。

「…………」

　何やら申し訳わけなさそうな聖。

　でもって。

「アホかあああああ──ッ‼」

　アグニエシカの怒ど声せいと共に毎度お馴な染じみヒステリック・ブラストの爆ばく風ふうが一同をなぎ倒たおした。
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　在あり得えない場所にそれは在った。

　自動車に乗っても飛行機に乗っても辿たどり着けない場所に在る──学園。

　生徒を迎むかえ入れる事も無く焼け落ちた学園の無念が、形を成して造つくり上げた此この世ならざる空間にそれは在った。

　現げん実じつと呼よぶには因いん果がが希き薄はく。

　虚きよ偽ぎと言うには余あまりに緻ち密みつ。

　どちらでもありどちらでもない場所。

　それが鈴乃宮学園。

　これはその摩ま訶か不ふ思し議ぎな学園の中に暮くらす少年少女──含ふくむその他諸もろ々もろ──の物語である。
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「まったくもー……」

　廊ろう下かでの爆発から半時間後。

　ぶつぶつと呟つぶやきながらアグニエシカは保ほ健けん室で校医の本ほん町まち小さ竹さ乃のを相手にお茶を飲んでいた。お茶ちや請うけは羊よう羹かん。お茶は煎せん茶ちや。ちなみに鈴乃宮学園には和わ菓が子し好きが多いが、これは元々小竹乃の趣しゆ味みである。

　それはさておき──

「聖ってば──処ところ構かまわず優樹にちょっかいかけるの何とかして欲しいのよね」

「ははあ。アグニさんとしては気が気では無い訳ですね」

「……ふ……風紀委員としてね。風紀の乱みだれは気になるのよ。うん」

　と言い訳する様に言うアグニエシカ。

「とはいえ優樹も優樹で赤くなったりして何考えてんのかしらね。相手は男だってのに」

「まあ聖ちゃんは可愛かわいいですからねえ」

　のんびりほんわかした口調で小竹乃が言う。

「……そりゃ認みとめるけど」

　アグニエシカから見ても聖は美少女以外の何者でもない。風呂場で彼の裸はだかを目もく撃げきしていなければ信じられなかっただろう。

「まあさすがに優樹にはそっちのケは無いだろうし──本当にどうにかなっちゃう事は無いだろうけど」

「……それはどうでしょうか」

　と小竹乃は爪つま楊よう枝じで羊羹を切り分けながら言った。

「……どういう意味よ？」

「アグニエシカさん、『お熱いのがお好き』という映えい画がを御ご存ぞん知じですか？」

「……いや、知らないけど」

　アグニエシカはあまり映画やテレビを見る方ではない。しかも小竹乃の口ぶりから察するに最近の映画ではない様だった。

「マリリン・モンローの出ている有名な映画なんですけどね。その映画の中である男が女じよ装そうするんです」

「聖みたいに？」

「聖ちゃんみたいに。で──その男の人にあるお金持ちが、女装した男だん性せいだとは知らずに惚ほれちゃうんですよ」

「……それで？」

　眉み間けんに皺しわを寄よせて続きを促うながすアグニエシカ。

　小竹乃がどういう方向に話を持っていこうとしているのか未いまだ見えない。

「で……本気でその女装してる男の人に惚れちゃったお金持ちは、結けつ婚こんしてくれと言い出して」

「まあ……そうなるかもね。美人なら」

「で──慌あわてたその女装の男性は言う訳わけです。『あたし煙草たばこ吸すうわよ』とか『浮うわ気きするわよ』とか……愛あい想そつかされようとして」

「なるほど」

「でも心底その相手に惚れ込こんでいるお金持ちは気にしません。『許ゆるす』『構わない』と言って平然としてます」

「……まあ……そういう事もあるかもね」

「で──最後にどうしようもなくなったその女装の男性は、カツラを取って叫さけぶ訳です」

　小竹乃は微笑ほほえんだ。

「『俺おれは男だ！』って」

「…………それで？」

「そしたらお金持ちの人は言う訳です。『誰にでも欠点というものは在ある』と」

「…………」

　食べかけの羊羹を思わず落としそうになるアグニエシカ。

「あ……アホか」

「いえいえ。素す晴ばらしいと思いませんか？」

　小竹乃はうっとりとした表ひよう情じようで言った。

「本当の愛の前には性別なんてどーでもいい事なのですよ」

「んな訳ないでしょ⁉」

「ここで重要なのは──」

　小竹乃が指を立てて言う。

「人の心はままならないもの。たとえ中身が男性だろうと女性だろうと、心の底から好きになってしまえば性別など構わない、という考え方もあるという事です」

「…………」

　アグニエシカの脳のう裏りにいけない妄もう想そうが広がる。

　…………

　何な故ぜか薔ば薇らの花が咲さき乱みだれる庭園の中。

　何故か生まれたままの姿すがたの優樹と聖が互たがいに向かい合い──

『優樹くん……』

『聖……』

　互いに名を呼よんで見つめ合ったりなんかして。

『私……身体は女の子じゃないけど……いいの……？』

『誰にでも欠点は在るさ』

　穏おだやかに微笑ほほえむ優樹。

　そして二人の唇くちびるが──

　…………

「ぬがががががががが」

　自らの妄想に苦く悶もんするアグニエシカ。

　そんな彼女を眺ながめながら──やはりおっとりと小竹乃は台詞せりふを続けた。

「事実として女の子である事が重要なのではなく──男性が女性を好きになる場合は女の子らしさが重要なのではないかと」

「……むむ……」
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　アグニエシカは腕うでを組んで考え込む。

「そういう意味では──」

　アグニエシカの羊よう羹かんの残りをあっさり奪うばって机つくえの上で食べながらヒムリールが言った。

「我わが主あるじは不利と言わざるを得ません」

「──何がよ」

　横目で睨にらむアグニエシカ。

「単に『女の子らしさ』を較くらべた場合、扇町聖殿どのと我が主では月とスッポン、大だい吟ぎん醸じようとカップ酒、デンドロビウムとボールほどの差が在ります」

「…………」

　アグニエシカが容よう赦しやなく突つき出した爪つま楊よう枝じの先をひょいと避よけ、ヒムリールは小竹乃の頭の上に駆かけ上がった。

「ここはひとつ我が主も女の子らしさというものを学ぶ必要があるかもしれませんな」

「お……女の子らしさって」

「さもなくば我が主は『男子に女の子らしさで負けた』類たぐい希まれなる女子高校生として後世まで語り継つがれる事になりましょう」

「なるかっ‼」

　アグニエシカは喚わめいた。

　だが──

「アグニちゃん！」

　ざっと保ほ健けん室奥おくのカーテンが開かれる。

　何い時つからそこに居いたのか……顔を出したのは黒い髪かみとセーラー服の少女だった。

　この閉へい鎖さ世界の創そう造ぞう主しゆにして学園の霊れい的てき端たん末まつ──鈴すず乃の宮みや詩し月づきである。

「話は聞かせて貰もらったよ！」

「……いや、話って……」

「特訓だよ！　女の子らしさを身に付ける特訓をしよう！」

　眼めをきらきら輝かがやかせて詩月は言う。

「乱らん雑ざつで短気で粗そ暴ぼうで凶きよう悪あくな女の子が、女の子らしさを学んで身に付ける──なんて感動的。これも学習なら〈学園〉である私が手伝わずして誰だれが手伝うっていうの？」

「…………ところで」

　アグニエシカは半はん眼がんで詩月を睨んで言った。

「誰が『乱雑で短気で粗暴で凶悪な女の子』だって？」

「──あ」

　詩月は口元に手を当てて言った。

「別にアグニちゃんの事だなんて言ってないよ？」

「やかましいわっ‼」

　アグニエシカは怒ど鳴なった。
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　長居優樹は拘こう束そくされていた。

　というか──もう少し分かり易やすく言うとのっけからロープで蓑みの虫むしの様にぐるぐる巻まきになっていたりした。

「…………そこはかとなく慣なれてきた気がするからもう狼ろう狽ばいとかしないけど」

　諦てい観かん漂ただよう表ひよう情じようで言う優樹。

「優樹──」

　ぐっ──と握にぎり拳こぶしを作って言うのはそのロープを寝ねている優樹に巻いてしまった本人たる鈴乃宮詩月である。

「新しい趣しゆ味みに目覚めたんだね？」

「目覚めるかっ‼　っていうか今度は何をしようってんだか」

　寮りようの自室で寝ていた優樹は、気がつけばロープで縛しばられた上で拉ら致ちられ──いつもの壱いち年壱組の教室に連れてこられていた。教室には詩月の他ほかにアグニエシカ、紅葉もみじ、ネレイド、四季少女シーズン・シスターズが居る。

　聖と小竹乃の姿すがたは無かったが──

「優樹はね。審しん査さ員いんなんだよ？」

　にっこり笑って詩月が言う。

「審査員？」

「そう。女の子っぽさ測そく定てい器き」

「…………」

　激げき烈れつに謎なぞな説明である。

「つまり──」

　優樹を縛る縄なわの内、上半身部分だけを解ほどきながら擬人機械アンドロイド少女のネレイドが言った。

「優樹さんの反はん応のうを客観的測定基き準じゆんとして『どのようにすれば女の子らしさが出せるか』を検けん証しようしようという試みです」

「はあ……」

　曖あい昧まいに頷うなずく優樹。

　分かったような分からないような。

「具体的には」

　と言いながらネレイドは優樹の右手を取る。

　止める間もなく彼女は滑なめらかな動作で彼の手を自分の顔の側そばに導みちびき、桜さくら色の口こう唇しんを開いて人差し指を──

「失礼します」

　くわえた。

「～～～～っ⁉」

　機械とは思えないねっとりと柔やわらかい──艶なまめかしいとさえ言える感かん触しよくに、思わず飛び退のこうとする優樹。だが下半身は縛られたままな上に、手首の辺りはがっちりネレイドが固定してしまっているので逃にげられない。

　仕方なく彼は悲鳴じみた声を上げた。

「……何やってんの⁉」

「……これは」

　優樹の指から口を離はなしてネレイドが言う。

「優樹さんの体温と脈みやく拍はくを測定する為ためです。私の頭部には各種感知器が集中していて精せい密みつな検けん査さが可か能のうです」
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「……いや……だからって」

　呻うめく様に言う優樹。

　まあ確たしかに指先で体温や脈拍を計る医い療りよう機器は在あるが──だからといって人間の女の子の姿をしたネレイドが自分の指を、その唇くちびるでくわえているのかと思うと……何というか、ものすごく恥ずかしい。

「何か御不満でも……？」

　と無表情に尋たずねるネレイド。

　彼女は──何を思ったのか、そっと両手で包み込こむ様に優樹の右手を握にぎり、自分の胸むな元もとに引き寄よせた。

「私では……駄だ目めですか？」

　上うわ目め遣づかいに紅あかい瞳ひとみが優樹を見つめる。

「あ、いや、その──」

　焦あせる優樹。

　普ふ段だんが普段──無表情なだけにこういう事をいきなりされるとさすがにその落差から優樹も鼓こ動どうが早まってしまう。

　だが──

「あ、なんか優樹君顔赤いよ？　いけてるいけてる！」

　と四季少女の春はる香かが言う。

「なるほど。大量のデータを検証した甲か斐いが在りました」

　そう言うネレイドの様子はそこはかとなく得意げだったりする。

「データ？」

「はい。手持ちの資し料りよう、鈴乃宮学園に存そん在ざいする文ぶん献けん等から、最も『女の子らしい』と思われる行動をピックアップしてあります」

「……はあ」

「その一つ一つを検証し、最も優樹さんが興こう奮ふん──もとい『ドキドキ』するものを調べていけば、自動的に『女の子らしい』行動の一いち覧らんが完成します」

「違ちがう……それは何か違う……ような」

　頭ず痛つうを覚える優樹。

　どうしてこう──ここの少女達は『形』から入ろうとするのだろうか。

　恐おそらくは自分以外では最も常じよう識しき人である筈はずのアグニエシカに救いを求める様に視し線せんを向けるが──アグニエシカはというと、真っ赤になって、更さらには額ひたいに血管なんぞも浮うかべたりしながら優樹の方を睨にらんでいる。

（ふ……深く静かに怒おこっておられる⁉）

　衝しよう撃げきで思わず尊そん敬けい語の優樹であった。

　それはさておき。

「ほら……やっぱり私らも際きわ物ものとは言え女の子は女の子だからさあ」

　と秋あき菜な。それに顔をしかめてぼそりと突つっ込むアグニエシカ。

「際物とか言うな」

「聖ちゃんにドキドキする優樹君とか見てるのはちょっとムカつくっていうか──」

「ここらでいっちょ本物の女の子の底力を見せてやるっていうか──」

「良い機会だからネレイドちゃんとか紅葉ちゃんとかアグニちゃんとかも交まじえて『女の子らしさ』を学ぶ為の勉強会をしようっていうか──」

「ぶっちゃけそれにかこつけて優樹からかうと面おも白しろいっていうか──」

「そこ、ぶっちゃけ過すぎ」

　顔をしかめて春香を指差すアグニエシカ。

「だああ、もう──結局僕ぼくが玩具おもちやにされるんだろが！」

「そんな事ないっ！」

　と叫さけんだのは夏なつ輝きである。

　彼女は眼めを伏ふせて、喉のどの奥おくから絞しぼり出す様に言った。

「ただ……アタシは、アタシはただ優樹に好きになって欲ほしいから……だから……アタシは……」

「……⁉」

　夏輝といえば四季少女シーズン・シスターズの中でも比ひ較かく的ボーイッシュというか元気な猫ねこの様な印象が在る少女である。その彼女にいきなりこういう言動に出られるとさすがの優樹も狼狽うろたえる。

　だが──

「…………」

　いつの間にか再ふたたび優樹の指をくわえていたネレイドがプラカードに『85点』と書いて掲かかげた。

「おおっ⁉　いきなり高得点が‼」

「やっぱ直ちよく接せつ攻こう撃げき系けいはキクねー」

「いや。ここは意外性せいがポイントと見た」

　とか何とか盛もり上がる少女達。

「じゃあね、じゃあね、次、私！」

　と手を挙げるのは狐きつね耳と狐尻尾しつぽを備そなえた小こ柄がらな少女──紅葉である。

　紅葉は優樹の前にとてとてと歩いてくると、深しん呼こ吸きゆうを一つ。

　そして──

「長居くんにも困こまったものね」

　腕うでを組みながら──ついでに爪つま先さきだって背せ伸のびなんかしながら──紅葉は何な故ぜか妙みように自信たっぷりの口調で言った。

「気持ちは分かるけどちょっと先走り過すぎだよ。もう少し相手の気持ちも考えないと。まあ──そんな君も私は嫌きらいじゃないんだけど……ね？」

　そう言って横目で優樹の方を見つつ、人差し指を伸のばして彼の額をつつく。

「…………」

「…………」

「どうっ⁉」

　眼を輝かがやかせながら尋たずねる紅葉にネレイドが示しめしたプラカードには『15点』と書かれていた。

「ええ～どうしてどうして優樹酷ひどいよう～」

「……いやなんというか」

　脱だつ力りよく感かんを覚えながら優樹は言う。

「違い和わ感かんバリバリ」

「ええ～？　やっぱり『うふふ。しょうがない坊ぼうや。私が教えてア・ゲ・ル』の方が直接的で良かったのかなあ」

「そうかもね～」

「同意するなっ！」

　紅葉と並ならんで腕うでを組みながら頷うなずいている詩月を指差して喚わめく優樹。

「どう見ても年下っぽい紅葉が、年上のお姉さんみたいなノリで迫せまってきたって笑えるだけだろうが！　どうせ紅葉が攻せめるなら年下の妹みたいな感じ──」

　と言いかけて──優樹は己おのれの失言に気付いて慌あわてて口をつぐむがもう遅おそい。

「そっか！」

　ぽん、と手を打ってメモを始める詩月。ソレを真ま似ねる紅葉。

　振ふり返れば四季少女達も『メモメモ』とか言いながら記録しているし、アグニエシカですら難むずかしい顔をして手帳に何やら書き込んでいる。

　四面楚そ歌かであった。

　しかも──

「じゃあ次はソレで」

　と詩月が言う。

　更さらに何やら思い付いた様子で春香がにんまりと笑う。

「あ──そだ。紅葉、いっそ『優樹』って呼よぶんじゃなくて『お兄ちゃん』って呼ぶのはどうかな？」

「それも違ちがう！　『女の子らしさ』とは違うっ！　なんかこう違うっ‼　というかヤバすぎるからやめろおおおおおおっ⁉」

　喚く優樹。

　だが──毎度の如ごとく少女達はそんな彼の魂たましいからの叫さけびなど全く聞いていなかった。
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　一方──その頃ころの聖は。

「まあ……じゃあお花も？」

「ええ。茶さ道どうと華か道どうは子こ供どもの頃から。何というか祖そ母ぼが日本かぶれの英国人ですから、必要以上にそういうのはこだわるんです」

　小竹乃と保ほ健けん室で茶を飲んでいた。

　元々のんびりおっとりした小竹乃と──育ちの良さからやはり何ど処こかおっとりした物もの腰ごしの聖とが向かい合っていると、二人の周囲だけまるで時間が流れるのを躊躇ためらっているかの様な、奇き妙みような雰ふん囲い気きが出来上がる。

「子供の頃は色々ときつかったですけど、今にして思えば私の血肉になっているなって思います」

「でしょうね。聖さんの清せい楚そな雰囲気はそこから来ているんでしょうし」

「ありがとう御ご座ざいます」

　と微笑ほほえむ聖。

「……となるとアグニエシカちゃんも大変ですね」

「え……？」

「聖さんに負けない位に女の子っぽくなろうとしているみたいですけど」

「……はあ」

　苦く笑しようを浮うかべる聖。

　彼女──もとい彼は首を振って言った。

「でもそれは無理というものです」

「……ですか？」

「私は戸こ籍せき上の性せい別べつは男ですから、必要以上に『女の子らしさ』を身に纏まとわなければ女の子になれません。その意味では、私は最初から『女の子らしさ』に関しては不利だった訳わけですけど……」

「ですね」

「だからこそ私は徹てつ底ていしてますよ？」

「……なるほど」

　頷く小竹乃。

　ゼロからプラスに成長するよりも、マイナスからプラスに転じる方が当然難しい。その意味で聖が纏まとう『女の子っぽさ』は、人工的であるからこそ天然のそれよりも──無む意い識しきに少女達が纏うものよりも、徹底して研究され尽くしたものだという事だ。一いつ朝ちよう一いつ夕せきの浅あさ知ぢ恵えで太刀打ちできるものではない。

「私は『無かった』から無む理り矢や理りにでも身に纏っている訳ですけど。アグニちゃんは元々女の子なんですから、そういう人工的な部分で私と競せったりしなくても良いと思うんですけどね……」

「まあそうなのですけど」

　小竹乃は言った。

「恋こいする少女は不安なものなのですよ」

「困りました……私は女性には興きよう味みが無いですし、私には優樹くんが居いますのに」

「…………」

　色々突つっ込こみたい部分はあったが……とりあえず小竹乃は黙だまっておいた。
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　場面は再ふたたび壱いち年壱組に戻もどる。

　優樹は──ぐったりしていた。

　少女達による、優樹を使った『女の子らしさ』の探たん究きゆうはまるでナチスの拷ごう問もんの様に延えん々えんと続き──彼の精せい神しんを色々な意味で疲ひ弊へいさせている様だった。

　アグニエシカの眼めから見ても見るからに優樹は疲労困こん憊ぱいといった様子で項うな垂だれている。

　そんな彼を少々気の毒に──そして申し訳なく思いながらもアグニエシカが見ていると……

「ほらほらアグニちゃん、アグニちゃん」

　と詩月が彼女の服を引っ張ぱる。

「……え？」

「アグニちゃんはさっきから見てばっかりだけど。アグニちゃんもこれを機会に何か試ためさないと！　元々はアグニちゃんの為ために始めた企き画かくだし」

「い……いやそれはそうなんだけど」

　駄だ目めだ。

　いくら一種の『遊び』というか『実験』だという事は分かっていても、優樹の前で『だあーい好きッ！』とか言って彼に抱だき付いたり、『だって……眠ねむれないんだモン』とか言いながら枕まくら片かた手てに上うわ目め遣づかいで彼のシャツをつまんでみたり、『御主人様……』とか言いながらメイド服着てみたりはどーしても出来ない。なんだか最後のは違ちがう気がしたが……まあそれはともかく。

　そんな恥はずかしい事などとても出来ない。

　そう。恥ずかしい。

　先さき程ほどの紅葉ではないが──自分には似に合あわないのがよく分かる。猿さる真ま似ねどころか不ふ相そう応おうも甚はなはだしい。

　詩月の言葉ではないが──がさつで粗そ暴ぼうで乱らん暴ぼうで狂きよう暴ぼうな人外の少女というのが今の自分に相応ふさわしい第三者的な評ひよう価かだろう。

　そんな自分が何を取り繕つくろった処ところで聖みたいになれる訳もない。何というか──『女の子らしさ』を装よそおう事の年季が違うという事は、アグニエシカもぼんやりとだが気付いていた。

　まして──アグニエシカにとって大事なのは『女の子っぽくなる』事ではない。

　優樹の評ひよう価かだ。

　嫌きらわれてはいないだろうと思う。

　だが──殊こと更さらに異い性せいとしては意い識しきされていないだろうし、異性としての魅み力りよくも感じてくれてはいないだろうとも思う。思ってしまう。

　本当にアグニエシカが勝負しなければならない相手が居るとすれば、それは聖ではなく、優樹の中に今もなお居るであろう『もう一人の詩月』だ。

　けれど……

「あー。やめやめ。もうやめよ」

　アグニエシカは言った。

「なんだかもう全然関係ないノリになってきてるじゃない。優樹も疲つかれてきてるみたいだし──」

「えー？」

　詩月をはじめ一同が不満げな表ひよう情じようを浮うかべる。まあネレイドは無表情なままだったが。

「はい解かい散さん解散──何だか馬ば鹿か馬鹿しくなってきちゃったわよ、私は」

　そう言って少女達を散らす。

　詩月達はぶつぶつ何か言っていたが──白けてしまったのか、そのまま教室の外へと出て行った。

　そして──

「……ごめん」

　と優樹の前に跪ひざまずいて彼の脚あしの縄なわを外しながらアグニエシカは言った。

「え？　何？」

　驚おどろいた様子で優樹が尋たずねてくる。

「どうもさ……私が聖と較くらべて女の子っぽくないみたいだから、詩月とかが気を遣ってくれたみたい」

　苦く笑しようして言うと、優樹はしばらく困こん惑わくの表情で瞬まばたきしていたが──

「女の子っぽくない？」

「うん。そう思うでしょ？」

　立ち上がり肩かたを竦すくめてアグニエシカは言う。

　自じ嘲ちようというより一種の諦てい観かんだ。

　だが──

「アグニが？」

「うん」

「…………」

　意外な事に──優樹は真ま面じ目めに悩なやんでいる様に見えた。

「優樹？」

「よく分からないけどさ。まあ世間で言う『可愛かわいい女の子』ってイメージそのままかって言われたらアグニは違うけど」

「…………」

　結けつ構こうぐっさりとくる。

　特に優樹に言われるのは。

　だが──

「それって何かまずいの？」

　本気で不思議そうに優樹は尋ねてくる。

「まずい……んじゃないの？」

「いや……なんていうかさ」

　優樹は腕うでを組んで首を傾かしげる。

　どうでもいい様なつまらない事でも、大真面目に考えるのはこの少年の癖くせというか性せい格かくなのだろう。

「僕ぼくもよく分からないんだけどね──それで例えばアグニが多少無理して……さっきみたいな無む茶ちやな事とかも含ふくめて……いわゆる『女の子っぽさ』を身に付けたとしてさ」

「……うん」

「それでアグニに何か良い事が在あるの？」

「それは……まあ、例えば」

　一いつ瞬しゆん言い淀よどむ。

　だがそんなに察しが良い相手なら自分もこうは困こまらなかったろうに──と思い直してアグニエシカは言った。

「好きな男の子に、好いて貰もらえる様になる、とか──」

「それってでも、『そうしないと駄だ目め』って事は、そのアグニが好きな男の子は、アグニの事は今は嫌きらいだって事？」

「わ……分からないけど」

　分からないから十全を期したくなる。そんな事は当たり前の気持ちではないのか。

「それはでも……辛つらいんじゃないの？　アグニとしては。それって本当のアグニじゃないでしょ？」

「それはそうかもしれないけどさ。でも」

　少しムキになって言うアグニエシカ。

　誰だれのせいでこんな懊おう悩のうしているのか──と思うと少し腹はらが立ってきたりして。

「他人と合わせる事も出来ない様な、努力もしないで『今のままの私を黙だまって全すべて受け入れてくれる人』を待ってる様な奴やつってムカつくじゃない」

「そりゃそうだけどさ」

　優樹は溜ため息いきをつく。

「その、アグニが好きな男の子が、実は今のままのアグニの事が好きだったとしたら、変に自分を変えるのって、かえってまずくない？」

「…………」

　心しん臓ぞうの鼓こ動どうが早まる。

　落ち着け──私。あれは別に優樹が自分の心の中を語ってる訳わけじゃない。あくまで仮か定ていの話。仮定。もしも。イフ。

「いや……ほら、僕も似にたような経けい験けんあるからさ」

　言ってカメラを持ち上げて示しめす優樹。

「変に自分を装よそおおうとしたりとか、同じ学校へ行く事で、口実作って側そばに居いる事で、『形』を整える事でその人との距きよ離りが縮ちぢまった様に感じてたけど──そんな事する前に単に『好きだ』って言った方が良かったんだよね、多分」

「それは──」

「僕はずっとその好きな人の側に居ながら、その人が自分の事を好きかどうか分からなかったから……だから何にも言えなくて。とりあえず彼女に相応ふさわしい男になりたいとかそんな事を考えたりなんかして。でも──」

　優樹は苦く笑しようした。

「そうこうしている内に担たん任にんの先生に彼女をかっさらわれちゃって。『もしも』って事にこだわるのは格かつ好こう悪いけどさ、もし僕がもっと勇気を持って彼女に告白していたら、未来は違ちがってたかもしれないでしょ」

「でも──振ふられてたかもしれないじゃない。相応しくないからって」

「だからさ」

　優樹の笑えみに朗ほがらかさが混まじる。

　なんだかんだと言っても彼はもう吹ふっ切ったのだろう──もう一人の詩月の事を。彼自身が未まだ気付いていないのかもしれないが。

「そこから考えればいいんじゃないのかな。相応しくなる為ために。そこから摺すり合わせていけばいいんじゃないのかな。一人で勝手に悩なやんで勝手に見当違いの事をしてじたばたしてるより、よっぽどそっちの方が──目的に近いんじゃないのかなあ」

「…………」

　眼を瞬しばたたかせるアグニエシカ。

　そんな事は考えてもみなかった。

　しかし──

「そっか。そうだね」

　やり直しが利きかない事は在る。

　でもやり直せる事だってある。

　失敗から始まる成功も在り、失しつ恋れんから始まる恋愛も在る。それはただそういう事。

　ただ失敗を怖おそれて、自分を想そう像ぞうの鎧よろいで固めているだけでは、立ち止まるだけで何も動かないし何も進まない。

　終わりは始まりでもある。

　ならば──

（駄だ目めでもいいんだ）

　アグニエシカは優樹を見つつ思う。

（振られて……それで優樹の事が好きでなくなったらそこまでの事だし。それでも優樹の事が好きなら、そこから必要な努力をすればいいんだ──彼に好きになって貰もらう為に）

　それだけの事。

　だから。

「優樹──あのさ」

「うん？」

「私──ね……なんて言うか……一つだけ言っておきたい事があってさ」

「アグニが？　僕に？　改まって何だよ？」

　首を傾かしげる優樹。

「その前に一つ約束」

「なに？」

「たとえおかしくても笑うな」

「……は、はい？」

　アグニエシカの剣けん幕まく──というか背せ中なかに背負ったオーラみたいなものに若じやつ干かんびびりながら頷うなずく優樹。

「面めん倒どうくさくても誤ご魔ま化かすな」

「……はい」

　頷く優樹は思わず直立不動である。

　でもって──

「私は……」

　深しん呼こ吸きゆう。

　不安が脳のう裏りを過よぎるが──強ごう引いんにそれをねじ伏ふせてアグニエシカは。

「君の事が──」

　言いかけて──気付いた。

　優樹の背はい後ご。

　床ゆかの上に妙みようなものが落ちている。

　耳だ。

　唐とう突とつに、猟りよう奇きな感じで耳だけ──がそこに落ちている。

　普通の人間なら悲鳴を上げかねないが、四季少女達シーズン・シスターズのバラバラぶりを毎日の様に見ているアグニエシカは今いま更さら驚おどろかない。

　そしてよく見るとその耳からは、細い細いコードの様なものが延びていてそれは教室の外へと繫つながっていた。

「え？　なに？　なに？」

　停とまった台詞せりふに戸と惑まどう優樹。

　だが──

「…………」

　耳からのコードを辿たどる様にしてアグニエシカは教室の出入口に歩いていくと、がらりと扉とびらを開いた。

「──あ」

　コードは出入口にしゃがんだアンドロイド少女の頭部に繫がっていた。

　でもってネレイドの上にはトーテムポールの様に、詩月、紅葉、四季少女の顔が並ならんでいたりして。

「あ……あははははははは」

　詩月が若干引きつった笑え顔がおを見せる。

「ええと、あの、のぞき見はしてないよ？」

「はい。単に録音していただけです」

　とネレイドが余よ計けいな事を無む表ひよう情じように言う。

「毎度毎度あんたらは……」

　震ふるえながら隠かくしポケットから大量の呪じゆ符ふを摑み出すアグニエシカ。

「少しは遠えん慮りよしろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ‼」

　轟ごう音おん。

　無む制せい御ぎよで吹ふき荒あれる霊れい力りよくの爆ばく風ふうで詩月、紅葉、ネレイド、四季少女達が吹っ飛ばされる。ついでにとばっちりを喰くった優樹も一いつ緒しよに。

「あんたらはもういつもいつもいつもいつも……！」

「……我わが主あるじ」

　肩かたで息をしているアグニエシカの頭の上でヒムリールが言った。

「まだまだ覚かく悟ごが足りませんな」

「やかましいわっ！」

　喚わめくアグニエシカ。

　彼女の想おもいが朴ぼく念ねん仁じんの少年に届とどくには……未いまだ少しの時間が必要らしかった。
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　瞳ひとみを潤うるませながら少女は言った。

「──好きなの」

　それは長い長い逡しゆん巡じゆんの果てに決死の覚かく悟ごで胸むねの奥おくから引き出した告白の言葉。飾かざらず単たん純じゆんな──ただひたすらに真まっ直すぐな台詞せりふ。迷まよって迷って迷い抜ぬいた末に一いつ切さいの不ふ純じゆん物ぶつを排はいした彼女の中の真実。

　だからこそ……それは何よりも強く美しい。

「大好きなの。君の事を考えているだけで胸がドキドキするの」

　一度口にしてしまえば言葉はまるで堰せきを切ったかの様に止めどなく湧わいてくる。

「どうして良いか分からない位に──君の事しか考えられない。君の事を考えているだけで嬉うれしいの。君の──」

　相手に喋しやべる隙すきを与あたえない程ほどに少女は次から次へと言葉を積み重ねていく。

　告白を終えるのが怖こわかった。

　並ならべ立てる言葉が尽つきれば──否ひ定ていの言葉が返ってくる様な気がした。けれど少なくとも喋っている間はそれを聞かずに済すむ。残ざん酷こくな未来を一いつ瞬しゆんでも先さき延のばしにする為ために、少女は自分の胸の内を言葉にして幾いくつも幾つも唇くちびるから紡つむぎ続けた。

　だが──それもやがては尽きる。

　結けつ論ろんを永えい遠えんに保ほ留りゆうする事は出来ない。

「君が──好きなの」

　最後にもう一度言って少女は沈ちん黙もくした。

　怖くて怖くて視し線せんが上げられない。出来れば耳も塞ふさぎたい気持ちだった。自分の爪つま先さきを見つめながら少女はひたすら少年からの返事を待った。

　対して──

「──僕も」

「……え？」

　驚きに瞬まばたきを一つ。

　そして弾はじかれた様に顔を上げる少女。

　少年は──穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

「僕も──君の事が好きだよ」

　彼の返事は短くそして簡素シンプルだった。

　それ以上に少年は言葉を続ける事は無く──代わりに彼は腕うでを伸のばして少女の細い身体からだを抱だき締しめた。

　驚おどろきの表情が少女の貌かおを過よぎる。

　ずっとずっと駄だ目めだと思っていた。告白は空から振ぶりに終わると思っていた。最悪の場合ばかりを考えて予あらかじめそれを頭の中で繰くり返す事で、残酷な現げん実じつに対する耐たい性せいを付けようと思っていた。無意味な位にそんな妄もう想そうを繰くり返す事で──むしろ彼女はそれが確かく定ていされた未来であるかの様に誤ご解かいしていた。

　けれど……

「…………」

　ぎゅっと少年の身体に自らも腕を回して力を込める。

　この夢ゆめの様な幸福を逃にがしてしまわない様に。

　そして──

　…………

　…………

「──何をしているのですか？」

「ひゃっ…………？」

　何の脈みやく絡らくもなく無む表ひよう情じような声で尋たずねられて──冬ふゆ美みは思わず妙な声を漏もらしながら読んでいた漫まん画がから顔を上げた。

「あ……ネレちゃん」

「はい。ネレイドです」

　何ど処こか間の抜ぬけた冬美の言葉に、真顔で頷うなずいてもっと間抜けな言葉を返すのは……人間にあるまじき蒼あおの髪かみをポニーテール状じように束ねた少女であった。

　顔立ちはとても整っている。美人だと言えるだろう。

　だが、そこにはおよそ表情というものが無い。何を考えているのか傍はた目めには全く窺うかがい知る事が出来ない。血の様に赤い瞳も硝子ガラス玉の様に無機的で──何の濁にごりも無い視線を冬美に向けて注いでいる。喜き怒ど哀あい楽らくを意い志し力りよくで押おし殺しているのではない。何の焦しよう燥そうも緊きん張ちようも無く──虚きよ無むが虚無である事に理由を必要としないのと同じく、ごく自然にその白く美しい貌は感情の真空を形作っているのだ。

　それも当然と言えば当然の事だ。

　ネレイド。正式名めい称しようＣＵＦＡＷＳ・ＴＮ００３Ｉ〈02〉。

　彼女は代理戦争用に造つくられた高性せい能のう擬人機械アンドロイド──その量産試作機である。

　人間とそっくりでありながら人間にあらざる存そん在ざい。超ちよう高性能のシリコン・チップで構こう築ちくされた彼女の義ぎ脳のうに人間と同じ情じよう緒ちよや感かん慨がいを求めるのはそもそも無理な話であった。酷こく似じしてはいてもそれはそのものではない──偽物フエイクなのだから。

　とはいえ……

「びっくりした」

　そう言ってはにかむ様な表情を浮うかべながらセーラー服の胸むな元もとを押さえる冬美。

　彼女も実を言えば人間ではない。

　正確に言えば……元は人間であったかもしれないが、今はもうその定てい義ぎの範はん疇ちゆうから大きく外れている存在だ。

　一見すると冬美は大人しそうな──ただそれだけの女の子に見える。長めに伸ばして二条すじの三つ編あみにしたその黒髪や、何処か気弱げに瞬まばたきを繰り返すその黒瞳にも、取り立てて奇き妙みような点は見受けられない。その容よう貌ぼうにはいかにも文学少女然とした地味な──しかし清せい楚そな雰ふん囲い気きが漂ただよっているだけだ。

　だが彼女は既すでに死者である。

　かつて第二次世界大戦中──空くう爆ばくで死んだ女学生達の魂たましいを寄せ集めて造られた霊れい的てきなフランケンシュタインの怪かい物ぶつ。それが冬美である。彼女は『誰だれか』の幽ゆう霊れいですらない。霊れい魂こんの継つぎ接はぎによって生み出された彼女には確定的な『生前』すらもが無いのだ。

「何をしているのですか？」

　繰り返しネレイドは尋ねてきた。

　ただ語ご尾びを上げるだけの疑ぎ問もん形けいである。ひどく事じ務む的で誠せい意いの無い口調に聞こえるが、これがネレイドの常じよう態たいである事を冬美は既に知っていた。

「あ……うん。漫画読んでるの」

「漫画ですか」

　ネレイドはじっと冬美の手元の本を見つめる。

　確たしかにそれは漫画だった。表紙には柔やわらかい色いろ遣づかいで描えがかれた高校生らしき少女が優やさしく微笑ほほえんでいる。『時とき坂さか高校恋れん愛あい俱く楽ら部ぶ』だの『九く條じようみるく』だのと題名や著ちよ者しや名らしき文字も一いつ緒しよに並ならんでいた。

「うん。恋愛漫画だよ」

　少し恥はずかしそうに冬美は言う。

　彼女が先さき程ほどまで読んでいた部分を開いて見せる。そこはどうやら恋愛ものの山場──つまりは告白の場面らしく、一組の男女が抱だき合う場面が描き出されていた。

「私……本が好きなの。小説とかエッセイとかも好きだけど漫画も好きなの」

　言って冬美は背はい後ごを振ふり返る。

　そこには……これでもかこれでもかという位に大量の背せ表びよう紙しが並ならんでいた。

　天てん井じようにまで届とどく程ほどの──壁かべ一面を覆おおう大きな本ほん棚だなに、かなり雑ざつ然ぜんとした感じで様々な本が突つっ込まれているのだ。そしてどうやらその全すべてが漫画であるらしい。

　言うまでもなく……冬美とネレイドの二人が居いるのは図書室である。

　見回せば他ほかにも幾いくつも幾つも本棚が壁に沿そって配置されており、大量の書しよ籍せきがそこには収おさめられている。もっとも漫画らしき背表紙は冬美が背にしている一いつ郭かくだけで──他はやけに旧ふるそうな本が並んでいたが。

「面おも白しろいですか？」

　そう尋ねながらネレイドは冬美の眼めの前に置かれた数冊さつの本にも視し線せんを向けた。

　漫画の様な表紙絵がついているものの、こちらは文庫分の大きさである。いわゆる『ライトノベル』だの『ジュブナイル小説』だのと呼こ称しようされる少年少女向け小説本だ。

「うん。とっても」

　冬美はまるで漫画を宝たから物ものの様に胸むねに抱だいてみせる。

「それに案外……色々勉強にもなるし……ね」

「勉強ですか？」

「うん。私達って実は世の中の事ってあまり知らないから……」

　前ぜん述じゆつの通り冬美は誰か一人の霊魂が幽霊になったものではない。何十人という少女達の霊魂の断だん片ぺんを継ぎ接ぎした結果として彼女は成り立っている。

　それ故ゆえに彼女には『個こ人じん的な記き憶おく』というものが無い。当時の常じよう識しきや、例外的に全員が共通して持つ記憶──例えば空爆されて死ぬ間ま際ぎわの記憶などだ──は備そなわっているのだが、一つの時間軸じくに沿って構こう成せいされる連続的な記憶は無い。在あるのはひどく断片的で抽ちゆう象しよう的てきなものばかりで相そう互ごに嚙かみ合わない事が多い。

　複ふく数すう人にんの霊魂を寄せ集めているのだからこれは当然だ。

　だが──それだけに彼女は没ぼつ個こ性せいになり易やすい。性せい格かく決定に大きな影えい響きようを及およぼす個人的体験が殆ほとんど無い事に加え、複数の霊魂が継ぎ接ぎされた結果として、その個性が相そう殺さいし合い、平へい均きん化されてしまっているのだ。

　これは冬美と共に四季少女シーズン・シスターズと呼称される他の三人──春はる香か、夏なつ輝き、秋あき菜なも同じ事である。

　だからこそ彼女等は敢あえて互たがいの性格を『設せつ定てい』して演えんじている。

　お調子者で明るい春香。

　男おとこ勝まさりで勝ち気な夏輝。

　何ど処こか皮肉っぽい秋菜。

　そして──気弱な冬美。

　一見すると個性豊ゆたかに見える彼女等だが……実はそれぞれに分かり易い『型』を当て嵌はめているだけなのだ。無む論ろんずっとその演えん技ぎをし続けている事で彼女等にとってもその『設定』は本物の性格になりつつある様だったが。

「何て言うか……『女生徒』とか『女の子』とかを演じるには割わりと良い教科書なの。図入りだし」

　言って冬美は漫まん画がのページを指し示しめす。

　確かに台詞せりふも表ひよう情じようも態たい度ども分かり易く記号化されて描えがき出されている漫画は、『人間』を演じる上で適てき切せつな教科書ではあるだろう。多少誇こ張ちようが過すぎるかもしれないが──それ位の方が理り解かいはし易い。

　ネレイドはしばらくその漫画のページと冬美の顔を見み比くらべていたが……

「それはつまり」

　やはり無表情に擬人機械アンドロイドの少女は言った。

「創作物語フイクシヨンによる疑似体験シミユレーシヨンが『人間』を人間以外の存そん在ざいが演じる上で非ひ常じように役立つという意味でしょうか？」

「……え？」

　冬美は一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな表情を浮うかべたがすぐに理解して頷うなずいた。

　簡かん単たんな物事をややこしい言葉で言い直して、かえって分かり難にくくしてしまうのはネレイドの悪い癖くせではある。まあ周りの者達もそろそろ慣なれつつあるが。

「まあ……そうかな……」

　曖あい昧まいに頷く冬美。

「恋れん愛あいものとか読んでいると、自分も恋愛した様な気持ちになれるし……あ。でも気持ちの解説は小説の方が詳くわしいかな。内面描びよう写しやとか在るし。基き本ほんは漫画で掘ほり下げは小説……みたいな感じで。私の場合だけど」

「なるほど。それは興きよう味み深い学習システムです」

　頷いてネレイドは冬美の手元の漫画や小説をじっと見つめる。

　相変わらずその顔に表情は無い。

　しかし──

「えっと……ネレイドちゃんも……読む？」

　おずおずと尋たずねる冬美に擬人機械の少女は小さく頷いてみせた。




　　　　●　●　●




　鈴すず乃の宮みや学園。

　それは『幽ゆう霊れい学園』であった。

　一度も生徒を迎むかえ入れる事も無く空くう襲しゆうで焼け落ちた『学校』──その無念と未練が造つくり出した擬ぎ似じ的な限げん定てい空間。その本分を全まつとうする事無く明日を奪うばわれた『学校』が、有り得たかもしれない未来を空想し、模も倣ほうする為ために造り出した閉へい鎖さ領りよう域いき。

　即すなわち『学校の幽霊』──ではなく『学校が幽霊』。

　そんな哀かなしくも奇き妙みような世界である。

　だが……

　校こう舎しやが在っても、校庭が在っても、それだけでは其そ処こは学校たり得ない。それは単に建物であり施し設せつでしかない。それはその『学校』が夢ゆめ見みたものではない。

　生徒が居いて。教きよう師しが居て。そして彼等が学生生活を送ってこそ学校は学校として機き能のうする。学校はその本分を果たす事が出来る。怒いかり。笑い。泣き。そして学び。学生生活という血を巡めぐらせてこそ無味乾かん燥そうたる施設は学校として──『活いきる』

　故に……幽霊学園は自らの学校ごっこに必要な登場人物達を己おのれの内に取り込こむ。

　幽霊を。妖よう狐こを。擬人機械を。そして何より年とし頃ごろの少年少女を。

　無む論ろんそれはあくまで模倣であり偽にせ物ものであり代用品でしかない。

　本物になりきれなかった者達の無念と未練を慰なぐさめる為の、演えん劇げき──観客無き三さん文もん芝しば居いではあったろう。何処までいってもそれは所しよ詮せん『ごっこ』に過すぎない。本物たり得ない。

　けれど……




　　　　●　●　●




　アグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野の。

　彼女は元々とある地方で頻ひん発ぱつする霊的現げん象しようの調ちよう査さと排はい除じよに派は遣けんされてきた文部科学省陰おん陽みよう課かの派遣霊能官（未成年につき現在は見習い）である。ただ色々な意味で半人前の彼女はその霊的現象──つまりは鈴乃宮学園に取り込まれてしまい、出るに出られなくなってしまった。

　まあそういう訳わけで。

　彼女は解かい放ほうの日を夢見て今日も仕方なく他の者達と一いつ緒しよに鈴乃宮学園の生徒役を演じていたりする訳なのだが……

「……何……あれ？」

　怪訝そうにアグニエシカは言った。

　彼女は傍かたわらの少年──長なが居い優ゆう樹きを振ふり返ってみる。

　だが彼にもそれはよく分からない光景であるらしかった。鈴乃宮学園において唯ゆい一いつの男子生徒役たる少年は、やはり怪訝そうに眉まゆを顰ひそめて首を振る。

　場所は鈴乃宮学園──壱いち年壱組の教室。

　放課後の教室に人ひと影かげはまばらだった。

　具体的に言えば三つだけである。アグニエシカと。優樹と。そして二人が困こん惑わくの表ひよう情じようを浮うかべて注ちゆう視しするもう一人と。本日の授じゆ業ぎよう時間を終えてがらんとした教室には現げん在ざい、彼等の姿すがたしか無い。もっともこの学園は全員が揃そろっても辛かろうじて二桁けたに達する程てい度どの生徒総そう数すうでしかないのだが。

　ちなみに優樹とアグニエシカが一いつ旦たん退たい出しゆつした教室に戻もどってきたのは、二人が日直当番だからである。日直といっても実じつ際さいには日につ誌しに『今日も昨日と変わりなし』と書いて保ほ健けん室の本ほん町まち小さ竹さ乃の教きよう諭ゆにハンコを貰もらってくるだけの、仕事とも呼よべない様な作業なのだが──何事も真ま似ね事ごとのこの鈴乃宮学園では、それらしい体てい裁さいを整えるのも意味の在ある作業ではあるのだ。

　それはさておき──

　教室の片かた隅すみにはちょっとした『塔とう』が出来上がっていた。

　机つくえの上に高々と本が積まれているのである。

　恐おそらく床ゆかからの高さを測はかれば一番上は二メートルを超こしているだろう。机の高さを足した結果とはいえ……せいぜいが三センチ程度の厚あつみしかない本を積み上げて達する高さとしては、異様な数字であった。

　しかもそれが一本ではない。

　机の上にはまるで何ど処こかの高こう層そうビル街の如ごとく総計四本の『塔』がそびえているのだ。一体何冊さつの本を積めばこんな有り様になるのか。しかも分厚いハードカバーの類たぐいは殆ほとんど見当たらない。よく見れば積まれているのは全すべて──漫まん画がと小説らしかった。

　そもそも普ふ通つうはこんな高さにまで本を積むのは無理だ。ちょっとした衝しよう撃げきや傾かたむきで『塔』は呆あつ気けなく崩ほう壊かいするだろう。賽さいの河原かわらで石を積み上げている様なものである。だがよく見ればその『塔』は呆あきれる位の精せい密みつさで──製せい本ほんの関係上どうしても発生する右と左の僅わずかな厚みの差も相そう殺さいするべく、きちんと一冊毎ごとに互たがい違ちがいに積まれて──構こう築ちくされていたりする。

「…………」

「…………」

　アグニエシカと優樹は顔を見合わせる。

　まるで何処かの未完成神しん殿でんの如く高々とそびえ立つ『塔』に阻はばまれて、その偉い業ぎよう──というか何というか──を成した本人の姿はアグニエシカ達の位置からは見えない。だが鈴乃宮学園において、こういう几き帳ちよう面めんな──偏へん執しつ的な位に几帳面な事が出来る者は、アグニエシカ達の知る限かざり一人しか居ない。

「……ネレイド？」

　優樹に声を掛かけられ、ふと何かが『塔』の向こう側で動く。

　同時に──それが微び妙みような均きん衡こうを崩くずしたのか、ぐらりと『塔』の一本が揺ゆれた。

「──あ」

　床の上に本がぶちまけられる様を想そう像ぞうし、反はん射しや的に支ささえようとして身を乗り出す優樹とアグニエシカだが──しかしその必要は無い様だった。

　残像の尾おを引く程ほどの速さで白い手が動く。

　細い指先がまるで狙ねらい澄すましたかの様に揺らぐ『塔』の一点を支えて崩壊を阻そ止し。次の瞬しゆん間かんにはその指先が必要最小限げんの力を加えて、傾き歪ゆがんだ『塔』を垂すい直ちよくに戻していた。

　そして──

「お呼びでしょうか──優樹。アグニエシカ」

　あっさりと破は局きよくを回かい避ひしたその繊せん手しゆの主は、何事も無かったかの様に平然たる口調で言いつつ、上半身を傾けて『塔』の向こう側からその顔を覗のぞかせた。

　蒼あおい髪かみと紅あかい眼めの擬人機械アンドロイド少女──ネレイドである。

「あ……いやその」

　少し呆ほうけた様な表情で優樹が頰ほおを搔かく。

「どうしたの……この本の山？」

「図書室から借り出してきました」

　代わりに尋たずねたアグニエシカにネレイドは事も無げに答えた。

　まあこの鈴乃宮学園で他ほかにこれだけの本が置いてある場所も無かろう。当然といえば当然の回答ではあった。

　だが……

「どうしたの──急に？」

　おっかなびっくりといった様子でネレイドの机に近付いた優樹は、積まれている本の背せ表びよう紙しを改めて眺ながめてみる。やはり漫画と小説ばかりだ。それも小説は俗ぞくに『ライトノベル』とか『ジュブナイル小説』とか言われる類のものばかりである。

「資し料りようとして有ゆう効こうであると判はん断だんしました。その為ために集中的な入力を行っています」

「……資料？」

「はい。創作物語フイクシヨンは様々な状況シチユエーシヨンにおける人間の行動を端たん的てきかつ象しよう徴ちよう的に描えがき出します。よって大量の創作物語に関する情じよう報ほう集積は人間の行動を模も倣ほう、及およびそこからの心理分ぶん析せきを行う際さいに有効であると判断しました」

「……え……ええと？」

「そ……そうかな…………？」

　抽ちゆう象しよう的てき概がい念ねん的な単語の連打に表情を引きつらせるアグニエシカと──何やら不安そうな表情を浮うかべて手を伸のばし、『塔』の上から一冊の本を手に取る優樹。

　この擬人機械の少女との付き合いがアグニエシカよりも長い優樹は、大体彼女の言わんとする処ところが分かったのだろう。

　だが……

「…………」

　ぱらぱらとページをめくる優樹。彼の手元をアグニエシカも一いつ緒しよになって眺める。

　と──甲かつ冑ちゆうを纏まとった小こ柄がらな少女が、自分の身の丈たけ程ほども在ある剣けんを振ふり回し、異い形ぎようの怪かい物ぶつと対たい峙じしている場面の挿さし絵えが出てきた。

「…………これで……心理分析？」
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「…………」

　呆あきれた様に呟つぶやくアグニエシカと苦く笑しようを浮かべる優樹。

　どういう内ない容ようかは読んでいないので分からないが、『甲冑を纏って大剣携たずさえて化け物と戦う』状じよう況きようとその際の登場人物の心理を分析したとして……果たしてどれだけ『普ふ通つうの人間』として振る舞まう事の足しになるのやら。

　無む論ろん──ファンタジーだろうがＳＦだろうがホラーだろうが、どれだけ現げん実じつ離ばなれしていても、登場人物達が人間であるのならば、そこに描えがかれるドラマそのものは普ふ遍へん的ではあるのだろう。人間に理り解かい出来るドラマのパターンはそう多くないし……センジュナマコを主人公にしたリアルにして斬ざん新しんな熱血感動巨きよ編へんをいくら丁てい寧ねいに描いても、理解出来るのはセンジュナマコだけだろう。無論──妖よう精せいだの猫ねこだの兎うさぎだの人間以外のものを主人公にして人間以外のものの視し点てんから語られる物語も在るには在るが、それは基き本ほん的にその主人公や周辺の登場人物は擬ぎ人じん化して語られている。その意味では表面的に人間以外の物語であったとしても、それは人間の物語の変形でしかない。

　ならば非ひ日にち常じよう的な物語のドラマから人間性せいや人間心理の要よう素そを抽出する事は可か能のうだろう。

　しかし──だ。

　元よりこの軍事情報以外は呆れる位に常じよう識しきの無い擬人機械の少女が、非日常の典型たるファンタジーだのＳＦだのを読むと、何か激はげしく勘かん違ちがいする様な気がしてならない。優樹も、アグニエシカも、正直言って、純じゆん然ぜんたる人間ドラマだけを抽出して読む様な器用な真ま似ねがネレイドに出来るとは思えなかった。

「また変な勘違いとかしそうな気がするけど」

「だ……大だい丈じよう夫ぶじゃないかな……多分」

　疑うたがわしげな半はん眼がんでネレイドを眺めるアグニエシカに、若じやつ干かん引きつり気味の笑え顔がおで優樹は応おうじる。

「本を読むのは悪い事じゃないし……ネレイドなりに真ま面じ目めに考えての事だろうし」

「まあそうだろうけど」

　元々ネレイドは、やる事なす事、ひどく唐とう突とつというか、優樹の常識からは予想もつかない様な行動に出たりするが──それでも擬人機械である彼女は、全く理由や合理性の無い行動はしない。どれだけ奇き特とくに見えようが酔すい狂きように見えようが、彼女が何か行動に出る時は少なくとも彼女の中で合理的な意味が在るのだ。

　だからアグニエシカとしてもそれを、第三者の勝手な印象を理由に制せい止しするのもネレイドに悪い気がする。

　ただ……

「……本当に優樹は女の子に甘あまいわよね」

　少し拗すねた様な口調で言うアグニエシカ。

　だがその口調の理由を──朴ぼく念ねん仁じんの優樹は勿もち論ろんの事、アグニエシカ本人すらもはっきりとは認にん識しきしていなかったりする。

「まあ……あまり根こん詰つめないようにね」

「私は機械なので人間の様な疲ひ労ろうとは無む縁えんです」

　優樹の気き遣づかいに対してネレイドは無表情に応じる。

　まあそれは彼女の言う通りなのだろう。どれだけ人間にその姿すがた形かたちが似にていてもネレイドは人間ではない。優樹の言葉の方が的はずれではあるのだ。

　だが──

「知識って詰め込こむだけじゃ駄だ目めだと思うよ。それについてじっくり考える時間も必要だし、考えてからまた知識を貯ため込んだ方がかえって効こう率りつが良い事もあるんじゃないかな」

「…………」

　紅あかい眼めを瞬しばたたかせながらネレイドは一いつ瞬しゆん──黙もつ考こう。

　そしてやはり無む表ひよう情じように言った。

「御ご意見に感かん謝しやします。検けん討とうに値あたいすると判はん断だんします」

「あ……そう。ま……程ほど々ほどにね」

　苦笑を浮うかべて優樹は言った。
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「──でも急に一体何なんだろうね？」

　湯飲みの御お茶ちやを一口飲んでからふと思い出した様に優樹は言った。

　夜──学生寮りよう。

　夕食後の食堂には鈴乃宮学園の生徒達が何名かたむろしていた。

　食事が終わった後も生徒達がこうして食堂に留とどまって話をしている──これは鈴乃宮学園においてはごく有り触ふれた光景だった。

　そもそもこの世界では基き本ほん的にテレビ放送もラジオ放送も無い。たまに電波が紛まぎれ込んでくる事がある様だが、本当にごくたまにで──定期的ではない。更さらに言えばゲームセンターだのカラオケだのと遊びに出で掛かける先も無い。

　なので自分の部屋に戻もどって本を読んだり、誰だれかの部屋に集まってトランプをしたりするのでも無い限かぎり、どうしても皆みんながそのまま食堂に留まって雑ざつ談だんしながら寝ねるまでの時間を潰つぶす事が多いのだ。

　感覚としては延えん々えんと続く合宿の様なものだろうか。

　それはさておき──

「あのロボっ娘この考える事なんて私には分からないけど──」

　苦笑しながら向かいに座すわるアグニエシカが言う。

「ロボットにも気まぐれとか思い付きとか在あるのかな？」

　彼女の前にも優樹と同じく湯飲みが置かれており──更にその横には御茶を満たした御お猪ちよ口こが置かれている。無む論ろんこちらは彼女用ではなく彼女の使つかい魔まであるヒムリール向けであった。

「いや──我わが主あるじ」

　シマリスの姿をした使い魔は手の先に付いた御茶を舐なめながら言った。

「ネレイド殿どのに関して単純な『ロボット』の概がい念ねんを当て嵌はめるのは誤ご解かいの因もとかと」

「まあ……それは分かるけど」

　ネレイドは確たしかに人間ではないし人工的に造つくられた存そん在ざいだが……単純に『機械』と言い切れない様な部分が幾いくつか在る。そしてそれは霊れい能のう者しやたるアグニエシカも感覚の端はし々ばしに感じてはいた。

　そもそも『付つく喪も神がみ』という概念が在る様に、単なる器物にも幾つかの条じよう件けんが重なれば擬ぎ似じ的な魂たましいが宿る事はままある。それは文部科学省陰おん陽みよう課かの課員であるアグニエシカにとっては常じよう識しきである。この鈴乃宮学園にしてからが元々は単なる建物でしかない存在が幽ゆう霊れいとなって巨きよ大だいな仮か想そう空間を造つくり上げているのだ。

「何の話ですか？」

　そう言って優樹の隣となりに歩み寄よる生徒が一人。

　ふわりとプラチナブロンドの髪かみが揺ゆれる。

　まるで何ど処こかの絵本から抜ぬけ出てきた姫ひめ君ぎみの様な姿がそこに在った。

　白くたおやかな手が椅い子すの背せを引き──そこに腰こしを下ろす。ただそれだけの仕草なのに、しかも味も素そっ気けもない学食の卓テーブルと椅子である筈はずなのに……まるで宮きゆう廷てい晩ばん餐さん会かいの一場面の様に、優ゆう雅がで上品な空気がそこには出来上がっていた。

「…………」

　それがまるで当然の事であるかの様に優樹の隣へ座るその生徒を、アグニエシカは若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうな眼で見つめた。

　生徒の名は扇おうぎ町まち聖ひじり。

　一見すると非ひの打ち所の無い美少女。

　ただしその実体は──男である。もっとも聖本人に言わせると『体は男でも心は女』なのだそうだが。比ひ較かく的容よう姿しの優すぐれた少女達の多い鈴乃宮学園であるのだが、その中でも彼女──もとい彼の容姿は間ま違ちがいなく頂ちよう点てんを争える可か憐れんさである。あるいは正体を知った上でも『それでもいい』と転ぶ男も居いるかもしれない。

「ネレイドが何だか急に大量の小説とか漫まん画がとか読み始めたでしょ」

　アグニエシカの視し線せんに気付いているのかいないのか……優樹はのんびりした口調で聖に説明する。聖の方は優樹に『異い性せいとして』の好意を抱いだいているのだが、優樹はとりあえず聖を同性と認にん識しきしているらしく……今のところ、一いつ般ぱん的倫りん理り観かんに抵てい触しよくする様なややこしい事じ態たいには陥おちいっていない。

「ああ──」

　聖は頷うなずく。

　教室の『塔とう』を見たのは優樹とアグニエシカだけだが、その後、ネレイドが何十冊さつという本を図書館から借り出して寮にも持ち込むのを他の生徒達も見ている。

「最近、沢たく山さん『新しん刊かん』が入ったんですよね？」

「そうみたいね」

　溜ため息をついて急きゆう須すから湯飲みに御お茶ちやを注つぎ、聖に向けて押おしだしながらアグニエシカが言う。優樹の事を除のぞけば、聖はアグニエシカにとっても良い同級生なのである。誰だれ彼かれ構かまわず『敵てき』と『味方』の単たん純じゆんな二色に色分けすれば良いというものではない──その事をアグニエシカもそろそろ学びつつあった。

「元々冬美が図書室にこもっていたみたいだし」

　鈴乃宮学園では時折──まとまった数の書しよ籍せきだの何だのがいきなり図書室に増ふえていたりする。これはどうも詩月が半ば無意識に取り込んでいるみたいで、彼女自身がそうした書籍──大抵は漫画や小説だが──から得た知識で『学園ごっこ』をしていたりする。

　元々前ぜん述じゆつの様に娯ご楽らくの少ないこの鈴乃宮学園においてその『新刊』を心待ちにしている者も少なくない。

　もっとも発行年月日やら何やらを見ているとばらばらで──どういう基き準じゆんで何処から取り込んでいるのか分からない。そのせいで続き物の漫画や小説などは、丁度盛もり上がった処ところで巻かんが途と切ぎれていたりして、困こまる事も在るのだが。

「春香と秋菜も部屋に持ち込んで読み漁あさってるよ」

　と言うのはアグニエシカの右隣に座っていた少女だった。

　一人だけ食堂に残っている四季少女シーズン・シスターズ──夏輝である。

　元々ボーイッシュな外見に相応ふさわしく、本を読むよりは身体からだを動かす事の方が好きな彼女は、あまり率そつ先せんして図書室から本を借り出しては来ない。興きよう味みが無い訳わけではないのだが、『新刊』が入ったばかりの時は取り合いになるので、借り出す時期をずらしているのだ。

　ちなみに現げん在ざい──ネレイドや他の三人の四季少女達は自室にこもって本を読んでいてこの場には居ない。

「ネレイドは人間を模も倣ほうする為ための資し料りよう──みたいに言ってたけど」

「ああ……それはあるだろね」

　頷く夏輝。

「アタシらだって本で勉強したし」

「勉強って──」

「女の子らしさ」

「…………」

「…………」

　顔を見合わせる優樹とアグニエシカ。

　他の四季少女ならばともかく一番ボーイッシュな夏輝が『女の子らしさ』とか言っても今一つ説得力が無い様な気がする。

「む──なんだよ。その疑うたがわしげな眼めは」

「い……いやいや別に」

　慌あわてて首を振ふる優樹。

　代わりにアグニエシカが半はん眼がんで夏輝を見ながら言った。

「っていうか女の子らしさとか言うんなら最初にばらけるのを何とかしなさいよ」

「なに？　アグニってば羨うらやましいの？」

「耳の穴あなに掃そう除じ機き突つっ込んだろか」

　これ見よがしに右手を肘ひじの辺りから外してみせる夏輝に、アグニエシカは呻うめく様な声で応こたえた。元々が霊れい魂こんを継つぎ接はぎして造つくられた幽ゆう霊れいである四季少女達は、ほんのちょっとした衝しよう撃げきでも五体がばらばらに分ぶん解かいしてしまう。それどころか好き勝手に自分で外したり付けたりも出来る。夏輝だの春香だのは時々『ロケットパーンチ！』とか言いながら自分の腕うでをキャッチボールの代わりに投げたりして遊んでいる。

　まあ──普ふ通つうの女の子のしない遊びである事は間違いない。

「でも真ま面じ目めな話──」

　夏輝は言う。

「アタシらや詩し月づきは元々普通の幽霊じゃないから『人間らしく』振る舞まう事にも資料が要いったのは事実なんだよね。そういう意味では紅葉もみじとかもそうなんだけどさ。だから別にネレイドが本を読み漁ってるのも別に不思議とは思えないけど。まあ優樹君とかアグニには分からない感覚かもね」

「…………」

「…………」

　また顔を見合わせる優樹とアグニエシカ。

　だが──

「分かります」

　と何やら感かん慨がい深そうに言ったのは聖だった。

　まあ確たしかに──元々男だん性せいの聖が女性を演えんじる上では色々と『女性らしさ』を学ぶ必要も在あったろう。たとえ心が女性であったとしても肉体が男性である以上、女性そのものではない訳で──肉体的な差さ異いからくる『女性らしさ』の欠けつ如じよを意い識しきして補おぎなう必要が在った筈はずなのだ。

「『人間らしく』……か」

　優樹が呟つぶやく。

「確かに元から普通に……特に意識もしないで人間やってる僕ぼく等には分からない感覚かもしれないね」

「まあ私は『化け物』とかよく言われてたけどね。そう呼よんでた連中からすれば、私も人間じゃないんでしょ」

　肩かたを竦すくめて言うアグニエシカ。

「人間らしく……ってのも結けつ構こう曖あい昧まいよね。一体何がどうだったら人間らしいのかな？」

「うーん……？」

　首を捻ひねる優樹。

　どうやら話が意外に深い所に入り込こんできたので悩なやみ始めたらしい。まあこういう自分の事でもないのに真しん剣けんに悩んでしまう様な、変に生き真ま面じ目めな処ところは優樹の長所でもあり欠点でもある。

　とはいえ──

「人間らしさ……か」

　呟くアグニエシカ。

　案外それはこの鈴乃宮学園の存そん在ざいの根こん幹かんに関わる問題なのかもしれない。

　人間を人間らしく見せている何か。

　人が人である為ために必要な事。

　本物と偽にせ物ものの客観的な──あるいは主観的な境きよう界かい線。

　もし何ど処こかに『本物』と『偽物』を峻しゆん別べつする決定的な一線が引かれているのだとすればそれは何か……？

「…………」

　優樹と同じく腕うでを組んで唸うなりながら──自分も改めてネレイドの様に漫まん画がや小説を読み漁あさってみようかと考えるアグニエシカであった。
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　大量に蓄ちく積せきされた情じよう報ほうを高速で整理していく。

　一つの『物語』を構こう成せい要よう素そに分解し──共通要素を洗あらい出して分類する。

「…………」

　寮りようの部屋の中──畳たたみの上に横たわって無表情に天てん井じようを見上げながらネレイドは頭の中で延えん々えんと様々な分解法と分類法を試ためしていた。

　そもそも──これも読んだ本の中に在った知識だが──『物語』というものは大きく分けるとせいぜいが十数通りしか無いと言われている。例えば『宝たから探さがし』。例えば『復ふく讐しゆう』。例えば『勧かん善ぜん懲ちよう悪あく』。例えば『英えい雄ゆう凱がい旋せん』。例えば『異い類るい婚こん』……単たん純じゆん化し装そう飾しよく要素を外していけば意外な程ほどに古今東西の物語の骨こつ格かくは似に通かよってくるものだ。

　つまり一いつ般ぱん的な人間の思考パターンと行動パターンはそう多くない。

　膨ぼう大だいな凡はん例れいを並ならべ、そこから要素を抽ちゆう出しゆつしていけば、その思考パターンと行動パターンの向こう側に在ある『人間らしさ』を解かいとして求める事が出来るのだとネレイドは考えていたのだ。

　具体的には──

「…………『生きる目的』」

　ネレイドは呟く。

　登場人物達はそれぞれに動機モチベーシヨンを持っている。それは物語や登場人物達によって本当に様々だが──極きよく限げんまで単純化してしまえば、そこに残るのは『どうしてお前はそう行動するのか』『お前が生きてそこに在る目的とは何か』という問い掛かけに対する解答である。

　ではそれは何なのか。

　膨大な凡例を更さらに検けん索さくする。

　物語とは基き本ほん的に人間の願望の充じゆう足そくを目的として描えがかれる。漫画や小説といったエンターテインメント作品は特にその傾けい向こうが強い。人間の欲よつ求きゆうに反する創そう作さく物は所しよ詮せん、商業流通の中で生き残っていけない。

　ならばそこに『生きる目的』も、明めい示じ暗あん喩ゆの区別は在れど描かれているのではないか。

「……『エンディング』……『オチ』……『終しゆう了りよう』……」

　そこに何が描かれている？

　物語の終しゆう焉えんには何が在る？

　それは──

「……『エンド』……『バッドエンド』……『ハッピーエンド』……？」

　紅あかい眼めが天井を見つめたまま瞬またたく。

「『幸せ』……『幸せの具ぐ現げん』……『幸せの形』……『最終的目標』……」

　情報と情報の連れん鎖さ。

　メモリを過よぎる記き憶おくの断だん片ぺん。

　それは──

　…………

『社長令れい嬢じようって言われてもねぇ』

　記憶の中の少女は笑って言った。

　雪ゆき子こ。

　ネレイドの──原型オリジナル。

『会社だってピンキリだろうし。父さんも仕事一ひと筋すじっていうか、あんまり贅ぜい沢たくとかに興きよう味み無いしね。私も別にドレス着てパーティで踊おどったりする訳わけでもないし。正直そんなのあんまり興味無いし。でも社長令嬢ってだけで、同級生には、すげー、ブルジョアー、住んでる世界が違ちがう、とか言われちゃうのよね。困こまったもんだ』

『そうなのですか』

　彼女と会話しているのは彼女の精せい密みつな複ふく製せい──ネレイドの〈01〉。

　未いまだ誰だれもが不幸ではなかった日々。

　庭先から入ってくる穏おだやかな光の中で少女は屈くつ託たく無く微笑ほほえんで見せた。

『私は母さんが早くに亡なくなっちゃったからさ。だから何て言うか、ドレスとか、クルーザーとか、宝ほう石せきとか、高級車とか、そういうのよりも何よりも……お父さんが居いて、お母さんが居て、子こ供どもが居て、幸せそうな……何だかそういうのに憧あこがれちゃうのよね。まあ結局は、誰でもそうだろうけど』

　はにかむ様な表情で言う雪子。

　ただネレイドは彼女の台詞せりふの半分も理解出来ていない。ただ、いつか理解出来る時の為ために延えん々えんと記憶領りよう域いきの中に貯ため込んでいく。

　彼女の声を。言葉を。表ひよう情じようを。

『そうなのですか』

『そうなの。だからね──私はドレスよりも宝石よりも高級車よりも、優やさしいダンナと可愛かわいい子供が居る家庭が欲ほしいかな。それが私の幸せ。私の人生設せつ計けいにおける目標なのよね。平へい凡ぼんだけどさ』

　…………

「…………雪子」

　ネレイドのメモリの中で情じよう報ほうが再さい検索される。

『ハッピーエンド』

　連れん鎖さ的に引きずり出されていくサンプル。

　何千何百という物語のパターンがシリコン・チップで構こう築ちくされた脳のう裏りを過すぎていく。

　そして──

「…………」

　ネレイドはバネ仕じ掛かけの様な動きで身を起こした。




　　　　●　●　●




「──優樹」

　ネレイドにそう呼よび掛けられた時──優樹は自分の部屋で詩月や紅葉、そしてアグニエシカを相手にトランプ遊びをしている処ところだった。

「あ。ネレちゃんだ」

　にぱっと笑いながらそう言うのは小こ柄がらな少女。

　紅葉。姓せいは無い。ただの紅葉。

　天真爛らん漫まん、純じゆん真しん無む垢く──そんな言葉をそのまま具現化したかの様な少女だ。

　その為か紅葉にはひどく幼おさない印象が在り、鈴乃宮学園の生徒の中では皆みなの『妹』的な扱あつかいになっている。ただしただ幼いだけの少女でない事は、その亜あ麻ま色の髪かみの間からにょっきり生えた獣けものの耳と、やっぱりスカートの裾すそからのぞいている獣の尻尾しつぽで明らかだった。

　コスプレをしている訳では無む論ろんない。

　彼女は妖よう狐こが人間の姿すがたに変へん化げした存そん在ざいなのである。

　元は人間に飼かわれていたという紅葉は狐きつねの癖くせに妙みように犬っぽい雰ふん囲い気きを持っており、特に優樹に懐なついている。とはいえ元が落ち着きの無い小動物──神出鬼き没ぼつで常つねに優樹の側そばに居るとも限かぎらないのだが。

「ネレちゃんも混まざる？」

　とババ抜ぬき中のトランプを示しめしながら声を掛かけるのはもう一人の少女──詩月である。

　モノクロのセーラー服を帯び、髪には白いリボンを巻まいた清せい楚そ可か憐れんな少女。

　地味と言えばとことん地味な姿なのだが……その姿には野に咲さく菊きくの様な気品が備そなわっている。和服を着せればそのまま万ばん人にんの想おもい描えがく『大和やまと撫子なでしこ』のイメージが具ぐ現げんされるだろう。

　だがこちらも実を言えば人間ではない。ぶっちゃけた言い方をすれば彼女は鈴乃宮学園の端たん末まつ──鈴乃宮学園の『心』が擬ぎ人じん化されたものだ。

「申し訳ありませんがお誘さそいには乗れません」

　とネレイドは生き真ま面じ目めに言った。

　そして改めて優樹の方を振ふり返る。

「ところで優樹」

「……なに？　改まって」

「優樹にとって『幸せ』の具体的なイメージは何でしょう？」

「……は？」

　怪け訝げんそうに瞬まばたきしながら声を漏もらす優樹。

　まさかおかしな宗しゆう教きようにハマった訳わけでもあるまいし。一体ネレイドは何を思ってそんな事を尋たずねてくるのか。

　困こん惑わくする優樹を、質しつ問もんの意味が分からず戸と惑まどっていると判はん断だんしたのか……ネレイドは小さく頷うなずいてから、改めて尋ねてきた。

「質問を変えます。ハッピーエンドと言われて何を想起しますか」

「……？」

　やはり首を傾かしげる優樹。

　ネレイドが何を考えているのかは分からない。

　だが生真面目な性せい格かくの優樹は彼女の質問の意図も読めないまま──それでも自分なりの回答を出そうと頭を捻ひねった。ネレイドがいつも真面目であり、それが支し離り滅めつ裂れつな質問であったとしても、彼女にとっては切実な問い掛けである事を彼は知っているからだ。

「うーん……？」

　幸せ。ハッピーエンド。エンターテインメント。最終回。

　断だん片ぺん的な記き憶おくが脳裏を幾いくつも過よぎる。

　そう──ハッピーエンドといえばそれは……

「主人公とヒロインが結ばれるって感じかなあ？」

　などと言ってみる。

　あくまで思い付きというか……優樹個こ人じんのイメージでしかないのだが。

「結ばれるとは」

　小さく頷いてから更さらに質問を重ねてくるネレイド。

「セックスをするという事ですか」

「何言ってんのよあんたは⁉」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるアグニエシカ。

「いや……ちょっとそれは」

　露ろ骨こつといえばとことん露骨──身も蓋ふたもない直球なネレイドの物言いに優樹も戸惑う。

「違ちがうのですか？」

　だがネレイドは全く他意は無いらしい。いつも無む表ひよう情じような擬人機械アンドロイドの少女はやっぱり無表情のまま小さく首を傾げて言った。

「今までサンプリングした結果として『主人公とヒロインが結ばれる』のは、直ちよく接せつ的描びよう写しやが在あるか無いかの差は在っても、後に続く肉体関係の存在を示し唆さしたものが多く──」

「それは結果でしょうが！」

　とやっぱり怒鳴るアグニエシカ。

「うーん……」

　優樹は考える。

　まあネレイドの言っているイメージも確たしかに『結ばれる』事には違いなかろう。だが何か優樹としては違う気がする。セックスだの何だのは『ハッピーエンド』のイメージそのものではない。

　むしろ──

「……なんて言うか、ハッピーエンドって主人公とヒロインが結けつ婚こんして、子こ供ども生んで、末永ながく幸せに暮くらしました、みたいな感じかなあ。全部が全部それとは限かぎらないけど。一番分かり易やすいっていうか、多い気がするけど」

「結婚。子供」

　頷きながら呟つぶやくネレイド。

　まあ確かに結婚したら性的交こう渉しようは持って当然だろうし、性的交渉が在ったからこそ子供が生まれる。それは当然の話だ。そういう意味では肉体関係云うん々ぬんも、物語の中であまり全面に押し出して描かれていないだけで、実じつ際さいにそういう事は在った、という暗あん黙もくの了りよう解かいがそこには存そん在ざいする筈はずなのだ。

　だがそれはやはり過か程ていでしかないと優樹は思う。

　肉体関係はハッピーエンドの象しよう徴ちようではない。幸せの一部ではあるかもしれないけれど等号イコールで結んでしまうのとはまた違う気がする。

「やはりそうですね」

　何が『やはり』なのかよく分からないがネレイドは頷く。

「御ご協力感かん謝いやします」

　そう言うと擬人機械の少女は一礼して扉とびらを閉しめた。

　廊ろう下かを小さな足音が遠ざかっていく。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　顔を見合わせる優樹、詩月、紅葉、そしてアグニエシカ。

「……本当に何なんだ、一体？」

「さあ……？」

　と首を傾かしげる詩月。

「ハッピーエンド……幸せ……まさか新しん興こう宗しゆう教きようでも開こうっての？」

「いくらなんでもそんな訳わけないだろ」

　アグニエシカに突つっ込こんでから──しかしやはりネレイドが何を考えているのかよく分からない優樹であった。

「幸せ……幸せねえ。幸せなんて人それぞれだと思うけども……」

「うーん……？」

　詩月も首を傾げながら呟つぶやく。

　誰が促うながした訳でもないのだが──四人はババ抜ぬきを再さい開かいしながら首を捻ひねった。

「……幸せ……幸せ。難むずかしいね。改めて考えてみると」

　幸せ。

　それは酷ひどく曖あい昧まいな言葉だ。喜き悦えつや快かい楽らくとはまたそれは似にて非ひなる概がい念ねんだ。重なり合っている部分は多かろうが、それは決して同じではない。

「お金が沢たく山さんあるとか？」

　苦く笑しようして言うアグニエシカだが──表情からも分かる通り、それが正しい認にん識しきだとは彼女も思っていないのだろう。

　そもそも金きん銭せん的に裕ゆう福ふくであるという事は『金銭の力で望みを実じつ現げんし易やすい』というだけの事だ。それは手しゆ段だんであって目的ではない。まあ世の中には通帳残高を見るだけで幸福になれる人も居いるだろうが──そういった特とく殊しゆな趣しゆ味みでもない限かぎり、使わない金銭はただの数字でしかない。

　ましてこの鈴乃宮学園においてはそれは文字通りにただの概念でしかない。

　では──幸福とは何なのか。

　人それぞれであるという事は分かる。

「改めて『お前の幸せとは何だ？』とか問われちゃうと──答えに詰つまるわよね」

　と紅葉からカードを取りながら言うアグニエシカ。

　一いつ瞬しゆん、表ひよう情じようがぴくりと動いた処ところを見ると、どうやらババを引いてしまったらしい。何かと表情に内心が出易い彼女は、とてもババ抜きに向いているとは思えないのだが──相手が紅葉だの詩月だのと何ど処こか抜けている性せい格かくのせいか、先さき程ほどからそこそこ良い勝負をしている。

「不幸の反対じゃないの？　嫌いやな事とか。気持ちが悪い事とか」

　アグニエシカの手札の中から一枚まい引きながら詩月が言う。

　が──これにはアグニエシカが首を振ふった。

「例えば誰だれかに勝負して負けて屈くつ服ぷくさせられるのは──まあ嫌だし気持ちが悪いんだけどさ。でも逆ぎやくに打ち負かして屈服させる事がお前の幸せなのかって言われたら──何だか違ちがう気はするのよね」

「やっぱり好きな人と相思相愛になるとか？」

　と詩月が眼めをきらきらさせながら言う。

「まあ普ふ通つうはそんな処かなあ。さっきの優樹の答えもそんな感じでしょ？」

「まあね……」

　頷うなずく優樹。

　ふと気付いた様子で詩月が紅葉を振り返って言った。

「紅葉ちゃんはハッピーエンドって言われたら、どんなのを思い浮かべる？」

「優樹と一いつ緒しよにおさんぽ！」

　ぴしっと片かた手てを挙あげての即そく答とうである。

「……あんたってつくづく犬よね。狐きつねの癖くせに」

　苦く笑しようするアグニ。

「そうかなぁ？」

「大体それ『ハッピー』なのかもしれないけど『エンド』でないし」

「そっか。それじゃね、それじゃね、優樹と交こう尾び！」

　──ぶっ！

　と吹ふいて突っ伏ぷす優樹。

　その拍ひよう子しに彼の持っていた札ふだが畳たたみの上にばらまかれる。

「あー。優樹チョンボだチョンボだ」

　笑う詩月。

　一方、紅葉はにこにこしながら──何の後ろめたさも無い明るい表情で言った。

「一いつ杯ぱい一杯交尾して、沢たく山さん沢山子こ供ども生むんだよ？」

「……あんたね」

　不ふ機き嫌げんそうな表情を浮かべてアグニエシカが言う。

「意味分かって言ってる？　具体的に何を──」

「分かってるよぅ？」

　紅葉は胸むねを張はって──といっても膨ふくらみだの盛もり上がりだのは未いまだ殆ほとんど無かったりするのだが──言った。

「えっとね、えっとね、紅葉のね──」

「見せなくていい！　見せなくていいから‼」

　スカートを自分でめくり上げ、その端はしを銜くわえながら言う紅葉に──慌あわてて叫さけびながら優樹が飛び掛かかり、そのスカートを摑つかんで戻もどさせる。

　だが──

「…………はっ⁉」

　殺気じみた視し線せんを感じて振り返る優樹。

　半はん眼がんで彼を睨にらみ据すえながらアグニエシカは言った。

「…………ロリコン」

「僕ぼくか⁉　僕が悪いのかっ⁉」

　などと嘆なげく優樹であるが──まあ紅葉に飛び掛かって彼女を押さえ込んでいるその姿すがたは、第三者の眼めから見ればあまり言い訳わけが効きかない状じよう態たいだったりもする。

「でも……」

　詩月が苦笑しながら話を元に戻した。

　隣となりではちょっと膨ふくれっ面つらでアグニエシカが札を集めて切り直している。

「『結けつ婚こんして子こ供どもが生まれて幸せに暮くらしてます』っていうワンシーンは、ハッピーエンドの定番ではあるんだよね？」

「……その様ですね」

　と答えるのはヒムリールである。

「盛もり上がりの場面で主人公とヒロインが接キ吻スをしたり、洋画であれば普ふ通つうに肉体関係を持つ場面が出てきたりはしますが──それが『ラスト』あるいは『エンド』の場面に来る事はあまり無い様ですね。あくまでそれは盛り上がりですから」

「……まあそうだよね」

　と頷く優樹。

「となると作さく劇げき上は、更さらにその先を描えがいてエンディングにせねばならない訳で。その先に持ってくる場合、『夫ふう婦ふ仲良く子こ宝だからにも恵めぐまれ』という記号が一番使い勝手が良いのでしょうな。その意味では紅葉殿どのの発想もそれ程ほど、的はずれではありますまい。陳ちん腐ぷと言えば陳腐ですが。最近は子供を欲ほしがらない夫婦も増ふえていると報ほう道どうされておりますし」

　どうやらこの使つかい魔ま──オカルト世界の住人の癖に、一いつ般ぱん社会情じよう勢せいだの一般教養だのにも通じているらしい。どうやってその手の知ち識しきや情じよう報ほうを仕入れているのかはアグニエシカも知らないのだが。

「でも……」

　詩月がふとネレイドの出ていった扉とびらの方を見ながら言った。

「幸せは人それぞれって言うけど……ネレちゃんの幸せって何だろうね？」

「…………」

「…………」

　優樹もアグニエシカも答えは出ない。

　それは余よ人じんに答えられる事では無かろう。

　だが──




　　　　●　●　●




　アグニエシカの朝は割と早い。

　霊れい力りよくの制せい御ぎよの為には鍛たん錬れんが欠かせない。元々夜よ更ふかしにもあまり興きよう味みがない彼女としては朝の六時に起きて簡かん単たんな修しゆう練れん──水浴びによる目覚ましを経へて簡単な体たい術じゆつ訓練、更さらに呼こ吸きゆう法から瞑めい想そう法といった内観法系けいまで表面的にだが一通り──を約二時間でこなしてから一日がようやく始まる感じである。

　同じ世代の少年少女から見れば異い様ような生活ぶりだが、元々友達が少ない彼女としては特に較くらべる対象もなく、自分の生活に違い和わ感かんを感じる事もあまりない。

　まあそれはさておき。

　アグニエシカは割と早起きであるから──他人に起こされるという事はあまり無い。生活習しゆう慣かんとして起きる時間も定まっているので、大体起き床しよう時じ刻こくに眼めが覚める。

　だが……

「……ん……んんっ…………」

　布ふ団とんの中で寝ね返がえりを打つアグニエシカ。

「…………ゆうき…………」

　何やら幸せな夢ゆめでも観みているのか──その表情は普ふ段だんの彼女からは想そう像ぞうもつかない位に緩ゆるんでいる。その様子は歳とし相そう応おうの少女そのままでとても可愛かわいらしかったりするのだが……勿もつ体たい無い事にヒムリール以外は彼女のこんな寝顔を誰も知らなかった。

　……今までは。

「──アグニエシカさん」

　ふと薄うす闇やみの中で彼女を呼よぶ声がする。

　それは囁ささやくかの様に控ひかえめな声で──当然ながらアグニエシカは起きない。

「──アグニエシカさん」

　声は淡たん々たんともう一度囁く様に呼び掛けるが、しかしアグニエシカはやっぱり起きない。

「…………」

　声の主は眠ねむるアグニエシカの傍かたわらでしばし何事か黙もつ考こうしていた様だったが──やがて何か思い付いたらしく小さく頷うなずくと、ごそごそと手で傍らの袋ふくろを探さぐる。

　そして……

「…………」

　屈かがみ込こみ何かをアグニエシカの顔に近付けて──待つ事数秒。

　でもって。

「──んぎゃあああああああああああああああああっ⁉」

　悲鳴じみた声を上げてアグニエシカは飛び起きた。

「痛いた……っていうか……何？　一体何っ⁈」

　自分の鼻を押おさえながら涙なみだ目めで辺りを見回すアグニエシカ。

　彼女の眼は即そく座ざに──自分の傍らに正せい座ざしている人ひと影かげを認みとめた。

　蒼あおい髪かみと紅あかい眼の擬人機械アンドロイド少女。

　ネレイドである。

「アンモニアです」

　ネレイドは淡々とした口調で言った。

「分子式N[image: H3]、ＣＡＳ登録番号 7664-41-7、ＩＣＳＣ登録番号 0414、日本では毒物及および劇げき物ぶつ取とり締しまり法ほうで劇物に指定されている化学物ぶつ質しつで──」

「何の話よ⁉」

「ですからアンモニアです。『一体何？』と質しつ問もんが在あったので」

「…………」

「アンモニアは気付け薬の代表でもあります。なのでアグニエシカさんに起きて貰もらうのに使用しました」

「使用すんなっ‼」

　ネレイドの顔に枕まくらをぶん投げて怒ど鳴なるアグニエシカ。

　ちなみにアンモニアというと大たい抵ていの人間は小便の悪あく臭しゆうをまず想おもい描えがくだろうが──化学をほんの少しでもかじった人間ならば、同時にそれが猛もう毒どくであるという事をも思い出すだろう。

　純じゆん然ぜんたるアンモニアは化学工業では一いつ般ぱん的な薬物だが、劇物指定されている事からも分かる様に──かなりの刺し激げき臭しゆうを伴ともなう。実じつ際さいに鼻でその匂においを嗅かぐと臭くさいどころの話ではない。その臭気は最も早はや、匂いというよりも、鼻の奥おくの粘ねん膜まくを直ちよく接せつ突つき刺さすかの様な激げき痛つうとして認にん識しきされるという。この為ため、気き絶ぜつしている人間でも飛び起きるとされており、各国の軍隊でも便利な気付け薬として常じよう備びしている場合が多い。

「……って何なのよネレイド」

　未まだ痛いのか──鼻の付け根を揉もみながらアグニエシカは言った。

「ああもう──未だ五時じゃないの⁉　こんな朝早くに何⁉」

「はい。実は折り入って御お願いがあります」

　ネレイドは正座の見本みたいに綺き麗れいな姿し勢せいのまま言った。

「…………御願い？」

　怪け訝げんそうに呟つぶやくアグニエシカ。

　珍めずらしい事ではある。

　何というか──ネレイドは許きよ可かを求めたり質問したりする事こそ多いが、実際の行動に関しては、いつも勝手に自分一人で自じ己こ完結している様な印象が在る。少なくともネレイドが誰かに何かを頼たのんだりする様は、アグニエシカも見た事が無い。実際──家事労働から局地戦せん闘とうまで鈴乃宮学園において最も能のう力りよくが高いのはネレイドなのだから、わざわざ何かを他人に頼む必要は殆ほとんど無いのだろう。

「……何よ？　何の御願い？」

「はい。実は」

　ずい──と正座したままネレイドが近付いてくる。

　爪つま先さきを動かして進んでいるのだろうが……まるでお茶ちや汲くみ人形がカタカタと近付いてくるみたいで微び妙みように不気味である。

　何となく嫌いやな予感を覚えて身を引くアグニエシカ。

「な……何よ？」

「貴女あなたの身体からだが欲ほしいのです」

　ネレイドは淡々とした口調で言った。

「……は？」

　一いつ瞬しゆん、意味が分からず間の抜ぬけた声を漏もらすアグニエシカ。

　次に耳にした言葉の意味を一つ一つ頭の中で検けん分ぶんしてから改めて目の前のネレイドの顔を見る。何の冗じよう談だんかと思ったが──やはりその白い顔面は無む表ひよう情じようのまま。

　アグニエシカの背せ中なかに冷たい汗あせがひとしずく滑すべり落ちた。

「ネレイド……ええと。私の聞き間ま違ちがいかな？　今なんて──」

「正せい確かくに言えば」

　ネレイドは言った。

「アグニエシカさんの下半身に用が在ります」

「…………」

「アグニエシカさんの女じよ性せいとしての機き能のうについて──」

「ちょ──ちょっと待てぃ！」

　ざざざざ──と壁かべ際ぎわまで後こう退たいしながらアグニエシカは言った。

「バグってんの⁉　あんた自分が何を言ってるか──」

「自じ己こ診しん断だん機能では正常と」

「信じられるかっ‼」
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「御ご協力を御願いします」

　言いながらにじり寄よってくるネレイド。

　にゅっと白く細い──しかしチタン骨こつ格かくと人工筋きん繊せん維いで造つくられた腕うでが伸のび、腰こしを抜かしたままのアグニエシカの両りよう膝ひざをつかんで左右に開く。

　当然ながらアグニエシカの太ふと股ももも左右に大きく──

「やめ！　ちょっと！　そもそも私にそっちの趣しゆ味みは──あああああああ⁉」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　淡々と──安心させる様に大きく頷うなずいてネレイドは言った。

「痛いたくしませんから」

「そういう問題じゃないでしょうがっ⁉　こら！　止やめなさい！　いや──ちょっと止め──ああああ⁉　駄だ目め──そこは……」

　ネレイドの脇わき──空中にぴんと伸ばされたまま痙けい攣れんするアグニエシカの素す足あし。

　これがまた一歩離はなれて眺ながめれば女同士で内ない緒しよ内緒の行こう為いに没ぼつ頭とうしている様にしか見えなかったりする。

　だが──

「やめ……………」

　震ふるえる手が伸ばされる。

　そして。

「…………ろっつってんでしょうがああああああああああっ⁉」

　怒ど鳴なり声と同時にべしんとネレイドの額ひたいに叩たたき付けられる──一枚まいの紙。

　衝しよう撃げきで安全装そう置ちとしての抑よく制せい術じゆつ式しきが破は損そん。呪じゆ符ふに書き込まれていた呪術式が自己解かい凍とうしながら起動する。

　──爆ばく音おん。

　非ひ常じよう用にと常つねに肌はだ身み離さず一枚持っている攻こう撃げき用呪符は、起動時に注ぎ込まれたアグニエシカの霊れい力りよくと相まって……小規き模ぼながら強きよう烈れつな威い力りよくを発はつ揮き。まるで鉄てつ槌ついで殴なぐられたかの様にネレイドはがくんと仰のけ反ぞって倒たおれた。

「……システムＤ００２８及およびｂ４４２７にエラー発生。現げん在ざい再さい起動中。システムＤ００２８及びｂ４４２７にエラー発生。現在再起動中……」

　まるで死体の様に空中を見つめたままぶつぶつとそう呟つぶやくネレイド。

　まあ単たん純じゆんに衝撃で動作不良が出たので再起動を掛かけている状じよう態たいなのだろうが、爆発の影えい響きようで服もあちこち破やぶれて半はん裸らの状態になっている為ため──何やら傍はた目めには非常に危あぶない図になっている。

「はーっ……はーっ……はーっ……何なのよこの子は」

　荒あらい息をつきながら言うアグニエシカ。

　こちらはこちらで暴あばれた結果、殆ほとんど寝ね間ま着きが脱ぬげている状態である。

「何か勘かん違ちがいか短たん絡らくをしているのではないかと」

　と──ひょっこり机つくえの上で身を起こして言うのは使つかい魔まのヒムリールである。

「──ってあんたも起きてたなら助けなさいよっ⁉」

「いやしかし……俗ぞくに『イヤよイヤよも好きの内』と申しまして」

　シマリスに擬ぎ態たいした使い魔は言った。

「ひょっとして我わが主あるじが悦よろこんでおられる可か能のう性も在ありましたので、しばらく観察してから判はん断だんしようと……」

「んな可能性があるかっ‼」

　喚わめくアグニエシカ。

　その時──

「──どうしたのっ⁉」

　どたばたと廊ろう下かで足音がしたかと思うと、止める間もなくがらりと開かれる扉とびら。

　そして。

　時間が──凍こおる。

　恐おそらく爆発の音と悲鳴じみた声を聞きつけてきたのだろう。優樹を先頭に、詩月やら紅葉やら聖やら……互たがいに押し合う様にして戸口から部屋の中を覗のぞき込む一同。

　でもって。

　室内には半裸で倒れているネレイドと。

　やっぱり半裸で荒い息をついているアグニエシカと。

　驚きよう愕がくに凍り付く面々とはまるで関係ないといった様子で──ヒムリールだけが吞のん気きに小さな手で顔を洗い続けていた。

　そういう訳わけで……

「あ……アグニ…………その……悲鳴が……ええと……大丈……」

「見るなあああああああああああああああああああっ‼」

　真っ赤になりながらも必死に取り繕つくろう優樹を含ふくめ──アグニエシカのヒステリック・ブラストは目撃者一同を吹ふっ飛ばした。
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　──でもって。

「で……原げん因いんは一体何なんですか？」

　呆あきれた様子で保ほ健けん教きよう諭ゆの本町小竹乃が尋たずねた。

　朝も早くから発動したアグニエシカのヒステリック・ブラストで薙なぎ払はらわれた優樹達は、登校してそのまま保健室に直行した。

　まあアグニエシカの霊力暴ぼう走そうは毎度毎度の事なので──というかヒムリールによると、この鈴乃宮学園に来て頻ひん度どを増ました感さえ在る──皆みんなも何かと慣なれてきており、深しん刻こくな被ひ害がいを受ける事は無かったが、やはり爆発は爆発である。巻まき込こまれればどれだけ上う手まく立ち回っても切り傷きず擦すり傷ひっかき傷、といった小さな怪け我がは出来てしまう。

　そういう訳で……生徒の半数が保健室入りしてしまった上、教きよう師し役の小竹乃が手当に忙ぼう殺さつされた為、午前中の授じゆ業ぎようは当然ながら中止。一通り全員の処しよ置ちを終えてから改めて小竹乃が事の次し第だいを尋ねたのである。

　ちなみに──

「……システムＤ００２８及びｂ４４２７にエラー発生。現在再起動中。システムＤ００２８及びｂ４４２７にエラー発生。現在再起動中……」

　保健室の一番奥おくのベッドでは再起動中のネレイドが横たえられてぶつぶつとシステム・メッセージを呟いていた。彼女のシステムはかなり複ふく雑ざつな為か、一いつ旦たんシステム・ダウンすると再起動まで、短くて数分、長ければ数時間はぶっ倒たおれたままになってしまうのだ。

「どうも痴ち情じようのもつれみたいで──」

　と説明をするのは聖である。

「アグニちゃんとネレちゃんが……その……百ゆ合りの花を咲さかせていた処ところに私達が踏ふみ込んでしまったみたいで……」

「捏ねつ造ぞうすんなっ‼」

　恥はずかしげに頰ほおを赤らめながら説明する聖に──こちらは怒いかりで顔面を真っ赤にしたアグニエシカが喚く。

「違ちがうんですか？」

　首を傾かしげて尋ねる聖。

「違うわよ！」

「じゃあ一体何が……？」

「…………」

　言葉に詰つまるアグニエシカ。

　まあアグニエシカにその気は無かったとはいえ……『下半身』だの『女性としての機き能のう』だのどう思い返してもそれは百合の花咲く下ネタ系の状じよう況きようとしか思えない訳で。

　そんなアグニエシカをどう思ったのか……

「アグニエシカさん」

　聖はまるで慈じ母ぼの様に優やさしく微び笑しようして言った。

「恥ずかしがる事はありません。同どう性せい愛あいも立りつ派ぱな愛です」

「違うっつってんでしょうがっ⁉」

「ええ？　でも──」

　困こん惑わくの表ひよう情じようを浮うかべる聖に、小竹乃の机つくえの上でヒムリールが言った。

「我わが主あるじはいわゆる『ツンデレ』ですので人前で素す直なおに認みとめる事は沽こ券けんというか存そん在ざい意い義ぎに関かかわるのです。お察しください」

「まあ──そうなんですね？　なるほど……」

「噓つくなっ！　あんたも納なつ得とくすんなっ‼　誰だれがツンデレよ⁉」

　背はい後ごから詩月に羽は交がい締じめにされつつも聖とヒムリールを指差して怒ど鳴なるアグニエシカ。

「自覚が無いのが困こまりものです」

　とシマリス型の使つかい魔まは器用に肩かたを竦すくめてみせる。

「──ふと思ったんだけどさ」

　ひょいと自分の肩の上に乗ってくるヒムリールを見ながら優樹が言った。

「ネレイド──昨日は幸せがどうとか言ってたでしょ。何かそれ関連じゃないのかな。同性愛だの何だのって昨日までは全然そんな素そ振ぶりも見せてなかったし」

「幸せを追求する結果同性愛に目覚めたとか？」

　と詩月。

「そんな単たん純じゆんな話なのかな……？」

　優樹は首を傾げてベッドに横たわるネレイドを振り返る。

　擬人機械アンドロイドの少女はただ淡たん々たんとシステム・メッセージを呟つぶやきながら横たわっていた。
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　システムの再さい起動過か程ていが進んでいく。

　非ひ常じよう用に確かく保ほされた不ふ揮き発はつメモリと副演えん算ざんチップの描えがき出す限げん定てい意い識しき内でネレイドは静かに考える。

『私はドレスよりも宝ほう石せきよりも高級車よりも、優やさしいダンナと可愛かわいい子こ供どもが居いる家庭が欲ほしいかな。それが私の幸せ。私の人生設せつ計けいにおける目標なのよね。平へい凡ぼんだけどさ』

『ハッピーエンドって主人公とヒロインが結けつ婚こんして、子供生んで、末永ながく幸せに暮くらしました、みたいな感じかなあ』

　ハッピーエンド。

　幸せの形。

　人が──求めるもの。

　ネレイドが目指さなければならないもの。

　それは……

『再起動過程終しゆう了りよう』

　システム・メッセージが告げる。

　同時にネレイドの意識は本来のシステムに接せつ続ぞくされ各種感知器からの情じよう報ほうを──五感を取り戻もどす。瞼まぶたを開いたネレイドはそこに何ど処こか心配そうにこちらを見る鈴乃宮学園の一同を見た。

　そして──

「あ──気がついたみたいだね」

　優樹が微笑ほほえんでそう言ってくる。

　ネレイドは頷うなずき──そしてシステム再起動中の限定意識内でもずっと検けん討とうしていた提てい案あんをとりあえずしてみる事にした。

「──優樹」

「なに？」

　眼を瞬しばたたかせて応おうじる少年。

　ネレイドは彼を真まっ直すぐ見つめながら──

「結婚してください」

　その一言に場がいきなり凍こおり付いた。
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「…………？」

　朝一番に登校してからずっと図書室にこもっていた冬美は怪け訝げんそうに顔を上げる。

　何やら轟ごう音おんが聞こえた様な気がしたのだが。ついでに言うとちょっと校こう舎しやが揺ゆれた様な気もする。

「──秋菜」

　近くで延えん々えんとハードボイルド小説と官かん能のう小説を積み上げて読んでいる秋菜に声を掛かける。ちなみに彼女が今開いている本には『ポートタウン・ブルース』という題名が付いていた。どうもＳＦ系のハードボイルド小説らしい。

「……なに？」

　眼めを文面から上げる事も無く秋菜が応じてくる。

　冬美は足下に視し線せんを向けながら言った。

「何だか揺れなかった？」

「……また何かアグニが爆ばく発はつしたんじゃない？」

「そっか」

「そうよ。多分。理由は知らないけど」

「そうだね」

　まあ──いつもの事である。

　冬美は頷いて再ふたたび読書に戻った。
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　詳しよう細さいな説明を求められたネレイドは淡たん々たんとした口調で言った。

「ハッピーエンドなのです」

「……意味分からないんだけど」

　困こん惑わくを露あらわにして言う優樹。

　彼の背はい後ごでは『きょ、きょ、教育的指し導どう～～～っ‼』と喚わめいて暴あばれようとするアグニエシカを詩月と聖と紅葉が三人がかりで押おさえ込んでいる。ちなみに保ほ健けん室に居る全員の服が微び妙みように黒ずんでいるのは先にアグニエシカのヒステリック・ブラストを喰くらったせいであった。

「ええと。もっと前の段だん階かいから順を追って説明して貰もらえますか？」

　小竹乃が促うながす。

「今まで得られた人間の行動データを分ぶん析せきした結果」

　ネレイドは言った。

「人間の行動原理は一部の特とく殊しゆな例外を除のぞけば『幸せを追求する』事にあります」

「まあ……それはそうかもしれませんね」

　と小竹乃。

「ではその『幸せを追求する』行動をなぞれば人間心理や精せい神しん構こう造ぞうをより理り解かいして私は人間に近付けるのではと判はん断だんした訳わけです」

「…………」

　顔を見合わせる優樹達。アグニエシカも束つかの間ま──暴れるのを忘わすれてきょとんとした表情を浮うかべている。

「それがアグニエシカさんを襲おそう事や優樹君に求きゆう婚こんする事とどう関係が？」

「図書室に在ある大量の書しよ籍せきを通読し統とう計けいを取ってみた結果」

　ネレイドは澱よどみの無い口調で説明する。

「最もオーソドックスな『幸せ』の具体例は『二人は結ばれて子こ供どもも生まれて問題なく暮くらしました』というものであるとの結けつ論ろんに達しました。例外は多々在りますが最もこのイメージが人間の一いつ般ぱん的『幸福観』に近いと思われます」

「まあ……それもそうかもしれませんね」

　とやはり頷うなずく小竹乃。

「これはつまり、双そう方ほう合意の上で性せい的てき交こう渉しようを持ち、次世代に繫つながる子孫をもうけ、無理のない環かん境きようでその子孫を養育していくという事かと思われます」

「…………」

　僅わずかに顔をしかめる優樹。

　そういう風に言われると何だか『幸せ』の概がい念ねんから遠ざかる様な印象も在ったが──とりあえず優樹達は特に突つっ込こまない事にした。ネレイドが相手の場合、話の途と中ちゆうで下へ手たに突っ込むと、ひたすら脱だつ線せんしてややこしくなるからだ。

「人間を目指す私としてもこの『幸福』のスタンダード・パターンを目指す必要が在ると認にん識しきしました。よって──私は女性型である以上、男性と性交して子供を産んで育てればとりあえず目的は達成されます。そして」

　喋しやべるネレイドの口調と表ひよう情じようはやはりひたすら淡々としていて──まるで数式か何かを解説している様な印象を受ける。

「その状じよう態たいを幸福として認識する様に私の論理プログラムに調整を掛かければ、私はより人間に近付いた事になります」

「いや……なんかそれは違ちがう様な……」

　優樹が呟つぶやくものの……聞いているのかいないのか淡々と言葉を続けるネレイド。

「という事で優樹さんと結婚して子供をもうける事にしました」

「いや──だからなんでそうなるの⁉」

　慌あわてて言う優樹。

　ネレイドは彼の方を振ふり返って事も無げに言った。

「幸い私には性交機き能のうや代理母機能が在るので、子供を産む事は出来ます」

「いや……それは前に聞いたけど」

　そういう問題ではない。

　いや。それ以前に──

「でも私は未まだ量産試作品なので、卵らん子しが在りません」

　ネレイド。戦争用擬人機械アンドロイド。

　彼女の機能には『子供を産む』事も含ふくまれている。

　これは戦争で彼女の所しよ属ぞくする国家の国民が全ぜん滅めつしても、彼女が新しい国民を生む事で、国家を再さい建けんしていく為ためだ。

　だが──確たしか試作型のネレイドにはその機能そのものは在っても、肝かん心じんの卵子だの受じゆ精せい卵だのは内ない蔵ぞうされていなかった筈はずである。

　これではたとえ男性と──つまりはこの鈴乃宮学園に唯ゆい一いつ存そん在ざいする男である処ところの優樹と性的交渉を持ったとしても、子供を産む事は出来ない。流石さすがに最先せん端たん技ぎ術じゆつの結けつ晶しようたるネレイドといえど、胎たい内ないで卵子を合成するのは不ふ可か能のうだろう。それはつまり、無から生命を創そう造ぞうするのに──神にも等しい技術なのだから。

「そういう訳で」

　ネレイドは言った。

「アグニエシカさんに分けて貰もらおうと」

「……なっ……？」

　声を上げたのは詩月達に押さえ付けられているアグニエシカ本人である。

「ちょ……それって──」

「つまり」

　絶ぜつ句くするアグニエシカに代わり苦く笑しようを浮うかべながらネレイドの話を簡かん潔けつにまとめたのは小竹乃だった。

「この鈴乃宮学園において唯一の人間であり卵子の保ほ持じ者しやであるところのアグニエシカに分けて貰おうという訳ですね？」

「肯こう定ていです」

　頷くネレイド。

　確かに見た目に女の子の数の多い鈴乃宮学園だが──現げん実じつの『肉体』を備そなえた『人間』の『女性』となると実はアグニエシカ以外には存在しない。聖は男だし、紅葉は妖よう狐こだし、残りは全員が幽ゆう霊れいである。

　とはいえ──

「あんたねえ！」

　喚わめきながら詩月達をはね除のけて立ち上がるアグニエシカに──ネレイドは淡たん々たんとした口調で言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。別に開かい腹ふく手術をする訳わけではありません。局部からちょっと採さい取しゆ用の精せい密みつ作業用アームを──」

　言いながらネレイドが右手を挙あげてその人差し指を立てる。

　その指先が──うにょんと、まるでコンピュータ・グラフィックスを見ているかの様に伸のびたのは次の瞬しゆん間かんだった。

「げっ──」

　アグニエシカのみならず優樹も思わず身を引いた。

　まあネレイドが人間でないという事は理り解かいしているが、それでも見た目は人間そっくりの彼女の身体からだが、こういう『変形』をすると微び妙みように気色悪い。まあ伸しん縮しゆく性せいの人工皮ひ膚ふを使っているのだろうが──人差し指だけが二十センチ近くににゅいんと伸びるのは、見るからに異い様ようだった。

「──伸ばして採取させて貰えれば」

「絶ぜつ対たい嫌いや！」

　半分涙なみだ目めになりながら怒ど鳴なるアグニエシカ。

「大丈夫です。痛いたみは無い筈はずです」

「そういう問題じゃないつってんでしょうがっ⁉」

「アグニエシカさんの肉体的安全は保ほ証しようします。不安なら麻ま酔すい処しよ置ちを施ほどこす手も──」

「とにかく嫌なの‼」

　まるで油ゆ断だんしていたらネレイドが襲おそい掛かかってくるとでも言うかの様に、我わが身を抱だく様にしてアグニエシカは後こう退たいする。

　まあ当然だろう。

「しかし──」

　小竹乃が首を傾かしげる。

「それで出来上がるのは優樹君とアグニさんの子こ供どもであって、ネレイドさんの子じゃないと思いますけど？」

　この場合──アグニエシカの卵らん子しが優樹の精せい子しを受精して発生する子供は、遺い伝でん子し的にはアグニエシカと優樹の子供であって、ネレイドはその代理母を務つとめるだけという事になってしまう。少なくとも生まれてくる子供は彼女の何かを引き継つぐ訳ではない。

　だがネレイドはその事についてはあまり気にしていなかったらしい。

「それではまずいですか」

「まずいとは思わないですけれど──」

　小竹乃は人差し指を自分の顎あごに当てて考える表ひよう情じようを見せる。

「そもそも『結けつ婚こんして子供が生まれました』というのが幸せの基き本ほんパターンとして認にん識しきされているのは、自分の存在に理由が欲ほしいからだと思うんですよね」

「理由……」

　優樹はその言葉を舌したの上に転がしてみる。

　存在する理由。

　生きている訳。

　此この世に自分が生まれてきた──意味。

「つまりですね。ただ生まれてきて死ぬだけなら自分という存在が何も残らない──生まれてきた事も、頑がん張ばって生きてきた事も、在あっても無くても変わらない。自分なんか居いても居なくても変わらない」

　歌う様に言ってから──小竹乃はふと寂さびしげな色を混まぜた笑え顔がおを浮うかべる。

「そんな風に思うのが哀かなしくて怖こわいから、人間は、自分が生きた証あかしを残そうとするんですよね。自分が生まれてきた事に、意味は在ったんだ──って」

　取り立てて難むずかしい話ではない。当たり前といえば当たり前の話だ。

　それが幽霊である小竹乃の口から語られているのでなければ優樹としてもあまり気にせず聞き流していたかもしれない。

　小竹乃の生前の話は優樹も未まだ聞いた事が無いが、外見的には二十代半ばに見えるし、未婚である可か能のう性も高い。ならば彼女も──自分の生きた証を残せなかった事に恐おそれや哀しみを覚える事があるのだろうか。

「子供はその一番分かり易やすい例なんでしょう。何しろ、生きて、成長して、恋こいして、愛して、その結果として生まれてくるんです、しかも自分の中の遺伝子の半分を引き継いで。子供が生まれるという事は、つまり、自分の命が未来へと受け継がれていく何かに必要だったという、何より確たしかな証しよう拠こになる訳でしょう？」

「…………」

　未来に引き継がれていく命。

　そして明日に繫つながらずそこで断絶する命。

　ごくごく自然なその営いとなみですら──この鈴乃宮学園においてはあまりに重い。

「これは──詩月さんにも分かるでしょう？」

「……そうだね」

　鈴乃宮学園の象しよう徴ちようたるセーラー服の少女は頷うなずいた。

　そう。

　自分が自分の本分を全まつとう出来なかった事を──自分の存在がまるで未来に繫がらず無意味に終わってしまったという事を、認みとめたくないから、そんな事実は哀しすぎるから、彼女は未いまだに幽ゆう霊れい学園となって現げん世せに留とどまっているのだ。

　その意味では人間もモノも同じなのだろう。

　だが──

「でもネレイドさんが代理母をしたからって、それが即そく座ざに貴女あなたの存在した証にはならない気がするんですけれど……？」

　そもそも別にネレイドが代理母をしなくても──まあそういう事じ態たいに実じつ際さいになるかどうかはさておき──今後、肉体的に何らかの問題でも出ない限かぎりアグニエシカが優樹の子供を産む事は可能だろう。

　だとすればネレイドの行こう為いは別に在っても無くても変わらないという事になる。

「…………」

　ネレイドは眼めを瞬しばたたかせて思案する。

「そうなのでしょうか」

「いや……まあ貴女の満足の問題ではありますけれど」

　苦く笑しようを浮かべて小竹乃は言った。

「…………『満足』……『幸福』……『未来』……『意味』……」

　ぶつぶつと首を傾かしげながら呟つぶやくネレイド。

　そんな彼女を──優樹達は困こまった様な、気まずい様な、表情で見つめていた。
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　どうも考え違ちがいをしていたらしい。

「…………」

　擬人機械アンドロイドの少女は放課後の校こう舎しや裏うらに一人佇たたずみ思し索さくに耽ふけっていた。

『幸せ』の形をなぞれば良いのだと思っていた。オーソドックスな『幸せ』の具現的状じよう況きように自分を置き──その状況を『幸せ』なのだと認にん識しきする様に自分の意識の論ろん理り構こう造ぞうを調整すれば、自分も『幸せ』になれるのだと思った。『幸せ』を追求し『幸せ』に喜ぶ自分を造り上げる事で、せめて心だけでも人間のそれを模も倣ほう出来るのだと思った。

　擬人機械であるネレイドにとって『幸せ』とは元々理り解かい不能の概がい念ねんだ。それは本来内から湧わき出るものであるが──しかしそれはネレイドに限かぎっては有り得ない。

　彼女に生存本能は無い。種の維い持じに関する本能も無い。

　だからこそ彼女は『先まず形を整えて中を埋うめる』という逆ぎやく方向からのアプローチを試みざるを得なかった。その事についてはネレイド自身も自覚している。

　ただ……

「何ど処こで間違えたのでしょうか」

　ネレイドは呟いてみる。

　結局──自分は人間でないから分からないのだろうか。

　この機械の体が人間になる事は無くても、人間と同じ心を──魂たましいを持つ事は出来るのではないかと思った。せめてそうする事で人間に近付きたかった。

　しかし……

「──ネレイド」

　声を掛かけられて振ふり返る。

　紅あかい電子の眼めが見み据すえる先には──長居優樹の姿すがたが在あった。

「──あのさ。思ったんだけど」

　優樹は微び笑しようを浮うかべながら言った。

「結けつ婚こんとか……赤ちゃんを産む事にこだわる必要は無いと思うんだよね」

「どういう意味でしょうか？」

　ネレイドは首を傾げて尋たずねる。

　ハッピーエンドの一いつ般ぱん的なイメージとして彼も『結婚』だの『子こ供ども』だのを想おもい描えがいていた筈はずだ。その彼が自分の中に在った『幸せ』のイメージを否ひ定ていする様な事を言っている。

「もし……人間の幸せが、生きる目的が、自分の生きた証あかしを残す事なんだとしたら……それは別に他ほかの方法でだって可か能のうだと思うんだよ」

　優樹は頰ほおを人差し指で搔かきながら言った。

「理解不能です。より詳しよう細さいな説明を要求してもよろしいですか？」

「うーん……例えば」

　優樹はネレイドの隣となりに歩いてくると校こう舎しやの壁かべに背せ中なかを預あずけながら言った。

「絵画とか彫ちよう刻こくとかが人を感動させる事ってあるよね。そういった作品を世に残す事で他の人々に影えい響きようを与あたえる事だって出来る。そしてそれは影響を受けた人々の人生を少しずつ変えて──そしてほんの少しずつだけど、波は紋もんみたいにずっと未来へと影響を及およぼしていくだろ？」

「それは理解出来ますが」

　ネレイドは首を振った。

「私に後世に残る様な芸げい術じゆつ的作品を創そう作さくする機能は在りません」

「ああ──いや。ごめん。そうじゃなくて。言い方が悪かったかな」

　優樹は苦笑する。

「例えば──ネレイドと出会っていなければ、僕ぼくの未来はまた微び妙みように変わっていたと思うんだよね。ただ単にロボットに対する考え方とか印象が変わるだけじゃない。例えばネレイドが居いたから僕は──今こんな風に『幸せ』について考えてる。いつかは同じ様な事を別の時に別の場所で考えたかもしれないけど、でも、それはやっぱり、今考えている事と少し違うものになっていたんじゃないかなと思う」

「それは理解出来ます」

　因いん果が関係。相そう互ご作用。

　それは──世界の真理だ。

「で──その変わった僕は、ネレイドと出会った事を記き憶おくしながら、更さらに色々な人と出会っていく訳わけだよ。そしてその変わった僕と出会った人々もまた、僕の影響を受けて変わっていくよね。そして更にその変わった人々と出会ったもっともっと多くの人々も、影響を受けて変わっていく」

「はい。それも理解出来ます」

　ネレイドは頷うなずく。

　人もネレイドも経けい験けんを積む。経験による判はん断だんをしていく。だが与えられた経験に差が在れば違ちがう判断を下す可能性せいも在る。誰だれもが同じにはならない。それぞれの経験によって微妙に異ことなる判断を下し行動し──その先にそれぞれの未来が在る。

「誰もが誰もに影響を残していく。将しよう棋ぎ倒だおしみたいに、一つ一つの経験が他の経験に繫つながって、自分のだけじゃなくて、他の人の経験にまで繫がって、影響を及ぼしていく……それは一見、分かり難にくいけど、間違いなく自分が生きた証じゃないのかな？」

　優樹は──やや困こん惑わくするかの様な口調で言葉を続けていく。

　あるいは彼自身も己おのれの語る説についてはっきりした自信を持っている訳ではないのかもしれない。

「そうだな……例えば僕に子供が出来たとして、その子に、ネレイドの話を聞かせる事もあると思う。そうなれば……ネレイドの存そん在ざいは、その子の中にも受け継つがれていかないかな？」

「……それは」

　可能性としては在るだろう。

　ネレイドが今此こ処こに存在していた事。

　その事実そのものが様々な事象に影響を及ぼしていく。未来に向かって繫がっていく。

　しかし……

「それではただ存在しているだけで人は幸福になれる事になります」

「まあそういう人も居るよ」

　優樹は肩かたを竦すくめて言った。

「幸せの形は人それぞれ──だしね」

「ですが私は──擬人機械アンドロイドです」

　ネレイドはどこまでも平へい坦たんな声で告げる。

「私に『幸せ』の形を定てい義ぎ出来る主体は在ありません。自発的に幸せを感じる事は出来ません。私は人間の形を真ま似ねる事でしか人間に近付けません──」

「──あのさ」

　優樹は溜ため息をつく。

「気付いてないみたいだから言っちゃうけど」

「はい」

「ネレイド……人間になりたいんでしょ？」

「はい。なりたいです」

「それはつまり……ネレイドは人間になれたら幸せだって事じゃないの？」

「…………」

　意味が分からない──といった様子でネレイドはその紅あかい瞳ひとみを瞬まばたかせる。

　優樹は根気強くゆっくりした口調で説明を続けた。

「別に誰かのを真似なくてもネレイドにはネレイドの望みと幸せの形がもう在るんじゃないの？　僕に言わせればもう充じゆう分ぶんにネレイドは人間ぽいよ？　だってネレイドはあんなに『人間になる為ために』頑がん張ばってたじゃないか」

「しかし私のそれは──模も倣ほうでしかありません」

　かつて『自分が人間であったなら』と切望した〈01〉の。

　そして『お前が人間であったなら』と慟どう哭こくした『父』の。

「それはただの借り物です」

「それじゃ駄だ目めなの？」

　優樹は畳たたみ掛かける様に言った。

「借り物だったら、誰かの真似事だったら、それを否ひ定ていしないといけないの？　それで幸せになったら駄目なのかな？　大体……生まれた時にもう自分の目指すべき『幸せ』を知ってる奴やつなんて居いないよ。最初は誰だって借り物なんだと思う。誰だって自分の望みが何なのか分からないんだと思う」

「…………」

「だから……その……ああ……なんだか僕もこんがらがってきた」

　はにかむ様に笑う優樹。

　そんな彼をネレイドの紅い電子眼がんはただ淡たん々たんと見つめる。

「ネレイドは人間になれたら嬉うれしいんじゃないの？　それはネレイド自身の気持ちじゃないの？」

「それは──」

　既すでに彼女に人間である事を望んだ計画も人間も原型も無く。

　だがそれでも尚、彼女の中に残る『人間たる』事への切望。

　それは──

「私は……」

　穏おだやかな光の中で屈くつ託たく無く微笑ほほえむ少女。

　雪子。ネレイドの──姉であり根こん源げんである者。

　……自分も……彼女の様になれたらと……それは複ふく製せいされた記き憶おくの中に在る憧あこがれに過すぎないとしても…………

「変……かな？　分からない？」

「理り解かい──出来ていると思います」

　珍めずらしく曖あい昧まいな物言いをするネレイド。

　しばし擬人機械の少女は何事か思し索さくに耽ふけっている様だったが──

「……そうですね」

　彼女は小さく頷うなずいた。

「あるいは私は人形である事に──『人の型にはまっただけのもの』である事から、逃のがれようとして、余よ計けいに自らを型にはめていたのかもしれません」

　自分は偽にせ物ものだから。

　自分は機械だから。

　自分は──本物の人間ではないから。

　そんな考えがネレイド自身を縛しばり付けていたのではないか。

「もっと気軽に考えようよ」

　言って優樹は笑う。

　そして──

「…………」

　首を傾かしげるネレイド。

　彼女は自分の頰ほおに手を当てて考える。

「どうしたの？」

　怪け訝げんそうに尋たずねてくる優樹。

　ネレイドは尚も自分の顔に備そなわる各種人工筋きん肉にくを触さわりながら言った。

「すいません。『型に塡はまってしまう』事について問題が在ると御ご指し摘てきを受けたばかりなのですが──やはりつい型に塡った対たい応おうしかでてきません」

「……え？」

「御容よう赦しや下さい」

　言ってからネレイドは──続けた。

「有あり難がとう御ご座ざいます──優樹」

　そう言って。

　無む表ひよう情じような擬人機械アンドロイドの少女の貌かおに──僅わずかな微び笑しようが浮うかぶ。

　にっこりと。何ど処こか恥はずかしげに。

　それは本当に微かすかな──ほんの僅かに口の端はしを引いただけの、文字通りに微笑でしかなかった。だが普ふ段だん、仮か面めんの様に無表情を維い持じし続けているネレイドが浮かべるその表情はひどく──印象的ではあった。

　呆ぼう然ぜんと優樹がネレイドを見つめる。

　その様子にまた首を傾げながら──

「これが相応ふさわしいかと選せん択たくしてみたのですが……おかしいですか？」

「あ、いや──その」

　視し線せんを逸そらす優樹の頰が少し赤い。

　その意味をしかしネレイドは理解出来ない。

　ただ──

「それで……いいと思う。うん」

「そうですか」

　優樹の言葉にネレイドは頷いた。
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「んー……」

　背せ伸のびをしながら声を漏もらす冬美。

　幽ゆう霊れいに肩かた凝こりは有り得ない筈はずなのだが──人間らしく振ふる舞まっているだけで人間と同じ様に肩が凝った気になってくるのは不思議と言えば不思議である。

　彼女は読み終えた本をぱたりと閉とじてふと傍かたわらの窓まどに視線を向ける。

　すると──

「──あら」

　珍めずらしい光景が見えた。

　校こう舎しや裏うらを──仲良く連れ立って優樹少年とネレイドが歩いている。

　まあ元々優樹とネレイドは仲が悪い訳わけではないが、ネレイドは積極的に優樹に対して近付こうという様子が今まで無かったので、アグニエシカでも詩月でも紅葉でもなく、あの擬人機械の少女と優樹が二人だけで歩いている場面というのはとても珍しい感じがした。

「ふうん……」

　だが……二人のその姿すがたはごく自然に見えた。

　まるで今、冬美が読んでいた漫まん画がの一場面の様に。

「いいなぁ……」

　そう言いつつも──窓まど枠わくに肘ひじをついて歩いていく二人を眺ながめる冬美の顔には優やさしい微笑が浮かんでいた。
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「──ところで」

　優樹と連れ立って歩き出しながら──ふと思い付いたかの様にネレイドは言った。

「先さつきの『影えい響きよう』の話ですが」

「……うん？」

　歩きながら首を傾げる優樹。

　彼の顔を見つめながらネレイドは言葉を続けた。

「やはり『影響』は自らはっきりと確かく認にん出来た方が良いかと思われます」

「……まあそうだろうけど」

「ですから」

　ネレイドの口調にはやはり変化は無い。

　相変わらず淡たん々たんと事じ務む的な声で彼女は言った。

「『影響』を及およぼす最優ゆう先せん対象を優樹に設せつ定ていしようと思います」

「……はい？」

　眼めを丸くして立ち止まる優樹。

　彼より数歩進んでからくるりと振り返り──ネレイドは大真ま面じ目めに言った。

「優樹さんという人間の心にどれだけ私が直ちよく接せつ的な『影響』を及ぼせるか。それを目的として──私の『幸せ』として追加設定します」

「……ええと……それってどういう……」

　相変わらずネレイドは無表情なままだ。

　けれども……

「優樹さんの側そばでずっと優樹さんに可か能のうな限かぎりの影響を及ぼし続けたいと思います」

　まるでそれは。

　恋こいの告白にも似にて──

「──ちょっと待てえええっ‼」

　──と喚わめきながら物もの陰かげから転がり出てくる塊かたまりが一つ。

　詩月と聖と紅葉を引きずる様にして立ち上がったのはアグニエシカであった。

「ネレイド！　あんたね──一体何を考えてるのよ⁉」

「優樹の事を考えています」

　きっぱりと──何の照れもなく言うネレイドの台詞せりふに益ます々ますアグニエシカが激げつ昂こうする。

「駄だ目め！　不ふ純じゆん異い性せい交遊禁きん止し！」

「別に肉体関係については言げん及きゆうしていませんが──」

「とにかく駄目！　禁止！」

　びしりと音がするかの様な勢いきおいでネレイドを指差しながらアグニエシカは喚く。

　自分の鼻先に突つき付けられた指をじっと見つめながら──ネレイドは首を傾かしげた。

「理り解かい不能の反はん応のうです。凡はん例れいに参照してみます」

　ネレイドは漫まん画がや小説を読み漁あさって貯ため込こんだ情じよう報ほうの中から近きん似じの状じよう況きようと反はん応のうを検けん索さく。

　その上で論ろん理りフィルタによってフィルタリングして該がい当とう事例を絞しぼり込む。

　所要時間およそ二秒。

　でもって──

　頷うなずくネレイド。

　彼女はやはり何の逡しゆん巡じゆんもなく言った。

「アグニエシカ。貴女あなたは優樹に近付く私に対して嫉しつ妬と──」

「だまれえええええええええええええッ‼」

　という訳わけで。

　アグニエシカの怒ど号ごうと共にヒステリック・ブラストが毎度の如ごとく炸さく裂れつした。
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　きっかけは一枚まいの写真だった。

「──ん～？」

　紅葉もみじは首を傾かしげた。

　亜あ麻ま色の髪かみがさらりと揺ゆれる。

　同時にその上に立っている二つの尖とがり耳が震ふるえ、薄うす紅べに色の制せい服ふくのスカートの裾すそから見えている大きな尻尾しつぽが、ぱたぱたと畳たたみを打った。

　基き本ほん的な外見はちょっと……というかかなり……幼おさない感じの愛らしい少女というだけなのだが、この耳と尻尾の存そん在ざいが彼女の姿すがたにある種の特とく異いさを与あたえていた。

　紅葉は狐きつね少女である。

　正しくは妖よう狐こがその尋じん常じようならざる能のう力りよくで人間の形けい態たいに変へん化げしたものだ。普ふ通つうの世界で彼女の様な中ちゆう途と半はん端ぱな存在が闊かつ歩ぽしていると大おお騒さわぎになりかねないが──此こ処こは幸か不幸か鈴すず乃の宮みや学園。尋常の世界ではない。

「んん～？」

　紅葉が今居いるのは同じ鈴乃宮学園の生徒である長なが居い優ゆう樹きの部屋だ。

　彼女は優樹の部屋に遊びに来て──そこでたまたま一枚の写真を見つけたのである。

　そこには一人の綺き麗れいな少女が写っていた。

「……誰だれだろ？」

　紅葉はその少女に見覚えが無かった。

　少なくとも鈴乃宮学園に居る人物ではないのは確たしかだ。

　癖くせの無い黒髪は詩し月づきに似にている様な気もするが──何というか逆ぎやくに言えば似ている点といえばそれだけという位に雰ふん囲い気きが違ちがう。ひどく穏おだやかで静かな微び笑しようの似合う……とても大人びた印象の少女だった。

　紅葉とはまるで正反対と言って良いだろう。

「優樹ってこういうのが好みなのかな？」

　首を傾げる紅葉。

　ちなみに部屋に優樹は居ない。どうやら入れ違いになったらしく──優樹は鈴乃宮学園の風景を撮とりに一人でふらっと出で掛かけてしまう事がままある──部屋には紅葉が一人居るだけだ。

　紅葉はその写真をじっと見つめる。

　本当に綺麗な少女だ。

　この写真は優樹がこの鈴乃宮学園に来る前に撮った写真だろう。だとすると──この少女は優樹にとって『好み』なのではないか。スナップ写真という感じでもないし、自分で綺麗とも思わない相手をモデルにしてわざわざ写真に撮ったりはすまい。

「んん～？」

　首を傾げながら何度も写真を眺ながめる紅葉。逆さかさにしてみたり裏うら返がえしてみたり。

　そして──

「……そっか」

　頷くと紅葉はそのまま写真を手に優樹の部屋を出て行った。
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　鈴乃宮学園。

　それは第二次世界大戦末期──空くう爆ばくによって焼け落ちてしまった学校の名前である。育はぐくむべき生徒を一人として迎むかえ入れる事も無く、ただ焼しよう夷い弾だんの炎ほのおの中に消え去ってしまった学まなび舎やの名前である。

　だが──

　人ならざるものの内にも、時に強い想おもいの集積や永ながい歳さい月げつが魂たましいを宿すという。

　本来、ただの心無き瓦が礫れきとして、此の世から消え去るだけだった筈はずのこの不ふ憫びんな学舎は……しかし己おのれの存在理由を果たす事も出来ぬままに消えていく事を、無念と感じていた。

　故ゆえに文字通り残念したこの学校の想いは、一つの奇き蹟せきを生み出す。

　同じ名を冠かんされた学校と、それを取り巻まく非ひ現げん実じつの空間を。

　鈴乃宮学園。

　それは、かつて戦火の中に燃え落ちた学校の名であると同時に──『此処ではない何ど処こか』に在ある偽いつわりの世界だった。
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「んーと……ちょっと右に」

　優樹の言葉に半歩右へ動いてみる。

「そのくらい。じゃ──撮るね」

「うん」

　アグニエシカは少しドキドキしながら頷うなずく。

　優樹は『まあ普ふ通つうにしててくれればいいから』とは言うものの──やはり写真に写るとなると少しでも可愛かわいく綺き麗れいに、と思う位の乙女おとめ心ごころはアグニエシカも標ひよう準じゆん装そう備びしている。生まれてこの方、随ずい分ぶん使っていなかったが。

　赤毛キヤロテイはいつもの通りに後頭部で二条すじに束ねてある。着ているのは鈴乃宮学園の制せい服ふく。

　昨日優樹に頼たのまれた後、慌あわてて鏡の前で笑え顔がおの練習をしたのは秘ひ密みつ中の秘密だが──まあ自分でもまんざらではないんじゃないか……とは思っている。

　ちなみに。

　アグニエシカがしているのは写真のモデルである訳わけだが──実を言えば優樹の目的はアグニエシカを撮る事ではない。

　彼はあくまで風景写真を撮る積もりなのだ。

　彼曰いわく『いつか此こ処こを出ていく日の為ために』此処での風景写真や記念写真を折を見て撮り続けているのだとか。ただ、実じつ際さいに出来が気になって先日二本ばかり詩月が用意した現げん像ぞう液えきで現像してみた処ところ……一つ問題点が浮うかび上がってきた。

　教室内や少女達を撮った写真は、まあそんなに問題が無いのだが──この学園の向こう側に広がる白い虚きよ無む平面の写真や、『現実には有り得ない』感じの風景が混まじっているものは、まるでコンピュータ・グラフィックスの様に現実感の無い代しろ物ものに仕上がっていたのだという。

　これでは記録の意味が薄うすれる。

　そういう訳で優樹が考えたのは、その『非現実的な』風景写真に現実の存そん在ざい、つまりは誰かを一いつ緒しよに写し込む事だった。言ってみれば対たい比ひ物を一緒に写す事で、写真に『現実味』を持たせようという事である。

　無む論ろん、それでもＣＧ合成などは可か能のうだが、デジタルカメラと違い、銀塩写真はそうした『細工』の痕あとが残り易やすく──つまりはトリック写真を見み破やぶり易い。実際にその写真を何処かに公開するかどうかはともかく、写真に現実としての『説得力』を持たせたいのだ──と優樹は言った。

　で……その『比ひ較かく物』としての役目を負っているのがアグニエシカである。

　まあ彼が彼女を選んだのにはさしたる理由は無く、たまたまソレを思い付いた時に側そばに居たのがアグニエシカというだけの事だったが。

　ただし……よく考えるとこれは適てき切せつな選せん択たくではある。

　写真に詩月や紅葉、四季少女達シーズン・シスターズといった存在が必ず綺麗に写るとは限かぎらない。今は写っている様に見えても現実世界に帰れば写っていない──などという事も有り得うる。何しろ幽ゆう霊れいだの妖よう怪かいだのは鏡に映うつらない事もある訳で──その意味では生身の実体を持ったアグニエシカ以外は、聖ひじりくらいしか候こう補ほ者しやが居なくなるのである。

　もっとも……

　優樹はその可能性せいを知っても尚なお、詩月達を風景とは別に何枚まいも写真に撮とってはいる。

　彼女達の存在を──彼女達の想いが確たしかに此処に在ったという事実を何らかの後に残る形にしておきたいのだと。それが何処まで可能かはともかく。

　まあそういう訳で。

　優樹とアグニエシカは放課後、ちょこちょこと学園の周囲の風景を撮って回っているのである。

　優樹は自分を撮っている訳ではない。自分はあくまでオマケ。そう分かっていても自分に向けてカメラを構かまえてシャッターを切る優樹を見ていると何かちょっと嬉うれしかったりもするアグニエシカであった。

「ん。ありがとう」

　言ってカメラを降おろす優樹。

「他ほかにも撮るの？」

「うん。今すぐって訳じゃないけど、ちょこちょこと撮り貯ためていこうかなって。良かったら協力して欲ほしいんだけど」

「うん……いいよ。別に暇ひまだし」

　などと微び妙みように『べ、別にそんなに喜んでる訳じゃないけどね⁉』みたいな感じの応おうじ方をしてしまうアグニエシカ。一度は告白しようと決心したものの、最後の一線で妙な気き恥はずかしさというか、プライドというか、そういうものが邪じや魔まをして今一つ素す直なおになれないのである。

「しかし長居殿どの」

　ひょっこりとアグニエシカのポケットから顔を出したリス──使つかい魔まのヒムリールが言った。

「どうせなら我わが主あるじと一緒に撮られた写真も必要かと」

「……ヒムリール⁉」

「そこに長居殿が居た、という事実も記録しておくという意味では、我が主だけをモデルに撮っていても完全ではありますまい」

「……そっか。そうだね」

　笑え顔がおで頷うなずく優樹。

　そんな彼を若じやつ干かん赤面しながら見つつ──

（ヒムリール……あんた何を）

（まあまあ）

　とか何とか囁ささやき合うアグニエシカとヒムリール。

　珍めずらしくこの不ふ遜そんな使い魔が気を利きかせてくれたらしい。

「それじゃまあ今日はとりあえず寮りようにでも戻もど──」

　言いながら踵きびすを返して──

「…………」

　そして。

　そこで優樹は硬こう直ちよくした。

「……優樹？」

　優樹の様子に気付いて声を掛かけ──そして彼の見ている方向に視し線せんを向けるアグニエシカ。優樹が見ているのは寮の方で──そこからほっそりした人ひと影かげが悠ゆう然ぜんと歩いてくるのが見えた。

　年の頃ころ──十七か八辺りの少女。

　見た事の無い顔だ。アグニエシカの記き憶おくが正しければ、少なくとも昨日までは鈴乃宮学園の世界には居なかった筈はずの人間である。

　すると──

「……しつき……」

　呆ぼう然ぜんと優樹が声を漏もらす。

「あ。そうか──また詩月が新しく誰か取り込こんじゃったのか……まったくもー懲りずに何度も何度も……」

　呆あきれた口調で呟つぶやくアグニエシカ。

　だが──

「……違ちがう」

　優樹が呻うめく様に言った。

「え？」

「そっちの、詩月じゃない……」

「な──何の話？」

　反はん射しや的に問うてから。

　アグニエシカは悟さとった。

『違う』『そっちの詩月じゃない』

　ではどの詩月なのか。

『詩月』──それはつまり。

「詩月っ‼」

　その少女に向けて──まるで永ながらく会っていなかった飼かい主と出会った子犬の様に、真まっ直すぐ駆かけ出していく優樹を、アグニエシカはしばし呆然と眺ながめていた。
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「詩月っ‼」

　駆け寄よってくる少年の姿すがたを見つめながら彼女は──『詩月』は混こん乱らんしていた。

　自分は誰だれだっただろう。

　気がつけばこの奇き妙みような世界に居いた。

　白い平面ばかりが広がる場所を一人歩いていた。以前の記憶がどうにもはっきりしない。

　何処で生まれて。

　どんな風に育ってきて。

　名前は誰で──

　全すべては曖あい昧まいに溶とけて判はん然ぜんとしない。確たしかに過か去こは在あったのだろうが──

「詩月！　詩月！」
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　駆け寄ってくる少年を見ていると、『詩月』は何というか、居ても立ってもいられない様な気分になった。

　思わず自分からも駆け寄っていく。

　彼は自分の事を『詩月』と呼よぶ。どうやら彼は自分の事を知っている様だ。ならば自分は『詩月』なのだろう。

「詩月……そんな、まさか。でも詩月だ……」

　少年は『詩月』の眼がん前ぜんで立ち止まり、信じられないといった様子で呟く。

「……優樹……」

　殆ほとんど意識する事無くその名前が口から出た。

　ああ。自分はこの少年を知っている。

　だが──何処で出会った相手であったろうか。彼を見ていると何か胸むねの奥おくで暴あばれるものがある。苦しいような、嬉うれしいような。思わず抱だき締しめたくなる様な。抱き締められたい様な。

　だが──

「詩月？　どうして此こ処こに？」

「え？」

　問われても分からない。

　数分前までの記憶しかないのだから当然だ。

「えっと……」

「詩月？」

　優樹が不安そうに表ひよう情じようを歪ゆがめる。

「ごめんなさい……よくわかりません」

『詩月』の言葉に優樹の表情は哀かなしげに歪んだ。
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「どういう事だよっ⁉」

　壱いち年壱組の教室。

　そこで優樹は鈴乃宮詩月を見つけ出して詰つめ寄っていた。

「えっ⁉　な──なにっ⁉」

　凄すごい剣けん幕まくで詰め寄ってくる優樹に、詩月は眼めを瞬しばたたかせて応おうじる。優樹が何を怒おこっているのか分からない──といった様子である。

「なんで詩月が此処に居るんだよ？」

「え？　いやだって私ここの主あるじだし」

「そうじゃなくて！　あああもう‼」

　ぐしゃぐしゃと自分の頭をかき回してから優樹は自分の背はい後ごを示しめす。

　そこには──詩月も初めて見る少女が一人所しよ在ざいなげに立っていた。

「本物の詩月がどうして此処に居るんだよ⁉　それだけならまだしも記き憶おく喪そう失しつってどういう事だよ⁉」

「ほんもの……？」

　眼を瞬かせて詩月はその少女を見つめる。

　詩月は側そばに在った窓まど硝子ガラス──その中に映うつる自分の顔と、相手の少女の顔と、二人の『詩月』の間で戸と惑まどう様に何度か視し線せんを往おう復ふくさせる。

　本物の『詩月』。

　つまり──

「あ……いや……その。『外』に居る筈はずの、僕ぼくの幼おさな馴な染じみの方の詩月だよ。ごめん、その、君が偽にせ物ものだって意味ではなくて──いや、その」

　優樹ははっと気付いた様子で言葉を濁にごす。

　だが──

「あ。大だい丈じよう夫ぶ。偽物って自覚は在あるから」

　あっけらかんと言う詩月。

「そ……そう？」

「うん。まあそれはさておき。その人が優樹の幼馴染みの『詩月』なの？」

「知らなくて引っ張ぱり込んだのか？」

「いや……引っ張り込んでないと思うけどなあ……」

　詩月は『詩月』を眺ながめながら首を傾かしげる。

「じゃあ詩月がどうして此処に居いるんだよ？　そもそも自分じゃ制せい御ぎよできないんだろう？」

　鈴乃宮詩月は時折、『新入り』をこの閉へい鎖さ世界の中に呼よび込んだりする。これは彼女の意い志しの力ではどうにもならない──一種の本ほん能のう、あるいは不ふ随ずい意い行動の様なものらしかった。

　だが──

「うーん？　でも引っ張り込んだら自覚在るよ。だって自覚在るから、優樹の時もアグニちゃんの時も、聖ちゃんの時も迎むかえに行けた訳わけでしょ」

「……そ……そりゃそうかもしれないけど。でもじゃあどうして詩月が……あああもうややこしい、鈴乃宮詩月じゃなくて、幼馴染みの方の、守もり口ぐち詩月が此処に居るんだよ？」

「うーん？　分からないなあ……」

　詩月は本気で首を傾げる。

　だが悪意の無いその仕草も、状じよう況きように混こん乱らんする優樹には気に障さわったらしい。

「だああああ、もういい！」

　優樹は苛いら立だたしげに叫さけんで、詩月に背せを向けると、そのまま『詩月』の方の手を取って教室を出て行った。

「あ。ちょっと──」

　詩月が呼び掛かけるも、聞こえていないのか優樹は反はん応のうしない。入れ替かわる様にして入ってきたのは、ヒムリールを肩かたに乗のせたアグニエシカだった。

「……あ。アグニちゃん？」

「詩月……」

　アグニエシカは長々と溜ため息いきをついた。

「何考えてんのよ、あんたは」

「……え？」

「よりにもよって優樹の失しつ恋れん相手、幼馴染みの『詩月』を呼び込んじゃうなんて──」

「いや。だから呼び込んでないし」

「…………でも現げんに居るじゃん」

　優樹の出ていった方を振ふり向きながらアグニエシカは言った。

「それがよく分からないのよね。誰も『新入り』は入ってきてない筈はずなんだけど──」

「……確たしか？」

「うん。それだけは確か」

「…………？」

　アグニエシカはしばし腕うでを組んで黙もつ考こうする。

　そういえば聖の時は何やら『呼び込こまない様に』と頑がん張ばって妙みように悩なやましい声を上げていた詩月をアグニエシカも見ている。取り込むのは自動的とはいえ──全く詩月が気付かないのならあんな反はん応のうが出る事も無かったろう。

　という事は本当にあの『詩月』は、鈴乃宮学園に取り込まれてやって来たのではない事になるのだが……

「まあいいわ。それは。でもなんていうか──色々とまずいような気がするのよね」

「まずい？」

「そもそも本ほん町まち先生の仮か説せつが正しければ、此こ処こは『逃にげてきた』者の場所でしょうが。でもって優樹が逃げているのは失恋の傷きず痕あとでしょ？　その相手を呼び込んだら、彼どんな反応すると思う？」

「あ…………」

「それだけならまだしも」

　とヒムリールが補ほ足そくする。

「我わが主あるじ。詩月殿どの。この異い様ような世界で幼馴染みに出会い、世話を焼かれる──この状況が恋愛感かん情じようを守口詩月の側にも発生させないとは限かぎりません。人間はどうしても不安な状況下で頼たよれる相手に思し慕ぼの情を抱いだくものです」

「…………」

「…………」

　顔を見合わせる詩月とアグニエシカ。

　考えてみれば聖の場合だってそうだったのだ。右も左も分からない状況で自分を庇ひ護ごしてくれる異い性せい──まあ聖の場合は同性だがそれはさておき──の存そん在ざいが、恋愛感情の対象になり易やすいのはよく分かる。

「まして今は守口詩月は記き憶おくを失っている様子。過か去この経けい緯いは長居殿の中にしか無く、現実世界における婚こん約やくだの何だのの事も覚えていないとなれば──」

「でも……」

　詩月がぽつりと言う。

「それは、優樹にとっては嬉うれしい事だよね」

　言葉と口調が何ど処こか嚙かみ合っていない。あるいは──嚙み合っていないのは理性と感情なのかもしれないが。この幽ゆう霊れい学園少女は自分の感情については妙に鈍にぶい処ところが在る。

「…………」

　アグニエシカは考える。

　此処は偽にせ物ものの世界。

　だからこそ一度終わってしまった恋愛ですらやり直す事が出来るとも言える。

　ならば……
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「ええと……此処の部屋が使ってなかったと思うから、とりあえずこの部屋で」

　優樹はそう言って寮りようの一番端はしの部屋の扉とびらを開けた。

　元々この鈴乃宮学園の学生寮、生徒が住んでいる部屋よりも空き室の方が遥はるかに多い。そういう訳わけで、優樹は適てき当とうな部屋を一つ見み繕つくろってそこを空けたのである。

「ありがとう」

　にっこり微笑ほほえむ『詩月』。

　笑え顔がおを返してから──出ていこうとする優樹であったが、不意にシャツの背せ中なかを引っ張ぱられてつんのめる。

　振り返ると『詩月』が何処か切なそうな表情で彼のシャツを摑つかんでいた。

「ごめんなさい……もう少し側そばに居て。何だか不安で……」

「それは……いいけど」

　焦あせりながらも頷うなずく優樹。

　自分の鼓こ動どうが早まるのを──顔が赤らむのを止められない。

「貴方あなた──優樹君は私の知り合いなのよね？　どういう関係だったの？」

「……知り合いというか」

　少し寂さびしさを覚えながらも優樹は考える。

　今の『詩月』は記憶喪そう失しつの状じよう態たいらしい。自分の名前を覚えてくれていただけでも喜ぶべきだろうが──何年もの付き合いがあった幼おさな馴な染じみの中から、その想おもい出での数々がすっぱり抜ぬけ落ちていると思うと、やはり辛つらい。

　好きだった女性なら尚なお更さらだ。

　だが──

「幼馴染みっていうのが一番近いんじゃないかな。付き合いだけで言ったら多分十年以上になるんじゃないかな」

　そう言って……優樹は自分の台詞せりふと感情に違い和わ感かんを覚える。

　何だろう。

　力一いつ杯ぱい身み構がまえていたのに、肩かたすかしを食ったかの様な……この感覚は？

「そうなんだ」

『詩月』は首を傾かしげて呟つぶやく。

「良かったら優樹君と私の事、もっと聞かせてくれない？　何か思い出せるかもしれないし……」

「…………」

　しばし優樹は黙もつ考こうする。

　幾いくつかの可か能のう性を彼は頭の中に思い浮うかべた。

　可能性その壱いち。

　そもそもこの少女が他人の空そら似にで『詩月』本人ではない可能性。

　これは多分無い。他人の空似なら優樹の名前を知っている筈はずが無い。また此こ処こまで『詩月』と顔がそっくりの人物が身近に居たら優樹が知らない筈が無い。

　可能性その弐に。

　この少女は『詩月』本人だが、何かの理由で記憶を失った振ふりをしている可能性。

　これも多分無い。『詩月』の性せい格かくからすればこういう悪ふざけをする事はまず有り得ない。またしたとしても付き合いの長い優樹ならそれを見み破やぶれる自信が在あった。

　だとすると……確たしかに優樹の初はつ恋こいの君は記き憶おくを失って今、彼の前に座すわっている訳で。

　という事は──




　　　　●　●　●




「優樹君の初恋の人⁉」

　聖が悲鳴じみた声を上げる。

　壱年壱組の教室。

　何とはなしに集まってきた四季少女達シーズン・シスターズやネレイド、そして聖にアグニエシカと詩月が『詩月』と優樹の事を話したのである。

　基き本ほん的にアグニエシカも詩月も、優樹の初恋について細かい話は今まで口外していなかった。さすがに言いふらすのも悪いと思ったからだが──その初恋相手本人がこの鈴乃宮学園にやってきたとあっては、さすがに黙だまっている訳にもいくまい。

「そんな、そんな人と一いつ緒しよに寮に二人っきりなんでしょう？　まずいです‼」

　ばたばたと寮に向かって駆かけ出そうとする聖を、しかし夏なつ輝きが羽は交がい締じめにして言う。

「落ち着けっての‼　元々何年も一緒に居た相手だろ。それでもくっつかなかったんだから、今すぐどうこうなる訳わけでもないだろ！　大体──優樹がそんな甲か斐い性しようあったらとっくに私らの誰だれか押おし倒たおしてるってば」

「まあそれはそうよね」

　と秋あき菜な。

「でもそれも初恋の人──その『守口詩月』って人に操みさおを立ててたからかもしれないじゃないですか‼」

「まあそういう可能性もあるけどさ」

　と春はる香か。

「とにかく落ち着きなさいってば」

「うう……」

「まあともかく」

　溜ため息いき混まじりにアグニエシカがまとめる。

「今までに無かった事態なのは確かく実じつだから。全員の意見をまとめた方がいいと思うのよね。本当に記憶喪失だったら、本町先生も呼よんでこないとまずいだろうし──」

「……アグニ」

　怪け訝げんそうに秋菜が声を掛かけてくる。

「意外に落ち着いてるわね」

「ま──まあね。委員長だもの」

　と内心の動どう揺ようを隠かくして頷うなずくアグニエシカ。

　実を言えば彼女とて今すぐ寮りように駆け戻もどりたい位なのだ。

　だが……どうしても先さき程ほどの考えが脳のう裏りをかすめて二の足を踏ふんでしまう。

　優樹にとってはこれは初恋をやり直すチャンスだ。

　記憶の無い『詩月』に自分達は恋人だったと吹ふき込んでしまえば、それを今の『詩月』は疑うたがわないだろう。そしてまた此処から出られない限かぎり、その噓うそがばれてしまう可能性も限りなく低い。

　そんな無む茶ちやな事を優樹がするとも思えないが──でもその一方で、自分が優樹の立場だったらと思うと『絶ぜつ対たいにそんな事はしない』と断だん言げんする自信が無い。もし自分が優樹に振られて……その後に優樹が記憶喪そう失しつになったのなら、と思うと。

　今踏み込んで、万が一、優樹と『詩月』がキスしていたり抱だき合っていたりしたら──自分はしばらく立ち直れないだろう。

「ってそういえば紅葉は？」

「そういえば見掛けないね。何ど処こか散歩してんのかな？」

　首を傾かしげる詩月。

　ある意味で最も優樹にべったりな狐きつね少女の姿すがたが、そういえば先程からずっと見当たらない。まあ散歩癖ぐせの在ある彼女はふらっと居いなくなる事もまま在るのだが──

「と──とりあえず本町先生の処ところに行ってから、どうするか相談しましょう」

　そう言ってアグニエシカはまとめた。
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「……そうなんだ」

　眼めを瞬しばたたかせながら『詩月』は言った。

　優樹に教えて貰もらった幾いくつかの想おもい出でを脳裏に想い描えがいてみるものの……やはり何も思い出せない。まるで他人の想い出を聞いているみたいだった。

「あのね……こんな事言ったら優樹君気を悪くするかもしれないけど」

　少し躊躇ためらいがちに言ってみる。

「ひょっとして私達、恋こい人びと同士だったの？」

「……え？」

　真っ赤になって絶ぜつ句くする優樹を──『詩月』はとても愛いとしいと思った。

　記き憶おく喪失の自分が彼の名前だけを覚えていたのは、きっとそのせい。そう考えると自然と納なつ得とくがいった。

「優樹君、凄すごく私の事よく知ってるし……なんて言うかただの幼おさな馴な染じみじゃないような気もするし……」

「それは──」

　赤面しながら黙だまり込こむ優樹。

　その様子を見ながらやはり自分の想そう像ぞうは間ま違ちがっていないと『詩月』は思った。

「もし恋人同士じゃなかったとしても。私は優樹君、君の事が好き。今から恋人同士になる事だって出来るよね。君は私の事が嫌きらい？　そんな事──ないよね。無いって言って」

「──そんな事は無い」

　優樹が言う。

『詩月』は嬉うれしさのあまり身体からだがはち切れそうな気持ちだった。

　だが──

「でも僕ぼくは……詩月とは恋人にはなれない。今分かった」

「……え？」

　眼を瞬かせる『詩月』。

　意味が分からなかった。分かるのを意い識しきが拒きよ否ひしていた。

　けれど……

「僕は詩月の事が好きだった。でもそれが本当に異い性せいとして好きだったのかどうか──もう僕には自信が無い」

「優樹君……？」

「幼い子こ供どもが母親とか、保ほ母ぼさんとか、『自分を受け入れて自分に良くしてくれる』人に恋れん愛あいみたいな気持ちを抱いだく様に、僕にとっては詩月はそういう──僕を拒こばまない、僕が僕であるだけで僕を可愛かわいがってくれる人だったんだよ。だから僕は詩月に恋をしてるんだって思い込んでしまった」

　微び苦く笑しようを浮うかべて優樹は言う。

「ああでも違うんだなって──僕は、今の僕は思うんだよ。母親や保母さんが本物の恋人には成り得ない様に……それは僕にとっては本当の初恋をする為ための、予行演えん習しゆうであって、準じゆん備びであって──そういうものだったんじゃないのかな」

「そんな事──」

「今の詩月だってそう。不安の中で、自分を庇かばったり護まもったりする相手への感かん謝しやとかを、恋愛感かん情じようと勘かん違ちがいしてるんじゃないのかな」

「そんな事ないよ、だって私──」

　言い募つのろうとする『詩月』に──しかし彼女を制せいする様に片かた手てを挙あげ、何ど処こか寂さびしげに首を振ふって優樹は言った。

「詩月には好きな人がちゃんと居る。結けつ婚こんを約束した人が居る。それは僕も知ってるし、詩月が好きになるのも当然の人だって知ってる。詩月が、僕よりもその人を選んだ事を、知ってる」

「…………」

「黙ってた方が都合が良いんだろうけどね」

　言って優樹は苦笑を浮かべた。

「でもなんかそういうの──駄だ目めだよやっぱり。騙だまして好きになって貰もらっても僕は嬉しくない。何事も後こう悔かいの無い様にきちんと自分で考えて、自分でちゃんと判はん断だんして、自分の事は自分で責せき任にんを取れて、だからこそ他人にまで──僕みたいな人間にまで優やさしくしてくれた、そういう詩月が僕は好きだったし、なんて言うか──憧あこがれていたから」

「優樹君……」

　眼を潤うるませて言葉に詰つまる『詩月』。

　でも──自分の中に在ある優樹への愛しいと想う気持ちは本物だと彼女は感じる。彼の事が好きなのだと──一いつ片ぺんの疑うたがいも無く好きなのだと分かっている。

　なのに……

「でも──でも！」

　気持ちが溢あふれそうになって──『詩月』は優樹に抱だき付く。このまま彼が自分から離はなれていってしまいそうな気がして──

「ごめん、詩月。気持ちは嬉しいけど……僕はもう今、本当に好きな子がいるから」

『詩月』の髪かみを撫なでながら、優樹は優しくそう言った。

「……え？」

　振られたという事だろうか。

　こんなにも好きなのに。

　でも──

　この気持ちは何処から来たものなのか。

　優樹の言う様な、不安を誤ご魔ま化かす為のものだとは思いたくない──

「……誰なの？」

「それは──」

　言いかけて。

　優樹が眼めを丸くして固まる。

「──？」

　優樹の視し線せんを追う『詩月』。

　ロングスカートの裾すそ。

　優樹に『詩月』が抱き付いたその瞬しゆん間かん、わずかに翻ひるがえってそこから亜あ麻ま色のものがちょこんとのぞいていた。

　亜麻色の──先が少し色の変わった尻尾しつぽ。

　それは。

「──ってまさか紅葉⁉」

　身を引き剝はがし、『詩月』の両りよう肩かたを摑つかんで愕がく然ぜんと叫さけぶ優樹。

『紅葉』。

　その言葉。その名前。優樹の声によって唱えられるその──彼女を特定する真実の名。

　それが暗くら闇やみを切り裂さく電光の様に脳のう裏りを駆かけ抜ぬける。

「え？　え？　え？」

　過か去こを封ふうじていた心の壁かべに亀き裂れつが走り──閉とざされていた記き憶おくが解かい放ほうされる。

　紅葉。狐きつねの少女。変へん化げ。人間。

「紅葉なのか⁉」

「私は──」

　装よそおわれていたものが剝がれ墜おちていく。

　それはやはり所しよ詮せん──偽にせ物もの。

　本物になりきれなかったもの。

　だから──

「あ。優樹──」

　きょとんと『詩月』がそう呟つぶやいた瞬間。

　爆ばく音おん。

「うわっ⁉」

　ごろん──と畳たたみの上に転がる優樹を見つめつつ、紅葉は、自分が本来の姿すがたに戻もどっている事に気付いた。

　子狐の状じよう態たいでふと傍かたわらを見ると『詩月』の写真が一枚まい。紅葉が優樹の部屋から持ち出したものだった。

　そして──

「優樹君！　やっぱり不ふ純じゆん異い性せい交遊はいけないと思います‼」

　叫びながらいきなり部屋に飛び込んでくる聖と、その後からぞろぞろと部屋に入ってくるアグニエシカ、詩月、四季少女シーズン・シスターズ、ネレイド、そして──本町小竹乃。

「──って。あれ？」

　転がっている優樹と狐状態の紅葉を見て呆あつ気けにとられる聖と……そして一同。

「え？　なに？　何がどうなったの？」

　すっかり混こん乱らんする聖だが、しかしそれにすぐに答えられる者は居いなかった。
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　──要するに。

　突とつ然ぜん出しゆつ現げんした『詩月』は彼女の写真を見た紅葉が化けたものだった訳わけである。

「でもちょっと悪あく質しつかも。冗じよう談だんでも引っ張ぱりすぎ」

　と顔をしかめて言うアグニエシカに、しかし紅葉は『てへへ』とはにかんだ笑いを浮うかべながら言った。

「ちょっとかっちり化けすぎちゃって、そっち側に引っ張られて」

　寮りようの食堂。

　一同は集まって今回の一いつ件けんの顚てん末まつを語り合っていた。

　紅葉によると──彼女自身も最近になってようやく気付いた事らしいが──そもそも普ふ段だんから人間形態の彼女に狐の耳や尻尾が残っている事にはきちんと意味が在あったのだ。

　それは彼女が『いつでも元に戻れる為ための碇いかり』であった。

　妖よう狐この変化の能のう力りよくは単に外見をそれっぽく整えるだけではない。

　それは言ってみれば存そん在ざいそのものの改変に近いらしいのだ。

　例えばもし完全に彼女が人間に化けきってしまえば、彼女は元に戻る事が出来なくなってしまう。人間は変化の能力など持っていないからだ。

　逆ぎやくに言えば元の狐に戻りたければ常つねに『自分が妖狐である』という証あかしを何ど処こかに残しておかねばならない。それを眼めにする事で自分の変化の能力を忘わすれず自分が何者であるかを意い識しきし続ける事が出来るらしい。

　ところが。

　今回、紅葉はついつい優樹の写真の中の『詩月』を真ま似ねようとする余あまりに、耳まで消してしまった。その結果として自分が誰だれなのか分からなくなってしまったのである。尻尾が残っていたのは幸いだったろう。さもなくば彼女は『詩月』になりきったまま戻れなくなっていた可か能のう性が在る。

「──てことは紅葉ってばその気になったら完全に人間になれるの？」

「多分」

　こっくりと紅葉は頷うなずいた。

「未まだ試ためした事は無いんだけど」

　紅葉に言わせれば……もし人間になりきれば狐としての自分の記き憶おくも、能力も完全に失ってしまうのだという。

　彼女が敢あえてそうしないのは、狐である自分を捨すて去る事にやはり躊躇ためらいが在るのだろう。

　だが……

「ね……優樹、優樹」

　紅葉はさすがに呆あきれて苦く笑しようを浮うかべていた優樹に近ちか寄よって言った。

「紅葉ね。紅葉は優樹の事好きだよ？」

「うん？　あ──うん。ありがとう」
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　と頷く優樹。

　これはいつもの事だ。殆ほとんど挨あい拶さつの様な会話。そこにはあまり異性間の会話としての意味合いは無かった。

　それこそ優樹が言う処ところの『自分を拒こばまない者への好意』だ。『好き』は単たん純じゆんに『嫌きらいでない』事の裏うら返がえしであり──『愛している』の意味ではない。ない筈はずだった。

　だが。

　本来何の記憶も持たない筈の『詩月』。

　彼女が優樹の事を覚えていたのは何な故ぜか。彼女が優樹の事を好きになったのは──単に不安の裏返しというだけの事だったのか。

　それとも。

「だからね」

　紅葉はほんの少しはにかみながら言った。

　昨日まではきっと当たり前の様に言えていた言葉。なのに今は何処か──それを言ってしまう事が恥はずかしい。

　しかし。

　紅葉はほんの少し勇気を出して言った。

「いつか、紅葉と」

『詩月』ではなく他ほかの誰でもなく自分と。

「子作りしようね」

「…………」

　沈ちん黙もくが満ちる食堂。

　でまあ──そういう訳わけで。

「教育的指し導どう──ッ‼」

　絶ぜつ句くする優樹を巻まき込こんで今日もアグニエシカのヒステリック・ブラストが吹ふき荒あれるのだった。
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　青い空。白い雲。

　そして──広がる砂すな浜はまと遥はるか彼方かなたに横たわる水平線。波なみ打うち際ぎわでは水が押おし寄よせては退ひき押し寄せては退きを繰くり返している。何ど処こまでも何処までも続く広大な空間に潮しお騒さいの音だけが延えん々えんと響ひびいていた。

　海だ。

　完全無欠とまではいかないが、これは何処からどう見ても海の──砂浜の風景である。それ以外の何物でもない。

　これで海水浴客だのビーチパラソルだのでごった返していれば、シーズン真っ盛さかりの海水浴場の情じよう景けいになるが……まるで海開き直前であるかの様に浜はひたすら閑かん散さんとしていた。

　そして──

「…………」

「…………」

　長なが居い優ゆう樹きとアグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野のは呆ぼう然ぜんと自分達が今出てきた建物を振ふり返った。

　鈴すず乃の宮みや学園学生寮りよう。

　既すでに慣なれ親しんだ二階建ての木もく造ぞう建けん築ちく物ぶつは変わらずそこに在あった。まるで百年前からこの風景の中に在ったかの様にごく当然といった様子で。

　その向こうには鈴乃宮学園の校こう舎しやも見える。

　代わりにいつも在る筈はずの街まち並なみは綺き麗れいさっぱり消えていた。元々人の居いない舞ぶ台たい装そう置ちみたいな街であったが。

　そして──

「あれえ？」

　学生寮りようから優樹やアグニエシカの後に続いて出てきた少女達──というか一名少女でない者も混まじっているが──聖ひじりや紅葉もみじやネレイドや四季少女達シーズン・シスターズは目の前に広がる海岸風景を見てさすがに驚おどろきの声を上げた。

「海だ──！」

　紅葉が興こう奮ふんした様子で叫さけぶと四季少女達も嬉うれしそうに声を上げる。

「わぁ。海だよ海」

「こりゃー水着要いるね水着」

「スイカ割わりとかも忘わすれちゃいけないわね」

「綺麗……」

　対してさすがに聖はきょとんとした表情を浮うかべているし、ネレイドはいつもの通りで無表情である。

　広い広い砂浜。

　眼がん前ぜんには海原うなばら。

　背はい後ごには学生寮。

　その境さかい目めに立ち尽つくす生徒達。

　微び妙みようにシュールな光景ではあった。

　そんな中──

『詩し月づき──ッ‼』

　優樹とアグニエシカが揃そろって怒ど鳴なった。

「──なに？」

　ひょいと──まるで先さき程ほどからそこに居たかの様に、至し極ごく当然の様子で黒白のセーラー服に身を包んだ黒くろ髪かみの少女が優樹達の視し界かいの中に入り込んできた。

「なんなのよこれは」

　アグニエシカは目の前の海岸を指差して言う。

「なんなんだって──なに？」

　詩月は首を傾かしげて尋たずね返す。

「アグニちゃんって海も見た事ないの？　山やま奥おくの育ち？」

「んな訳あるかっ！　そうじゃなくて！　天変地ち異いでもあるまいし、なんで朝起きたらいきなり海がそこに在るのよ⁉」

「夏だから」

　あっけらかんとした口調で詩月が言った。

「──はあ？」

「夏と言えば臨りん海かい学校でしょ」

「…………」

　眉まゆを顰ひそめて黙だまり込むアグニエシカ。

「という訳わけで臨海学校にしてみました♪」

　と詩月は近くに建つ校こう舎しやを──鈴乃宮学園を指差してみせた。

「すごーい」

　ぱちぱちぱちと紅葉と四季少女達が拍はく手しゆをする。

「なんてね。本当はなんか『夏って言えば臨海学校かなー』とか思ってたら海が出来ちゃったのです」

　えへへ……と詩月が笑う。

　臨海学校。海に臨のぞむ学校。

　つまり──

「いや、違ちがうしそれっ⁉」

　アグニエシカが喚わめく。

「違うの？」

「違うでしょっ⁉　大体臨海学校って何するものか知ってるの⁉」

「…………」

　詩月は黙り込んだ。

　笑え顔がおは相変わらずだが微び妙みように引きつっている感じがしないでもない。

「水泳大会？」

「……いやまあ……そうかもしれないけどさ。なんかいきなり……」

「大だい丈じよう夫ぶ。アグニちゃんの水着も用意してあるよ⁉」

「誰がそんな心配しとるかっ‼」

　アグニエシカは喚いた。
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　鈴乃宮学園。

　かつて第二次世界大戦中の空くう爆ばくによって焼け落ちた学まなび舎や──いや学舎になる予定だったもの。迎むかえ入れ育はぐくむべき生徒達を一度たりともその身の内に入れる事も無いままに、炎ほのおの中に消え去らざるを得なかった悲運の学舎。

　時に強い想おもいを込められたものに魂たましいが宿る様に──その学舎は現げん実じつの実体が焼け落ちた後も、此この世に文字通り残念して時空のひずみを生み出してしまう。

　現実から切り離はなされた亜あ空間。

　そこは『何かから逃にげている者』が流れ着く場所である。時に残ざん酷こくで容よう赦しやない現実に傷きずつき、あるいは追い詰つめられた者達が逃げ込む場所である。

　そこは偽にせ物ものに過すぎないがだからこそ優やさしい。

　鈴乃宮学園。

　そこは優しい噓うそで出来た世界だった。
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「という訳で」

　砂すな浜はまの真ん中に立って詩月が言った。

「臨海学校を始めます」

「──やっぱ分かってないでしょ！」

　とアグニエシカが喚く。

「これの何ど処こが臨海学校よ⁉」

　と彼女が指差す先には、水着姿すがたの生徒達と、やっぱり水着を着つつもいつもの白衣を上から羽は織おり救急箱を携たずさえて立つ保ほ健けん教きよう諭ゆ本ほん町まち小さ竹さ乃のの姿が在あった。

　まあ臨海学校なのだからして水泳教室が在るのは別に不思議ではない。

　だが──どう見てもその様子は水泳教室といった感じではなかった。何な故ぜなら、全員水着がばらばらだからである。

　学生の水着といえばスクール水着が基き本ほんなのだろうが──『そのもの』を着ているのは紅葉だけである。

　アグニエシカや夏なつ輝き、冬ふゆ美み、ネレイドは競泳用といった感じのワンピース・タイプだが、春はる香か、秋あき菜なは臍へそ出しのセパレート・タイプ。秋菜などは腰こしにパレオを巻まいていたりもする。

　色もそれぞれで柄がら物ものだの無地だのと統とう一いつ感が無く、どう考えても『臨海学校』の雰ふん囲い気きではない。

「アグニちゃんビキニの方が良かった？」

「そーゆー意味じゃなくてっ‼」

　首を傾かしげる詩月にアグニエシカが喚く。

　ちなみに詩月だけはいつもの通り白黒のセーラー服姿である。さすがに素す足あしになってはいるが。

「まあまあ。折せつ角かく海が出来たんだし」

　春香が楽しそうに言う。

「楽しまないと損そんだよ？　元々同じ様な風景ばっかでいい加か減げん飽あきがきてた処ところだしさ」

「…………それは、そうだけど」

「それにさ」

　すすす──と身を寄よせてきて春香がにやりと笑う。まるで老碩せき学がくファウストに余よ計けいな事を囁ささやく悪あく魔まメフィストフェレスの様に。

「聖ちゃんに差を開ける好機チヤンスじゃないの？」

「……え？」

　一いつ瞬しゆん間の抜ぬけた声を漏もらしてから──アグニエシカは気付いた。

　そういえば聖は……と振ふり返ると、彼女、もとい彼はワンピースの女じよ性せい用水着を着ていたりする。だがまあ股こ間かんはパレオを巻いてどーにか隠かくしている様子だが、胸むねが無いのは隠し様がない。パッドを入れる事も出来ようが……元々が胸が無いので多少の事では誤ご魔ま化かしがきくまいし、あまり分ぶ厚あついパッドを入れればかえって不自然である。

　さすがに自分の不利さは気付いているのか、聖はどことなく恥はずかしそうに身をもじもじさせていた。

「…………」

　男を相手に差を開けるも何も無いものだが……まあ確たしかにアグニエシカは西洋人の血が入っているだけあって体型は割わりとメリハリが利きいている。聖は無む論ろん、他ほかの少女達と張はり合っても負けるという不安はあまり無い。

　まあ優樹の好みが妙みように偏かたよっていたりすれば分からないが。

　更さらにすすす──と秋菜まで近寄ってきて耳打ちする。

「それに普ふ段だんと違ちがう場所ってのは色々進しん展てんがあったりするもの──違う？」

「それは……」

　夏の浜辺。

　普段と違う恰かつ好こう。普段と違う空気。普段と違う行動。普段と違う会話。

　そういうものが妙にまったりのんびり停てい滞たいムードというか、今一つ恋れん愛あい的に盛もり上がらない雰囲気を、一気に加速させるという話はアグニエシカも知っていた──まあ漫まん画がとか小説とか雑ざつ誌しとかで読んだだけの乏とぼしい知ち識しきだが。

「……って私は別にそんなの。優樹の事なんか気にしては──」

「優樹？　優樹がどうかした？」

　にたりと笑う秋菜。

　確かに彼女等は優樹がどう、とは一言も言っていない訳わけで。語るに落ちるとはこの事であろう。

「…………」

　顔を真っ赤にしつつもアグニエシカは背はい後ごを振り返る。

　問題の優樹は──というと彼も水着姿ではあるが、男という事で、ビーチパラソルを立てたりレジャーシートを広げたりする作業に忙ぼう殺さつされていた。こういう時に強きよう制せいされなくても当たり前の様な顔して黙もく々もくと作業に従じゆう事じする処が、この少年のお人ひと好よしな処である。

「あ。優樹──手伝うよ」

　と詩月が駆かけ寄って声を掛かけている。

　ちなみにこういう時には真っ先に優樹にじゃれついて彼を困こまらせる筈はずの紅葉はというと、初めて見る海が余よ程ほどに楽しいのか、きゃいきゃい言いながら冬美やネレイドと一いつ緒しよに波なみ打うち際ぎわで遊んでいる。もっともネレイドはネレイドで遊ぶと言うより、何やら海水を手にすくっては舐なめたりとかして、経けい験けん値ちを貯ため込こんでいる感じであったが。

「あー。詩月が一点先取かなあ」

「そうねー」

　と詩月と優樹を眺ながめながら頷うなずき合う夏輝と秋菜。

「…………」

　アグニエシカはしばらく唇くちびるを嚙かんでその様子を見つめていたが──聖までが優樹の手伝いを始めるのを見て、大おお股またに歩いて近付いていく。

「わ──私も手伝うから」

　何ど処こか声が上ずっているのを意識しながら、アグニエシカはそう言った。
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「……偽にせ物もの……か」

　呟つぶやきながら優樹はビーチパラソルの下でのんびりと砂すな浜はまを眺ながめている。波打ち際では少女達が初めての海水浴を楽しんでいる光景が見える。

　だが──優樹はこの情じよう景けいが偽物であるという事をはっきりと意識していた。

　先まずこの浜には潮しおの臭においがしない。ともすれば生なま臭ぐさくもなりかねない様な、独どく特とくの海の臭いがしない。

　同時に光も温度も穏おだやかに過すぎる。単たん純じゆんに海水浴をするという意味ならこれはこれで悪くないのだが、本来、真夏の海水浴場の日差しはもっと強きよう烈れつで、文字通り肌はだを焼く様なひりひりした感じが在ある筈だ。

　それが此こ処こには無い。

　まるで夏の砂浜を模もした温水プールの中に居るかの様な感覚だった。

　不ふ快かいではない。決して。

　だが──何か違う気がする。

「──どうかしましたか？」

　掛かけられた声に振ふり返ると──隣となりに腰こしを下ろす小竹乃の姿すがたが在った。

「…………」

　優樹は慌あわてて眼めを逸そらす。

　何というか──水着の上から白衣という恰好は妙に倒とう錯さく的でエッチな感じがする。

　更さらに普段意識していないが、歳とし上うえの小竹乃はそれなりに出る処ところは出ていて引っ込む処は引っ込んでいて──妙に女っぽいから尚なお更さらだ。

「長居君も男の子ですね」

　苦く笑しようしながら小竹乃が言う。

「えと……ええまあ」

「そろそろ気付いてるんじゃないですか？」

「何がです？」

「彼女達の気持ちですよ」

　小竹乃は少女達を眺めて言う。

　丁度、水打ち際では何やらまた余よ計けいな事をしたのか、詩月と紅葉と聖がアグニエシカに追い回され、ネレイドがそんなアグニエシカを羽は交がい締じめにして押おし留とどめたりしていた。

「長居君は誰だれかを好きになるばっかりで好きになって貰もらう事には慣なれていない様ですが」

　小竹乃はぼんやりとした口調で言った。

「だからといって彼女等の気持ちに気付いていない訳でもないでしょう？」

「……まあ、ぼんやりとは」

　決まり悪そうに優樹は言った。

「ではどうして応こたえてあげないんです？　誰が一番好きかも分からないですか？　それとも皆みな好きで決められませんか？」

「…………本町先生」

　優樹はしばらく迷まよった様子で少女達の姿を見ていたが──

「此処は『何かから逃にげた者が逃げ込む偽いつわりの世界』──そう言ってましたよね」

「はい。確かく証しようは在りませんが私はそう確信しています」

　小竹乃は頷いた。

「それが本当なら、僕ぼくが逃げていたのは恐おそらく失しつ恋れんのショックなんでしょう。詩月に──幼おさな馴な染じみの方の詩月にふられたという事実から逃げたくて、僕は此処に来た」

「かもしれませんね」

「でも──この間の紅葉の一いつ件けんで気付いたんですけど、最近、あまり詩月の事を思い出さなくなってるんですよね」

　優樹は苦笑じみた表情を浮うかべる。

「彼女の事は今でも好きですし、彼女との想おもい出でを忘わすれた訳わけでもないですけど、でも僕は──なんか勘かん違ちがいしてたんじゃないかって」

「勘違い、ですか」

「こう言っては何ですけど。僕が詩月に感じていたのは恋愛とかじゃなくて……ほら、子こ供どもがお母さんに感じるのとか、幼よう稚ち園えん児が保ほ母ぼさんに感じるのとかと同じ様な、なんていうか一方的なものだったんじゃないかなあって思うんですよ」

「まあ珍めずらしい事ではありませんね」

　小竹乃は微び笑しようして言った。

　そもそも『男は皆マザコン』という言葉も在るが──母親や保母の様に『ほぼ無む条じよう件けんで自分を受け入れてくれる』相手への恋れん慕ぼというのは、大たい抵ていの男の子が経けい験けんする擬ぎ似じ的な恋愛感かん情じようである。実じつ際さいには母親や保母は幼い子供のやんちゃや未み熟じゆくな部分を、大人として許きよ容ようしているに過すぎないのだが──

「だから僕の失恋の傷きずは──いえ失恋だと勘違いしていた気持ちは、多分もう終わっています。だから僕はもう逃げる必要すら無い」

　優樹は水辺で戯たわむれる少女達を眺ながめながら言った。

「でも……それを認みとめてしまったら、僕は此処から出ていかなければならないんじゃないですか？」

「それは分かりませんけど」

　小竹乃は言った。

「それで何か不都合が？」

「それでは……」

　少し赤面して優樹は言った。

「好きな相手と離はなればなれになっちゃうじゃないですか」

「…………なるほど」

　小竹乃は満足げに頷うなずいた。

「貴方あなたは向かうべき明日を見つけましたか」

「……え？」

「昨日への後こう悔かいと明日への希望。後者が前者を上回ったという事です。確たしかに貴方が此こ処こを出ていく日もそう遠くないのかもしれない。此処は所しよ詮せん──昨日に引きずられる者達の一時的な避ひ難なん所じよに過すぎませんから。私達と異ことなり還かえるべき場所、向かうべき明日が在あるのならば──貴方は還らねばなりません。それが生きている者の義ぎ務むです」

「…………先生」

　優樹はふと顔をしかめて言った。

「先生はどうして死……亡なくなったのか、聞いて良いですか？」

「別に珍しい話じゃありませんよ」

　小竹乃はふと笑えみを苦笑の形に歪ゆがめながら言った。

「その事実を受け入れる事が出来る様になったのは実は、つい数日前なんですけどね」

「そうなんですか？」

「ええ。貴方達のお陰かげです」

「僕達の……？」

「私は──恋こいの残ざん骸がいです」

　肩かたを竦すくめて小竹乃は言った。

　おっとりと。のんびりと。

「私は恋人に殺されました」

「…………」

「初恋でした。私はなんて言うか──色々奥おく手てだったので、初恋は二は十た歳ちを過ぎてからなんですよね。大好きな人が出来て。もうその人が側そばに居いてくれさえしたら他ほかには何も要いらなくて。他の事なんて本当にどうでも良くて。今にして思えば免めん疫えきが無かったんでしょう。女子校育ちでしたし」

「…………」

　優樹は──無言。

　迂う闊かつな台詞せりふを挟はさめる様な話ではない。それだけは痛いたい位に分かった。

「まあ……でも結局、私が想おもう程ほどにはその人は私の事を好きではなかったという事です。私のお腹なかの中に出来た赤ちゃんを疎うとましく想う程てい度どでしか」

「……！」

「二人とも医者でしたし。彼はエリートでしたからね。後で知った事なんですが、所しよ属ぞくする大学の医学部教きよう授じゆの娘むすめと、縁えん談だんも決まっていて。だから私が邪じや魔まになったみたいで」

　淡たん々たんと語る小竹乃の表情はいつもの様にぼんやりとしていて何の気負いも無い。

　だがだからこそ余よ計けいに──優樹は痛々しくて見ていられないものを感じた。

「すいません、もういいです──いいです先生、ごめんなさい、僕が──無神経でした」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　喘あえぐようにして言う優樹に小竹乃は微笑ほほえんでみせた。

「別にヤケになって喋しやべってる訳わけじゃないですから。想おもえば私も悪かったんでしょう。異い性せいと付き合った経験も無かったし、好きになったら一直線──どうしても側に居たくて彼の気持ちも確たしかめずに部屋に押しかけて、そのまま泊とまってしまったり」

「…………」

　今の小竹乃の様子からすれば想そう像ぞうもつかない。そういう情熱的な行動とは縁えん遠どおい人物なのだと優樹は思っていた。

「彼はある程度は私の気持ちに応こたえていてくれましたが、結局、交こう際さいは私が押しきった様なものでしたし。私は彼の置かれている状じよう況きよう──その縁談も含めて──も知らずに勝手に熱を上げて押しかけて関係を持って子こ供どもが出来て。それで結けつ婚こん出来るんだって勝手に盛もり上がって──いわゆる地じ雷らい女って奴やつでしょうかね？」

　朗ほがらかにそう言ってから──小竹乃は肩を竦めた。

「そして──私は殺されました。彼の手で首を絞しめられて」

「先生──」

「相当追い詰つめられていたんでしょう。あの冷静で頭の良い彼が発ほつ作さ的に、こう両手で私の首を──」

　ふざける様に自分の首を自分の手で絞めて見せながら小竹乃は言った。

　小竹乃はよくハイネックの服を着ているが──それはひょっとして自分の首を隠かくす為でもあったのだろうか。

　他人の眼めから。

　自分の心から。

「今でこそ分かりますが、彼を追い詰めたのは私です。元々頼たのまれると嫌いやとは言えない人で。だから自分を慕したってくる相手を突つっぱねる事が出来なかったんでしょう。彼に殺された事を恨うらみに想う気持ちは未まだ消えませんが、それでも彼だけが悪かった訳でもないのかな──と今では思います。それは貴方あなた達を見ていて想える様になった事なんですよ？」

「僕達を？」

「だって不器用ですから──貴方達は」

　くすくすと小竹乃は笑った。

　彼女の横顔に──未練や無念を抱いだいて死んだ者の暗さは既すでに無い。

「もう小学生の恋れん愛あいみたい。でもそれ位不器用でも良かったんです。躓つまずきながら、一歩一歩、失敗して一歩下がって、またもう一歩踏ふみ出して、今度は成功したからもう一歩──そんな風に遅ち々ちとして進まないけれど、確かく実じつに一歩を積み重ねていく、そんな恋愛を見ていて、私は気付いたんですよ」

　小竹乃は肩を竦めた。

「ああ──私は急ぎすぎたんだなあって」

「急ぎすぎた……」

「ええ。もっとゆっくりじっくり好きになれば良かったんだなって。一ひと目め惚ぼれって言ってもそこから恋人同士になるためには色々な出来事があって、困こまった事もあって、それを乗り越こえて──ようやくお互たがいを知って相思相愛になって。そういうのってついついすっ飛ばしてしまいそうになりますけど、実は一番それが恋愛で『美お味いしい』部分でしょうし、何より大事な部分だと思うんですよね」

　小竹乃は眩まぶしげに水辺の少女達を見つめながら言った。

「もし……そういう恋こいの仕方をしていれば、私も致ち命めい的な処ところに行ってしまう前に引き返せたんでしょうし、ひょっとしたら、彼も私を殺さずに済すんだかもしれないんです」

「先生。未だその人の事──」

「いえいえ。だから言ったでしょう？　私は恋の残ざん骸がいだと。もうそういう感かん情じようは無いですよ。ただ──後こう悔かいだけが在あります」

　小竹乃は肩かたを竦すくめて言った。

「未来に繫つながらなかった失敗、教訓に成り得なかった経けい験けん、だからこそ……せめて優樹君の様な『未来に繫がる可か能のう性を持っている者』に知っておいて欲ほしいんですよね。この会話も、私のつまらない失敗も、ひょっとしたら貴方という人間にとって『経験』という名の血肉になっていくのではないかと──それは意味の在る事ではないかと」

　ふ……と優やさしく笑って小竹乃は自分の腹ふく部ぶに手を置く。

「私という人間がかつて生きてそこに居いたという証あかしに。生まれてくる事さえ出来なかった私の子の代わりに」

「…………」

　未来に繫がるという事。

　未来を託たくされるという事。

　それはひどく重いと優樹は思う。

　けれど──

「御ご指し導どう──ありがとうございました」

「いえいえ」

　頭を下げる優樹に、やはりいつもと変わらずのほほんと小竹乃は微び笑しようして見せた。
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　結局──一通り毎度の騒さわぎが収おさまった後はスイカ割わりをするという事になった。

「右、右、右、もっと右！」

「違ちがう左だよ左っ‼」

　少女達の声に──割わりと無む責せき任にんな──導みちびかれて目隠しをしたアグニエシカが砂すな浜はまをよたよたと歩き回る。

　ちなみにこのスイカ割り──賞品はというと、この後に予定されているビーチバレーで優樹とペアを組む権けん利りだ（本人は知らない）。という事で聖や夏輝辺りは無む論ろん、紅葉までが俄が然ぜん、燃もえていたりする訳わけで……当然彼女等の誘ゆう導どうは全くアテにならなかったりする。

（見るのではなく感じるのよ……心を研とぎ澄すまして。叩たたくべき一点をただ無心に──）

　まるで何ど処こかの宇う宙ちゆう騎き士し団だんの教えみたいに心しん眼がんの奥おう義ぎを究きわめようと精せい神しん集中するアグニエシカ。

（勝てば優樹とペア──だから集中──）

　この時点で雑ざつ念ねん混こん入にゆうしまくりだがとにかく集中。先さき程ほど見た、決して逞たくましくはないけど意外に引き締しまった感じの優樹の胸むな板いたとかは、とりあえず脳のう裏りから追い払はらいつつ集中。

　とにかく集中集中集中。

（無心無心無心──）

　心を空に。

　色しき即そく是ぜ空くう。空即是色。

　もっと集中──そして。

（打つ！）

　ぶん、と音を立てて振ふり下ろされる木刀。

　ごす──と明らかに砂を叩いたのとは異ことなる抵てい抗こうが木刀を介かいしてアグニエシカの腕うでに伝わってくる。

「──勝った！」

　喜色満面で叫さけびながら目め隠かくしをかなぐり捨すてて自分の足あし下もとを──

「のわあっ⁉」

　見てアグニエシカは悲鳴を上げた。

　木刀に叩かれて脳とか眼球とかはみ出させながら転がっているのは春香の頭部だった。

「あいや我わが主あるじ」

　いつの間にか頭部に乗っかっていたリス型使つかい魔まのヒムリールが言った。

「いくら優ゆう勝しゆうしたくとも競きよう技ぎにかこつけてライバルを亡なき者にせんとするのは如何いかがなものかと」

「んな訳あるかっ！」

　喚わめくアグニエシカ。

「あんたもスイカみたく転がってんじゃないわよっ⁉」

　と指差した先には、しかし春香の生首はもう無くて。

「うわーん、優樹君、怖こわかったよう‼」

　と言いつつ頭部を拾い、優樹の許もとに駆かけ寄よって抱だき付く春香（脳のう髄ずい露ろ出しゆつのまま）。

「アグニちゃんが、アグニちゃんが私を殺そうと……！　怖いっ‼」

　流石さすがに春香達の言動には慣なれている優樹も、水着姿すがたの少女に抱き付かれると焦あせるのか、真っ赤になって口をぱくぱくさせている。

「あ、いやあの胸むねが──ていうかその前に脳みそが、脳みそがこぼれ──」

「殺すも何もあんたとっくに死んでるでしょうがっ‼」

　言いながらアグニエシカは咄とつ嗟さに手を懐ふところに──伸のばし掛かけて固まる。

　懐も何も今の彼女は水着なので呪じゆ符ふも何も持ち合わせていないのである。

「ふふふふふ。いつものお得意の呪符はどーしたのー？」

　ぐりぐりと胸やら顔やらを優樹に押おし付けながら笑う春香。紅葉も何やら勘かん違ちがいしたのか『紅葉も紅葉も』とか言いながら優樹にしがみついているが、まあこれはさておき。

「ぐぬぬぬぬぬぬ」

「ふふふ。アイテムの無いアグニなんて四次元ポケットの無い猫ねこ型ロボットと同じ！　怖おそるるに足らず！」

「やかましわあっ‼」

　アグニエシカは木刀片かた手てに突つっ込こむ。

「わああああっ⁉」

　間かん一いつ髪ぱつ、身を引いた優樹が砂さ上じようで半回転、彼と春香が一いつ瞬しゆん前まで占しめていた場所に、木刀が物もの凄すごい勢いきおいで突き刺ささった。

　その結果──何やら優樹が春香を砂上に押し倒たおしたかの様な体たい勢せいになったりして。

「何やってんの優樹⁉」

「え？　あ、いや別にこれは──」

　慌あわてて優樹は離はなれようとするものの、ぐい、と首に回された春香の腕うでが彼を離さない。ついでにアグニエシカの方をちらりと見て春香は小さく舌したを出す。

「うぬぬぬぬぬぬぬ──そ、そ、そ、そこ動くな！　い、今すぐ二人ともぶっ殺す！」

「お、お、落ち着いてアグニ⁉」

　──とか何とか。

　ぎゃあぎゃあと結局はいつもの様な大おお騒さわぎをしている優樹達を、少し離れた場所で詩月は眩まぶしそうに見つめていた。

「…………」

「詩月」

　ふと声を掛けられて振り返ると、そこには無む表ひよう情じような擬人機械アンドロイドの少女が立っている。

「皆みなに、混まざらないのですか」

「そういうネレちゃんは？」

　苦く笑しようを浮うかべて詩月が返す。

「……私は、遠えん慮りよします」

　そう言うネレイドの顔はやはり能のう面めんの様に凍こおり付いたまま。

　ただ──

「私は機械ですから。勝てない戦いに挑いどむ様な意地も酔すい狂きようも持ち合わせていません」

「…………」

「ですが貴女あなたは違う。物事を『仕方ない』と割わり切れる様なら最初から幽ゆう霊れいになど、なりはしなかったでしょう」

「ネレちゃん……まさか」

「私は撤てつ退たいします。しかし他ほかの者にはともかく、貴女には未まだ勝ち目が在ある。人間は、好意を持たない相手に好きな人の名を与あたえる筈はずが無い。私にはそう思えますが」

「…………でも私は」

　詩月は苦笑を浮かべた。

「そもそも人間じゃないし……何より……優樹が私の事を好きになってくれたとしたら、それが私と優樹のお別れの時だから」

「…………」

「確かく証しようは無いけど、そんな気がするの。優樹が『詩月』の──現げん実じつ世界に残してきた幼おさな馴な染じみへの未練を、完全に吹ふっ切ったって自覚した時、そのけじめが付いたとき、彼は此処から居いなくなる。彼は此処に逃にげてくる意味が無くなる。だから……」

　曖あい昧まいに笑う詩月。

　しかし──

「では貴女は永えい遠えんに成じよう仏ぶつしないまま此処に居るのですか」

　ネレイドの口調に糾きゆう弾だんの響ひびきはない。

　それはただ事実を事実として指し摘てきするだけの淡たん々たんとした声だった。

「生徒を育はぐくめなかった後こう悔かいを抱いだき、好きになった相手に気持ちを伝えないままであった後悔を抱き、全すべての生せい成せい流る転てんの輪から外れ、永遠に此処で来ては去る誰だれかを見続けている積もりですか」

「それでもいいかなって思う。駄だ目めかな」

「駄目です」

　ネレイドははっきり言った。

「私に諦あきらめるなと言ってくれたのは貴女です。私も貴女には諦めて欲ほしくない。それが敗北であったとしても、敗北しなければそこから何も始まらない。違いますか」

「でも──」

「敗北してももう一度始められる。それが優やさしい噓うそで出来たこの世界の意い義ぎでは無いのですか。今度こそ、今度が駄目でもその次こそ、自分が納なつ得とくがいくまで挑ちよう戦せんを続けられる、だから此処は『学校』ではないのですか。明日へ進むために今日を躓つまずく、その為ための場所ではないのですか」

「……それは」

「貴女にそれを否ひ定ていして欲しくないです」

「…………」

　詩月は溜ため息いきをつく。

「そうだね。アグニちゃんにも頑がん張ばるって言ったし──それで最初から『駄目だから』って引いてたらアグニちゃんも怒おこるよね」

「はい」

　無表情に──しかしはっきりとネレイドは頷うなずいて見せた。
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「──優樹」

　声を掛かけられ──優樹はふと視し線せんをそちらに向ける。

　そもそも周りでアグニエシカだの四季少女達シーズン・シスターズだの聖だの紅葉だのが大声で喚わめき合っている最中に、どうしてその声が聞こえたのか。理由は分からない。騒さわがしい場所でも自分の名前だけは不思議と耳に届とどくと言われるが……

「──あ」

　振ふり返った彼の眼めは……声の主の姿すがたに釘くぎ付づけになっていた。

　詩月である。

　ただし彼女はいつものセーラー服姿ではなかった。白い、純じゆん白ぱくと言っても良い位の白いワンピースの水着。

　しなやかな身体からだの線をそのまま示しめすかの様な──それでいて窮きゆう屈くつそうな印象は全く無い。それだけでは地味に過すぎるが詩月は腰こしにパレオを──それも桜さくら色の濃のう淡たんが綺き麗れいな布ぬのを軽く巻まいていた。

「…………」

　ただ、呆ぼう然ぜんとする優樹。

　初めて見る詩月の水着姿は──それこそセーラー服以外の姿は、優樹にかなりの衝しよう撃げきを与あたえていた。

　元より清せい楚そな印象の彼女だが、だからこそ何ど処こか恥はずかしそうにして水着で立っているその姿は──あまりに初うい々ういしくて愛らしい。

「……む？」

　騒いでいたアグニエシカ達もここでようやく優樹の反はん応のうに気付いたのか、詩月の姿を見て──絶ぜつ句く。

「折せつ角かく海なんだから。砂すな浜はまで暴あばれてないで一いつ緒しよに、泳ごうよ。皆みんなも」

　詩月が言って微笑ほほえむ。

　一いつ瞬しゆん、アグニエシカは詩月の姿に呆然と見とれる優樹を顔をしかめて見つめたが──小さく溜め息をついて笑った。

「賛成っ！」
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　鈴乃宮学園という閉へい鎖さ空間にも昼夜の区別は在ある。

　故ゆえにこそその境さかい目めたるべき夕ゆう暮ぐれの時間というものも在る。

　楽しい時間は瞬またたく間に過ぎ、飽あきる事無く水を掛け合ったり、水中から相手の脚あしを引っ張ぱって沈しずめ合ったり、競争したり──ありとあらゆる海での楽しみを満まん喫きつした少女達は、とりあえず宿しゆく舎しやに引っ込んで着き替がえる事にした。無む論ろん──これで終わりという訳わけではなく、夜は夜で花火を楽しむ為ためである。

　何処が臨りん海かい学校か──と既すでに突つっ込む者は居いない。

　だが──

「……あれ？　他の子は？」

　早めに着替えた優樹が一足先に浜辺で──といっても校門の門柱を背せにしている訳だが──座すわってぼんやりしていると、砂を踏ふむ足音がする。振り返ってみるとそこに居たのは、浴衣ゆかたを着た詩月だった。

「花火の順番とか決めてる」

　微び笑しようしながら詩月が言った。

　何でも詩月が乞こわれるままに多種大量の花火を出したので、折角だからとどう使うか四季少女達を中心に色々考えているらしい。

「紅葉ちゃんとか疲つかれて寝ねちゃったし。ネレちゃんが起こしてるけど」

「なるほど」

　優樹は苦笑を返す。

　そのまま──二人の間に沈ちん黙もくが落ちた。

　波の音だけがわびしげに続いている。

　しばし二人はそのまま茜あかね色から闇やみ色へと変へん遷せんしていく空と海を眺ながめていたが──

「優樹。聞きたい事があるんだけどな」

「なに？」

「この間のさ──詩月さん、私じゃなくて、紅葉ちゃんが化けてた詩月さんね。優樹も本人だと思ってたんだよね？」

「……まあね」

「だったらなんて言うか……記き憶おくを失った詩月さんを、口説こうとか、思わなかったの？」

「それは──」

　苦笑を浮うかべて優樹は言う。

「思い付きとしてはあったけどね。でも気が乗らなかったっていうか──ぶっちゃけ、そこまでしてでもあの詩月に好きになって欲ほしいって思わなかった」

「どうして？」

「ま──勘かん違ちがいだったんだろね、僕ぼくの」

　優樹は肩かたを竦すくめた。

「僕の事を拒こばまない、僕の事を受け入れてくれそうな、そんな人だったから、僕は彼女が好きなんだって勘違いしてたみたいで」

「……人を好きになるってそんなものじゃないの？」

「違うよ」

　優樹ははっきり言った。

「今でも幼おさな馴な染じみの詩月の事は好きだけどね。でもなんて言うか──友達とか、家族とか、そういう感じかな。要するに僕の失しつ恋れんは、父親の再さい婚こんに拗すねる娘むすめとか、姉の結婚に拗ねる弟とか、そういうのと同じだったみたいだよ──情なさけない話だけど」

「……どうしてそう思う様になったの？」

　詩月の問いにしばらく優樹は沈黙した。

　やはり波の音だけが二人の間にわだかまる。

　そして。

「本当の『好き』を知ったからかな」

「…………そうなんだ」

「うん」

　優樹は頷うなずいてみせる。

「その意味で──僕は詩月に感かん謝しやしてるよ。ちゃんと此こ処こに来た意味は在あった。此処に来る必要が在ったから僕は此処に来たんだ。僕は此処で一つ大事な事を学んだし、それはきっと明日の僕の為ためになる。くだらない事も沢たく山さんしたし、大変な事も何度も在ったけど。それでも此処は僕にとって大事な事を学ぶ為の場所だよ。その意味で詩月は立りつ派ぱに『学校』なんだと思う」

「そっか……」

　頷いてから。

　詩月はしばらく考え込こむ表ひよう情じようを見せていたが──

「…………優樹」

　呟つぶやく様に言って詩月は顔を寄よせる。

　海を見ている彼の頰ほおに……そっと桜さくら色の唇くちびるが触ふれた。

「し……詩月？」

「好き」

　ぴょんと後ろに下がって、まるで今のは悪戯いたずらですよと言うかの様に──恐おそらくは照れ隠かくしもあって──詩月は言った。

「私人間じゃないけど。でも好き。好きなの」

「…………」

「どうしても言っておきたくて。ごめん、びっくりした？」

　あはははは、と笑う詩月。

　だが──

「まあ、ちょっとだけびっくりしたかな」

　優樹が微び苦く笑しようを浮かべて言う。

「ちょっと？」

「何となく気付いてたから」

「…………うわ。実は優樹ってば意地悪？」

「そういう訳わけじゃないけど。でもまあ……色々理由も在ってね」

　そう言って優樹は小さく溜ため息いきをついた。
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「──好き」

　詩月のその言葉をアグニエシカは門柱の陰かげで聞いた。

　気付いていた。気付いていて焚たき付ける様な事も言った。勝っても負けても詩月が相手ならば悪い気はしない──そうも思った。

　でも。

　ならばどうして──こんなにもいたたまれない気持ちになるのだろうか。未まだ答えは出ていないと言うのに。

　優樹がはっきりと拒こばまなかったからか。

　それとも単に先を越こされたのが悔くやしいのか。

　いつもの四季少女達シーズン・シスターズ絡がらみの嫉しつ妬と心しんや競争心とは違ちがう感覚が在る。

　ああ──そうだ。

　アグニエシカは思う。

　これが『終わる』という事なのだ。

　優樹を巡めぐってどちらが彼の心を射い止とめるか──ドキドキしつつ、不安になりつつ、それでもその不安定な状じよう態たいを楽しんでいた自分が居いる。

　だがそんな日々もこれで終わり。

　一つの恋こいが愛に変わる。

　その時その恋は終わる。

　まるでお祭りが終わる時の様に──それを惜おしんでいる自分が居るのをアグニエシカは感じていた。

　だが──

「優樹は──誰だれが好き？」

　まるでとどめを刺さすかの様に響ひびく言葉。

　続く優樹の答えが曖あい昧まいながらも楽しかった日々を終わらせるだろう。

　詩月か。アグニエシカか。

　あるいは──他ほかの誰かか。

「僕は──」

　そして。

　優樹の答えが波音の間に響いた。
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　始まりが在あれば終わりが在る。

　それがどれだけ素す敵てきなものであったとしても──いや素敵であるからこそ永えい続ぞくしない。それを留とどめようとするのはごく自然な気持ちであろうが、必ずその試みは破は綻たんする。

　全すべては変わっていくのだ。

　立ち止まらず。昨日から今日へ。今日から明日へ。過か去こから現げん在ざいを経へてさらに未来へと全ては変化していく。

　それはこの偽いつわりの世界でも同じ事だろう。

　立ち止まれない。

　立ち止まっている筈はずがない。

　生きている限かぎりは──

「好き」

　それは素敵な言葉だ。

　しかし同時にそれは、曖昧で混こん沌とんで煩はん雑ざつで──しかしだからこそこの上もなく楽しかった時間に終わりを告げる鐘かねの音でもある。

「優ゆう樹きは──誰が好き？」

　それは詩し月づきの唇くちびるから紡つむがれていた。
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　原げん因いんを追つい及きゆうするのならば、それは数十年も前に遡さかのぼらねばならない。

　太平洋戦争末期。

　学園として建てられながら一度として生徒をその内に迎むかえ入れる事無く、空くう襲しゆうによって消失した建物が在った。

　人でなく、生物ですらなく、しかし何人もの人々の想おもいを受けて完成したその建物は、まるで生きているかの様に──無念を覚えた。

　学園として生まれ。

　しかしその在り方を全まつとう出来ず。

　護まもり育はぐくむべき愛いとし子達の死を前に何も出来ず。ただただ炎ほのおの中で無意味に灰かい燼じんと化した事──その事に対する無念がその学校を、あろう事か『幽ゆう霊れい』にした。

『学校の幽霊』ではない。

『学校が幽霊』なのだ。

　そしてその幽霊はママゴト遊びを始める。

　無念を晴らす為ために。

　自分の存そん在ざい理由を果たす為に。

　それが偽にせ物ものであると分かりつつも。

　学園の名は『鈴すず乃の宮みや学園』。

　滅ほろんで尚なお、存在を続ける──それは哀かなしくも健けな気げな『学園』の物語。
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　潮しお騒さいの音が夜の海岸に響いている。

　偽物の海であり偽物の波ではあるが、耳にする者を何ど処こかへ誘いざなうかの様な響きは本物のそれと変わらない。特に夜の波の音は──本来聴きく者も無い闇やみの中で延えん々えんと寄よせては引きを繰くり返すその音は、何処か寂さびしさと空むなしさを感じさせるものだ。

「僕は──」

　長なが居い優樹は少し戸と惑まどいの表ひよう情じようを浮うかべた。

『優樹は──誰が好き？』

　簡かん単たんな様でいて難むずかしい問いではある。

　そもそも彼は失しつ恋れんが原因でこの鈴乃宮学園に来てしまった身だ。

　大好きな人に告白する勇気も無く──気持ちの良い状じよう態たいが、初はつ恋こいの人との近すぎず遠すぎずの関係が、このまま未来永えい劫ごう続くかの様に錯さつ覚かくして、その結果として彼の初めての恋は終しゆう了りようした。

　この鈴乃宮学園は『何かから逃にげている者の来る場所』なのだという。

　では優樹は何から逃げていたのか。

　失恋したという事実からか。

　それとも──『実はそれが恋などではなかった』という事実からか。

　だが優樹はもう自覚している。

　あれは初恋であって初恋でなかったのだという事を。自分を拒こばまない、自分の事を受け入れてくれそうな、そんな女じよ性せいの包ほう容よう力りよくに甘あまえていただけなのだという事を。

　ただ、母親や、年の離はなれた姉に甘える様な、いつかは卒業せざるを得ない幼おさない日の勘かん違ちがいであった事を……理り解かいしている。

「僕が好きなのは──」

　ざり……と砂すなのこすれる音。

　詩月からでも自分の足あし下もとからでもなく──思ってもみない方向から聞こえてきたその音に優樹はびくりと反はん応のうする。

「だ──誰か居いるの？」

　振ふり返って優樹は尋たずねる。

　すると──

「……………ええと」

　はらりと長い赤毛キヤロテイが揺ゆれた。

「ごめん」

『鈴乃宮学園』の門柱の陰かげから──赤毛の少女が姿すがたを現あらわす。二条すじにくくった長い髪かみが海岸を渡わたる風にゆっくりとなびいていた。

　アグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野の。

　文部科学省陰おん陽みよう課かから派は遣けんされてきた少女陰陽師じ。

「アグニ……⁉」

　優樹は驚おどろいて声を上げるものの、詩月はさして驚いた様子が無い。

　あるいは──彼女はアグニエシカが側そばに居る事に気付いていたのかもしれない。

「べ……別に最初から立ち聞きしようとか盗ぬすみ聞きしようとか思った訳わけじゃなくてね、ええとだから、そのたまたま近くまで来たら何だか真しん剣けんそうな話してたから、声を掛かけ辛づらかったっていうか──」

　赤面してわたわたと両手を動かしながら、しどろもどろに言い訳をするアグニエシカ。

「でもその、あの、立ち聞きとかして良い話じゃないよね。うん。まあ──とにかく、やっぱり、なんていうか、そういう訳で」

　混こん乱らんしきった口調でそう言ってから──アグニエシカはしゅた、と片かた手てを挙あげて踵きびすを返した。

「じゃ、邪じや魔ま者ものは去ります！　それじゃ！」

　呆あつ気けにとられている優樹達を残してアグニエシカは校こう舎しやの方へと戻もどっていく。

　ぎくしゃくとした動きで、手足が揃そろって同時に前へ出ているが──別に難なん波ば歩きに今いま更さら凝こっている訳でもなかろう。

　そんな彼女の後ろ姿をしばし眺ながめ──

「…………」

「…………」

　顔を見合わせる優樹と詩月。

「えっと……」

「そ……そういう訳で」

「え？」

「まあその……どぞ。優樹。ささ、遠えん慮りよ無く、すぱっと残さずカミングアウトの方向で」

　と──まるで何ど処こかの商売人の様に、両手を揃えて前後させながら促うながす詩月。

　別に誰が悪いという訳でも無かろうが──雰ふん囲い気きブチ壊こわれもいい処ところだ。

　優樹は長々と溜ため息いきをついて言った。

「…………ごめん、また今度」

「…………だよね」

　詩月は苦く笑しようした。
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　一度……転んだ。

　何をしているのかと情なさけなく思う気持ちが在ある一方で、早くあの場から離はなれなければと焦あせる気持ちも在る。

　起きあがってからは全力疾しつ走そうだった。

　走って校舎の中に飛び込こむと、靴くつ箱ばこにもたれかかりながらアグニエシカは乱みだれる呼こ吸きゆうを整える。

　呼吸は十秒余あまりで落ち着いたが、気持ちは千ち々ぢに乱れたままだ。切なくて苦しくて居ても立ってもいられない感じがする。

「……くっ……」

　やがて彼女は、短く呻うめきながらくるりと身を回し──ごつんと額ひたいを靴箱に押おし付けた。

「──我わが主あるじ」

　ふと──声が掛かかる。

　いつの間にか彼女の肩かたの上にシマリスが一匹ぴき乗っている。

　無む論ろんそれは本物のシマリスではなく、シマリスに擬ぎ態たいした使つかい魔まのヒムリールであった。

「もう少しの我が慢まんです。トイレまであと直線距きよ離りで十五メートル」

「誰が用足しを我慢しとるかっ‼」

　喚わめいて自分の肩に居るヒムリールに殴なぐり掛かるアグニエシカ。

　だがヒムリールは毎度のごとくひょいと彼女の拳こぶしを避よけ──結局アグニエシカは自分で自分の顔を思いっきり殴る事となった。

「ぬぐぐぐぐぐぐぐ……」

「冗じよう談だんです」

　頰ほおを押さえて苦く悶もんするアグニエシカの頭の上でヒムリールが言った。

「こんのセクハラ使い魔……」

「心外な評ひよう価かです」

　とヒムリール。

「しかし真ま面じ目めな話──我が主。結論を先さき延のばしにしても何も解かい決けつしませんが？」

「……分かってるわよ」

　靴箱を背せにしてその場に座すわり込みながらアグニエシカは溜め息をついた。

「そんなに優樹殿どのに振ふられてしまう事が怖こわいですか？」

　首を傾かしげて問うヒムリール。

「そうじゃない」

　アグニエシカは苦笑を浮うかべて言った。

「それは勿もち論ろん怖いけど……」

「……『けど』？」

「…………」

　アグニエシカは無言。

　一体……自分は何をやっているのやら。

　転んで砂すなだらけの浴衣ゆかたを見ていると本当に情けない気持ちになってくる。

　以前から自分はこんなに意い気く地じなしであったろうか。たかが高校生の惚ほれた腫はれたなどという話に動どう揺ようして、その場に居い合あわせる事さえ出来なくなる位に──気が弱かったであろうか。

　何でも勝ち負けで判はん断だんしてきた。

　屈くつ服ぷくするか屈服させるか。

　単たん純じゆんな二者択たく一いつだった。勝てば気持ちが良かったし負ければ悔くやしかった。ただそれだけのシンプルな世界に彼女は居た。シンプルでなければ生きていけないという事もあったろうが──それをアグニエシカはよしとして疑うたがってはいなかった。

　けれど。

『優樹は──誰だれが好き？』

　彼の答えが誰を指していようと……聞けば昨日までの日々は壊こわれる。

　優樹の曖あい昧まいな態たい度どに立りつ腹ぷくしつつも、自分がその状じよう況きようを──勝ち負けではなく、ただ皆みなで他愛たわいない事をネタに騒さわぎ合う日々を、心から楽しんでいたのだという事にアグニエシカは気付いていた。

　詩月には『勝負だ』と言ったものの、その結果を見る事がアグニエシカには辛つらくなってきていた。

　詩月は善よい子だ。

　紅葉もみじもネレイドも四季少女達シーズン・シスターズも。

　上に立つでもなく。下につくでもなく。損そん得とくや利害が絡からむ訳わけでもなく。ただ純じゆん粋すいに側そばに居るだけで楽しい関係──『友達』という、ひどく平へい凡ぼんで有り触ふれた概がい念ねんを、此こ処こで初めてアグニエシカは実感として知った。

　優樹の結論を聞くのが怖い。

　例えば……優樹が詩月や紅葉やネレイドや四季少女を、つまりアグニエシカ以外の誰かを選んだとする。

　それはその瞬しゆん間かんに『勝負がつく』という事でもある。『勝者』と『敗者』。アグニエシカが慣なれ親しんできた分かり易やすい概念。

　だが──それは『友達』という概念の崩ほう壊かいでもある。

　アグニエシカは優樹に選ばれた誰かとは、もう友人として接せつする事は出来ないだろう。勝者と敗者の烙らく印いんが意い識しきの底に押されてしまう。何の打算も思惑おもわくも無く笑い合ったり他愛ない喧けん嘩かをする事は出来なくなる。それは私し怨えんを含ふくんだ泥どろ沼ぬまの修しゆ羅ら場ばになってしまう。

　もし優樹がアグニエシカを選んだとしても同じ事だ。

　友達としての関係性は終わる。勝者としての驕おごりがきっとアグニエシカの心の中に生まれてしまう。望むと望まぬとに拘かかわらず、選ばれなかった者達を敗者として見下してしまう自分がきっとそこに居る。そういう癖くせが彼女の中に付いてしまっている。

　ずっと……そういう考え方で今までアグニエシカは生きてきたから。

　そうしなければ『化け物』だの『半はん端ぱ者もの』だのと呼よばれて四六時中周りから小こ突づかれ続けてきた彼女は、自分の心を護まもる事が出来なかったから。

　しかし──

「……勝っても負けても辛いよ……私はどうすればいいんだろ……？」

「そういう事ですか」

　とヒムリール。

「ではずっと曖昧なままを維い持じしますか？」

　このままの日々。

　好きな人と。友達と。曖昧なまま──曖昧であるが故ゆえに誰も傷きずつく事無く仲良くずっと暮くらしていける日々。

　現げん実じつにはそんな事は有り得ない。

　だが此処ならば。

　永えい遠えんの昨日のたゆたうこの鈴乃宮学園ならば。何度でも無む限げんに失敗をして構かまわないこの偽にせ物ものの世界ならば。

　それは可か能のうなのかもしれない。

　だが──

「出来るわけないでしょ……そんな事……」

　アグニエシカは呻うめく様に言った。
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「……どうしたもんかしらね」

　物もの陰かげに潜ひそみながら腕うでを組んで呟つぶやいたのは秋あき菜なである。

　その隣となりには、テロでも起こすのかと勘かん違ちがいされそうな位に大量の花火を抱かかえた春はる香かと夏なつ輝き、冬ふゆ美みの姿すがたも在ある。更さらにその後ろには今一つ状況が分かっていない感じの紅葉とネレイドも居る。

「変に義ぎ理り堅がたいっていうか生き真ま面じ目めだからねえアグニは……」

　と溜ため息いきをつく春香。

「アグニちゃんがどうかしたの？」

　ねえねえ──と、やっぱり分かっていない様子の紅葉を引きずって裏うら口ぐちに回りながら、夏輝は苦く笑しようを浮うかべた。

「んー。紅葉には未まだ分からない大人の事じ情じようって奴やつだな」

「えー？」

「大人の事情とは違うんじゃないかな……」

　と首を傾かしげながら言う冬美。

　さすがに正面玄げん関かんで座すわり込んでいるアグニエシカの前を通り過すぎて行く訳にもゆくまい。今はアグニエシカはそっとしておいた方が良いだろう──と判はん断だんを下した四季少女達は、紅葉やネレイドを促うながして裏口から浜はまへ出ようと考えたのだ。

「まあこのまま答えを出さない、曖あい昧まいなままで居たいって気持ちは分かるけどね」

　肩かたを竦すくめながら春香が言う。

　彼女等四季少女達とて全く部外者ではない。

　アグニエシカや詩月ほどには真しん剣けんに優樹を異い性せいとして見ている訳ではないにしても、彼に惹ひかれている部分が無いではないし──同時に今のこの鈴乃宮学園の日々が、かなり曖昧な関係性であるからこそ成り立っているのは気付いている。

　人数が少ない分、気き詰づまりになると余よ計けいに普ふ通つうの世界よりも辛つらいだろう。

　だが──

「それはこの場所の存そん在ざい理由に矛む盾じゆんします」

　歩きながらそう言ったのはネレイドだった。

「……な、何よいきなり？」

「此こ処こは『学校』です。人間が学び成長し一個こ人じんとして完成する為ための場所です」

「……まあそうだけど？」

　今一つアンドロイド少女が何を言いたいのか分からず、首を傾げる四季少女達。

　ネレイドは──普ふ段だんは無口な位のこの擬人機械アンドロイドは、珍めずらしく滔とう々とうと言葉を繫つないだ。

「成長とは変化です。変化の無い処ところに成長は在りません。現げん状じように対する無む制せい限げんの肯こう定ていと現状への過か度どの執しゆう着ちやくはいわば『終わらない夏休み』への憧どう憬けいであり、それはそれ自体が矛む盾じゆんを孕はらみます」

「矛盾って──」

「夏休みは終わるからこそ楽しいのです」

　ネレイドは言った。

「命は死ぬからこそ尊とうといのであり、楽しい時間は有限であるからこそ重要なのです。現状維い持じへの過度の依い存ぞんは、ただ倦けん怠たいと感性の鈍どん磨まを生み出すだけでしょう」

「でもね」

　と言ったのは冬美だった。

「楽しい事や、素す敵てきな事が、終わってしまう事は哀かなしいよ。それが素敵な日だったら、たった一日で終わってしまうのは哀しいよ。昨日と変わらない今日を望んでしまうのは、無理の無い事だと──私は想う……んだけど」

　最後が自信なさげな処が冬美らしいと言えばらしい。

　ただ──

「……しかし」

　ネレイドは言った。

「明日は、もっと素敵な日かもしれないではないですか」

「…………」

　四季少女達は無言。

　いや──絶ぜつ句くしたのかもしれない。

　そして──

「……何か間違っていたでしょうか？」

　首を傾げるネレイドに、四季少女達シーズン・シスターズは揃そろって首を振ふる。

　当たり前と言えば当たり前の話ではある。だがまさか他の誰でもなくネレイドからそんな台詞せりふが出てくるとは思ってもみなかったのだろう。

　この人じん造ぞう少女も成長しているのかもしれない。

　立ち止まらず。振り返りはしても後ずさりはせず。前を向いて。

「いやぁ──言う様になったね、ネレちゃんもさ」

「？　……よく分かりませんが、褒ほめてくださっているのでしょうか」

「そだよ」

　苦く笑しようしつつ頷うなずく春香。

　でもって──

「んー？んんー？」

　紅葉だけが今一つ話について行っていない様子で、ひたすらに首を傾げまくっていた。




　　　　●　●　●




「アグニエシカさん？」

　──ふと声を掛かけられてアグニエシカは顔をあげた。

　見れば浴衣ゆかたに着き替がえた聖ひじりがきょとんとした表ひよう情じようで立っている。

　他ほかに人ひと影かげは無い。どうやら彼一人の様だった。四季少女達と一いつ緒しよでないのはやはり中身はどうあれ身体からだは男──一緒に着替えなかったからだろう。

　まあそれはさておき。

「こんな処でどうしたんですか？　皆みなもう浜の方に行っていると思いますけど……」

「ん……まあそうなんだろうけど」

　曖あい昧まいに笑うアグニエシカ。

　なんだかひどく疲つかれた気分だった。

「ああ、聖は気にせず行ってくれていいよ」

「……そうですか？」

　などと言いつつも聖は立ち去る気配が無い。

　アグニエシカは改めて彼の方を見上げて尋たずねた。

「行かないの？」

「一緒に行きましょう。折せつ角かくの花火大会ですし、アグニエシカさんだけ置き去りというのも。体調が悪いのなら無む理り強じいしませんけれど、それはそれで本ほん町まち先生に相談しないといけませんし──」

　言って聖は正面玄げん関かん越ごしに浜はまの方へ視し線せんを向けた。

「本町先生は万が一に備そなえてという事で浜に出ておられますし」

　まあ確たしかに子こ供どもだけの火遊びではある訳わけで、小さ竹さ乃のの立場からすれば現げん場ばに居いた方が気楽ではあろう。あの天然童顔保ほ健けん教きよう諭ゆの事だから──単に自分も花火をしたいだけかもしれないが。

「……聖っていい奴やつだよね」

　苦笑してアグニエシカは言う。

「そう言っていただけるのは嬉うれしいのですが、やはり私はアグニエシカさんのお気持ちに応こたえる事は出来ないのです」

「……いい加か減げんその勘かん違ちがいはどーにかして」

　唸うなる様にアグニエシカは言った。

「あ。違うんですか？」

「違うわよ」

「……という事は」

　しばし聖は視線を空中に彷徨さまよわせて思案している様子であったが──

「ああ。そういう事ですか」

「…………って本当に分かったの？」

「ええ。アグニエシカさん、優樹君の事が好きなんですね？」

「…………」

　そのものずばりをいきなり言われて黙だまり込こむアグニエシカ。

「そっか……強きよう敵てきかなあ」

「あんたね……」

　妙みように脱だつ力りよく感かんを覚えながらアグニエシカは言った。

「いくらなんでも優樹に同どう性せい愛あいの傾けい向こうは無いと思うけど……」

「まあそうかもしれませんけどね」

　聖はアグニエシカの隣となりに腰こしを下ろしながらにっこり笑う。

　こうしていると確かに女の子にしか見えないし──仕草や物腰などは本当にアグニエシカよりも可愛かわいい。聖が本物の少女であったなら勝ち目は無かったのかも、などとアグニエシカは思ってしまう。

「私は諦あきらめは悪い方ですから」

「……そうなの？」

「悪くなかったらオカマなんてやってません。あー。僕ぼくは男の子かー。男に生まれたのならしょうがないよなー……って男の子してますよ」

「…………」

　言われてみればそういうものかもしれない。世間一いつ般ぱんのオカマなりオナベなりが皆同じかどうかはさておき。

　元々の容よう姿しの向き不向きは無む論ろんあろうが、少年が少女を装よそおうのは、基き本ほん的に大変な作業だろう。高校生ともなれば髭ひげも臑すね毛げも生えてくる歳としだろうし、女性的な体型の維い持じにも大変な労力がかかる筈はずだ。抑よく制せいの為ために女性ホルモンを打つ者も居るというが、聖の家庭環かん境きようで──運転手付きの車で登下校していたというのだから、家庭環境もおおよそ想そう像ぞうが付くというものだ──そんな事はとても出来なかったであろうし。

　何にしても性を偽いつわるという事が、思い付きで気軽に出来る様な作業ではない位の事はアグニエシカにも理り解かいできる。

「だから駄だ目めでも気長に待ちます。その内、優樹君が心変わりするかもしれないし、ひょっとしたら優樹君以上に私が好きになっちゃう人が出てくるかもしれませんし」

「……うわ。節せつ操そうない」

　苦く笑しようを浮うかべてアグニエシカが言う。

「そうですか？　私はただ恋れん愛あいに悔くいを残したくないだけです。優樹君は素す敵てきな人だと思いますし、今私の中で一番は彼ですけど、人間は良くも悪くも変わるものですから」

「悔い……」

　後こう悔かい。悔かい恨こん。

　あの時ああしていれば──という気持ち。

「今の気持ちが永えい遠えんなんて事は無いですよね。此この世に優樹君しか男の人が居ない訳でもないし。一いち途ずなのは美徳でしょうけど、視野が狭せまくなって目的と手しゆ段だんを取り違えてしまうと大変ですし。ああすれば良かったとかこうすれば良かったとか。命短し恋こいせよ乙女おとめ──ですよ。立ち止まったり振ふり返ったりしている暇ひまが無いだけです」

「此こ処こは──逃にげ出した者の場所だって話だけどさ」

　アグニエシカは呆あきれた様に言った。

「聖ってどうして此処に居るのかな。そんなに達観してる癖くせに」

「……どうしてでしょうね」

　聖は苦笑を浮かべた。

「あるいは私は──もっと根本的な処ところで何か勘違いをしていて、それに気付く事から逃げているのかもしれませんけれど」

「………」

　アグニエシカは考える。

　生まれた時から完かん璧ぺきな人間は居いない。子こ供どもの頃ころから完成されている人間など居ない。

　誰だれもが未完成な自分から逃げている。誰しも何かが欠けている。聖も。優樹も。アグニエシカも。だからこそ此処に来たのだ。

　何度でもやり直せるママゴトの世界。

　偽にせ物ものであるが故ゆえに優やさしい世界。不完全である事を許ゆるしてくれる優しい世界。

『学校』──に。

　辛つらい現げん実じつと、情なさけ容よう赦しやない現実と、向かい合い続けていく為に──生きていく為に必要な何かを得る為に。

「ああ……」

　此処だけが特別なのではない。

　学校とは結局──そうした処なのだろう。

　無論それは理想に過すぎない。

　現実には生徒に暴ぼう力りよくを振るう教きよう師しが居る。生徒に対してわいせつ行こう為いに及およぶ教師も居る。いじめを見て見ぬ振りの教師が居て、親が居て、それを解決出来ない腰の重さが在あって。

　しかし……それでも元々そこは試し行こう錯さく誤ごの場所なのだ。

　生き続けていく為の。

　残ざん酷こくで無む情じようで、しかし呆あきれる程ほどに平等な現実の世界で、決して平等でも何でもなく様々な優ゆう劣れつを抱かかえた人々が、取しゆ捨しや選せん択たくを繰くり返し、あるいは折り合いを付けて生きていく為の。

「改めて考えてみれば当たり前の事よね。全然気付かなかったけどさ」

　アグニエシカは溜ため息いきをついた。

　故にこそそれはただ『終わり』ではない。

『終わり』は次に続く何かへの『始まり』でもある。ただ終わり断だん絶ぜつするものなど無い。何もかもが次の何かへの伏ふく線せんとしていつも繫つながっていく。

　だから……

「ん。行こうか。皆みんな待ってるだろうし」

「はい」

　微び笑しようするアグニエシカに聖が頷うなずいた。
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　聖とアグニエシカが波なみ打うち際ぎわにたどり着くと、皆が振り返った。

「おそーい。何してたの？」

　春香が口を尖とがらせてそう言ってくる。

　拝おがむ様な仕草でアグニエシカは言った。

「ごめんごめん。ちょっと──その体調悪かったからさ」

「何でしたら診みましょうか？」

　救急箱を片かた手てに提さげた小竹乃がそう尋たずねてくるが、アグニエシカは首を振って見せた。

「もう大だい丈じよう夫ぶ。多分」

「……素人しろうと診しん断だんは危き険けんなのですが。まあ何かあったらすぐに言ってくださいね？」

「分かった」

　そんな会話を交かわしながらも、花火大会は始まった。

「ふふふふ。今日の私はひと味違ちがうわよ？」

　とか何とか言いつつ十六連発打ち上げ花火を水平に構かまえる春香。

「何の。所しよ詮せん、砲ほう撃げき型は後方支し援えん機。近きん接せつ戦せん闘とうでは脆もろいもんなんだよ」

　とか何とか言いつつ噴ふん出しゆつ系けいの花火を剣けんの様に振り回す夏輝。

　ぼひゅんぼひゅんと水平発はつ射しやされる花火をかわし、砂すなを蹴け立たて、草履ぞうり＆浴衣ゆかた装そう備びとは信じ難がたい運動性を発はつ揮きして春香に迫せまる夏輝。

「くうっ⁉」

「わーははははは、くらえ！　スーパーウルティメート花鳥風月斬ざん‼」

　振ふり上げられた花火の剣に一いつ瞬しゆんたじろぐ春香──だが。

「かかったわね？」

「なに⁉」

　夏輝の体たい勢せいが崩くずれる。

　次の瞬間、彼女はずぼりと突とつ如じよ砂すな浜はまに開いた孔あなに塡はまり込んでいた。

「てめこのっ⁉」

「昼間コツコツと掘ほっておいた甲か斐いがあるというものっ！　くらえネズミ花火！　必殺、よい子は真ま似ねしないでねスペシャル‼」

「ぬほおおおおおおおおおおおおおお‼」

　悲鳴と共に投とう擲てきされたネズミ花火の回る音、そして弾はじける音が響ひびき渡わたる。

　その様を眺ながめつつ──ぽんと手を打って立ち上がったのはネレイドである。

「……そういう事であれば」

「いや、君が加わるとややこしくなるから。というか銃じゆうは止やめなさいって、銃は」

　と何ど処こからか取り出したショットガンを持って歩き出そうとしたネレイドの浴衣の裾すそを優樹が引っ張ぱった。

「駄だ目めですか」

「駄目だよ」

「ではグレネードランチャーで……」

「…………ひょっとしてネレイド、分かってやってない？」

　とか何とか。

　紅葉が当初、火と火薬の匂においに若じやつ干かん怯おびえを示しめしはしたものの──まあ彼女の場合は母はは狐ぎつねを猟りよう銃じゆうで撃うたれているので当然と言えば当然だが──元来、遊びには目がない性せい格かく、きゃらきゃらと笑いながら馬ば鹿かをやりまくっている四季少女達シーズン・シスターズを見ているとうずうずしてきたのか、すぐに花火を持って遊び始めた。

「……炎ほのお……か……」

　と隣となりに立つ詩月が苦笑混まじりに言う。

「最初はちょっと心配だったんだよね」

「心配ってーか……打ち上げ花火を水平射撃とかしてる時点で充分危あぶない様な……」

「いやそうじゃなくて。みんな、火薬とか炎にはあまりいい想おもい出でが無かったから」

「……あ」

　四季少女達にとっても紅葉にとってもそれは本来、自分達の運命を狂くるわせた恐きよう怖ふの対象であった筈はずなのだ。

　だが……

「でも春ちゃん達が言い出したんだよね。花火大会。折せつ角かく夏だし海だからって」

「…………」

　優樹は視し線せんを紅葉や四季少女達に戻もどした。

　相変わらず──彼女達は楽しげに花火で遊んでいる。完全に克こく服ふくしたのか単に我が慢まんしているだけなのかは分からないが──やはり彼女等は彼女等なりに変わっていっているという事なのだろう。

　そんな事を考えていると──

「──優樹」

　掛かかった声に振り返ると──そこにアグニエシカが居いた。

「あ……アグニエシカ」

　どうも先の一いつ件けんのせいで、妙みように意い識しきしてしまうというか……まともに彼女の顔を見る事が出来ない。

「ちょっといいかな。詩月も」

「……私も？」

　少し驚おどろいた様子で言う詩月に、アグニエシカは微び笑しようして頷うなずいた。




　　　　●　●　●




　皆みんなが花火に熱中している処ところを抜ぬけ出すのは簡かん単たんだった。

〈鈴乃宮学園〉の校門の脇わき、先さき程ほど詩月が優樹に告白をした場所に、アグニエシカは優樹達を連れてきた。

「……えっと、な、何かな」

　若干困こん惑わく気味の優樹。

　彼を振り返り──そしてアグニエシカは唐とう突とつに言った。

「優樹。好き。大好き」

「…………」

「…………」

　言葉に詰つまる優樹と──詩月。

「優樹の照れたりする時の顔が好き。優樹の優やさしい声が好き。優樹の男の子なのに細くて長い指が好き。優樹のちょっと生き真ま面じ目めな処が好き。不器用な処も好き。私を怖こわがらない普ふ通つうさが好き。全部好きッ！」

「…………」

　突然の告白に──ぱくぱくと優樹は口を開け閉しめするばかりで言葉が出てこない。

「…………先に言ってみました」

　硬こう直ちよくする優樹を前に、あはは──と妙に吹ふっ切った笑えみでアグニエシカは言った。

「私は、優樹が好き。それは確たしかに私を怖がらない事から始まった気持ちかもしれないけど──今はもうそれだけじゃない。気持ちはずっとずっと生きて動いて変わっていくものだから」

「……アグニ……」

　ようやく優樹はその言葉だけを口にする。

　しかし──

「勝手な話かもしれないけど……私のこの気持ちは今、優樹が誰を好きだろうとあんまり関係ないのよね。今の私が、今の優樹を、好きだっていうただそれだけの事実。もし優樹が詩月や紅葉が好きでも、あるいはネレイドや春香や夏輝や秋菜や冬美や、本町先生が一番でも、それは関係ないの」

「……でも」

「勿もち論ろん、優樹には私を好きになって貰もらいたいけど。今この瞬しゆん間かんで勝ち負けが決まる訳わけでもないよね？」

「……え？」

　不思議そうに声を漏もらしたのは詩月だ。

「例えば優樹が詩月を好きだとしても、ずっと一生、優樹が詩月だけを好きである保ほ証しようは何ど処こにも無いでしょ」

「そ……それはそうだけど」

「私にしたってそう。優樹がもし私を選んでくれたとしても、一生、優樹のその選せん択たくが変わらない保証は無いもの。好きという気持ちも生き物だから、生きている限かぎり変わっていく事だってあるし」

　それはその通りだろう。

　始まる以上はいつか終わる。いつか変へん質しつして元とは違ちがうものになってしまう。それが恋こいであれ愛であれ。それはどうしようもない事ではある。

「だからね」

　アグニエシカは笑った。

「私は私の気持ちが変わるまで、優樹にずっと好きで居い続つづけて貰う様にするだけ。毎日毎日、昨日の好きって気持ちが終わったら、今日の、明日の、明後日あさつての好きって気持ちを育てるだけ。今日よりももっと明日の私を好きになって貰える様に。変わるって事は、何も悪い事だけじゃないよね？　必ずしも明日が今日より悪い日であるとも限かぎらないじゃん。だから──」

　そこでさすがに喋しやべりすぎたと思ったのか、アグニエシカは少し照れた様に頰ほおを赤らめながら言った。

「勝ちとか負けとかじゃないの。今日は勝ったかも知れないけど明日は負けるかもしれない。明日は気持ちが醒さめるかも知れない。気持ちは毎日生まれ変わるから。立ち止まっている事は出来ないから。そうやって誰かとずっと好きでいる事の努力を、お互たがいにしてもっともっと好きになる為ために、もっと素す敵てきな関係に変わり続ける為に、私は今日此こ処こに、昨日と明日の境さかい目め、この終わりで始まりの場所に立っているの」

　そこまで言って──

「なんてね。自分でも何言ってるのかよく分からなくなってきたけど」

　言いながら後頭部を搔かくアグニエシカ。

「そういう事だから」

「そういう事って──」

　長い長い溜ため息いきをついて優樹は言った。

「それは……ひょっとしてアグニを好きになった者は、ずっとアグニと、お互いに『どっちがより相手を好きか』って事で終わりの無い戦いを繰り広げなければならないって事？」

「うん。そうなるわね。私らしいでしょ」

「…………確かにね」

　苦く笑しようして言う優樹。

　そして──

「──詩月」

　優樹は傍かたわらの詩月を振ふり返った。

「……うん。なに？」

「ごめん」

　そう言って頭を下げる優樹を──詩月は優しい眼めで見つめていた。

「僕ぼくは、皆みんなの事が好きだけど。でも一番はやっぱり──アグニだから」

「……何となくそうじゃないかなって……」

　詩月は呟つぶやく様に言う。

「思ってはいたんだよね……だから……平気だよ。気にしなくていいから」

「…………」

「それに」

　にぱっと笑って詩月が言った。

「優樹ってば優ゆう柔じゆう不ふ断だんな処ところあるから、明日には私の方が好きになってるかもしれないよね？　そういう事でしょ、アグニちゃん？」

「……へ？」

　と間の抜ぬけた声を漏もらすのは優樹だけで。

「……そうなるわね」

　苦笑するアグニエシカ。

「アグニちゃんが油断してたら優樹を取るのもアリだよね？」

「しないわよ──油断。ええもう。毎日私に惚ほれさせてやるわよ」

「ちょっと……」

　慌あわてる優樹だが、しかし少女達はそれで納なつ得とくしたのか、笑いながら睨にらみ合っている。

　で──

「──とはいえ」

　何い時つの間に移い動どうしていたのか──ひょいと詩月の肩かたに乗っかったヒムリールが言った。

「男たるものケジメは必要ですな。言葉だけでは人間は満足出来ますまい。先の発言に対する責せき任にんとして行動が必要かと──優樹殿どの」

「せ……責任って」

　うろたえる優樹に、しかしヒムリールは澄すました声で言った。

「小学生ではあるまいし、『ケジメ』の付け方の一つや二つは御ご存ぞん知じでしょう？」

「えっと…………」

　優樹は数秒考え──

「こ……ここで？」

　悲鳴じみた声を上げる優樹に、しかしヒムリールは容よう赦しやなく言った。

「必要なら私どもは向こうを向いておきまするが？」

「……いや。でも……」

　呻うめく様に言って、そして優樹はアグニエシカを振り返る。

「…………」

「…………」

　まるで示しめし合わせた様に赤面する二人。







[image: ]







　二人に背せを向ける詩月とヒムリール。

　そして。

　躊躇ためらいがちに。遠えん慮りよがちに。

　けれどはっきりとした気持ちを伴ともなって優樹の手がアグニエシカの肩かたに触ふれ。顔をゆっくりと寄よせる。

　鼓こ動どうの高まり。

　遠い波音。

　全すべてが遠く──

「…………ん」

　唇くちびるに触れる柔らかな感かん触しよく。

　喉のどの奥おくで声を漏らしたのは……どちらだっただろうか。

　時間にすれば一秒以下。

　本当に触れただけの──キス。

　けれども。

「…………」

「──ア、アグニ？」

　ぺたん、とその場に座すわり込こんでしまったアグニエシカを見て慌てる優樹。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　ど……どうしたの──？」

　おろおろする優樹を前にして、しかしアグニエシカはくすりと笑った。

「ああもう……なんだか我が慢まんできないから、もう一回言うね」

　アグニエシカは自分の前に屈かがみ込む少年を見上げて言った。

「優樹、大好き」

「…………うん。僕も、君が好きだ」

　飾かざり気の無い言葉を受け止める様に頷うなずく優樹。そして──

　──どさり、と。

　何かが崩くずれる音に優樹とアグニエシカは振ふり返る。

　そこには──

「あー。えーと。あははははは」

　冷や汗あせを垂たらしながらそこに折り重なっているのは、花火を止めて一部始終を覗のぞき見していたらしい四季少女達シーズン・シスターズや、紅葉、ネレイド、聖、そして小竹乃であった。

「…………と、とりあえずおめでとう！　いやあとうとう告白だね！　しかも相思相愛‼いやあめでたいめでたいとにかくめでたいからそう怖こわい顔しないでもっとこうにっこり笑ったりなんかしたりなんかして──」

「…………あんたらね……」

　引きつった表ひよう情じようで誤ご魔ま化かす春香に向けて、額ひたいに血管を浮うかべたアグニエシカが一歩踏ふみ出した。その袖そで口ぐちからするりと一枚まいの呪じゆ符ふが滑すべり出てくる。

「もうちょっと遠慮とかそーゆーの覚えなさいよっ‼」

　叫さけんでアグニエシカが手にした呪符を──

「あ、駄だ目め、それ駄目──っ⁉」

　悲鳴じみた声を上げる優樹。

　だが──一いつ瞬しゆん遅おそい。

「──え？」

　振り返ったアグニエシカの背はい後ごで、火か炎えん爆ばく裂れつの呪符が発動。

　でもって──その先に居いるのは、まだまだたくさん残っていた花火を携たずさえていた四季少女達である訳わけで。

「わあああああああああああああああああああああああああああああああああっ⁉」

　一同の悲鳴と共に、常つねにも増まして激はげしく、そして綺き麗れいな炎ほのおが、祝しゆく砲ほうの様に砂すな浜はまに炸さく裂れつしたりしたのだった。




　　　　●　●　●




　鈴乃宮学園。

　そこは噓うそで出来た世界。偽いつわりばかりで組み立てられたささやかな箱庭。

　けれども──だからこそそこは失敗を怖おそれないでも良い処ところ。昨日に繫つながる今日、今日が繫がる明日、その留とどまる事の無い時の流れの中で、ほんのひととき、明日に立ち向かう為ために昨日から逃にげる場所。現げん実じつに立ち向かう為の準じゆん備びを、練習を出来る場所。

　だから……

「……いつかは出ていかなければならないんだよね。きっと」

　波なみ打うち際ぎわで再ふたたび遊び始めた少女達を眺ながめながら優樹は呟つぶやく様に言った。もっともさすがに打ち上げ花火の類たぐいは使い果たし、今は皆みんなで線せん香こう花火を楽しんでいる段だん階かいだが。

「そうね」

　隣となりに座るアグニエシカが頷く。

「それが学校ってものだものね」

「来た時と同じ様に、ある日突とつ然ぜん、此こ処こから居なくなったりするのかな」

　そう呟く優樹の声は何ど処こか寂さびしげではある。

「どうだろ……」

　アグニエシカは星空を見上げながら言った。

「皆……離はなればなれになっちゃうのかな。『卒業』して」

「分からないけど──」

　優樹は少女達の線香花火の火を……闇やみの中に弾はじけるあまりにささやかな火花を見み遣やりつつ言った。

「それは『終わり』じゃない」

　離ればなれになっても。

　それも数ある始まりの一つだと思う事が出来るのなら。

　それは──決して諦あきらめるべき事でも嘆なげき哀かなしむべき事でもない。

「そうなったら捜さがすよ。皆を──僕は。一番最初に、アグニを」

「……うん。私もそうする」

　言ってアグニエシカはそっと手を伸のばして優樹の手を握にぎる。

　そして。

　二人は手を繫ぎながら……浜辺に戯たわむれる少女達と、その間で一つ一つ消えていく小さな火をいつまでもいつまでも見つめていた。










　あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: 榊]でする。

『君の居た昨日、僕の見る明日』第四巻かん──『Round-about Runners』をお届とどけ致いたします。




　いや……本当に申し訳わけない、随ずい分ぶんと前の巻から時間が空いてしまいました。

　実に一年ぶり。うあー……

　別に書くのが嫌いやだった訳でもないのですが（というかこの巻は殆ほとんど連れん載さい分のまとめなので一冊さつ書き下ろす程ほどの労力はかからないんですが）、富士見書房で出している他の本との兼かね合いもあって出す時期がどんどんずれ込みまして。

　気がついたらこんなに……




　すんませんでした。

　待っていてくださった読者の方々には本当に申し訳わけない。




　で──この『キミボク』ですが。

　とりあえずドラゴンマガジン誌し上じようで連載させていただいた分は本巻で終わっておりますが、未まだあと一巻やらせて頂いただく予定になっております。これ以上何を書くんだという御ご意見もあるかと思いますが、これは当初からの予定なのです。

　特に本当に描かきたいシーンは、実は未だ全然書いてなかったりするんですよね。わざわざ一巻から仕し掛かけているネタも回かい収しゆうしてないし。

　まあその一方で色々な紆う余よ曲折やら大人の事じ情じようやらが在あったりして、初期には想定していながら没ぼつになったキャラやエピソードも多いのですが、それはまあさておき。




　という訳で次は出来るだけ早く何とかいたしまする。

　なのでどうか、読者の皆みな様さま、最後までおつき合いの程を。




　ではでは──

　絵え師しの狐印さん、担当のたなぽん、校正者の方々、印刷所の方々にも感かん謝しやしつつ。

　また次の本でお会いしましょう！




　２００６／５／14

　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機

　ＢＧＭ：無し







　　　初　出





この小説は『月刊ドラゴンマガジン』２００５年４月号～２００５年９月号に連載されたものに加筆修正したものです。

　番外編は書きおろしです。












君の居た昨日、僕の見る明日４




─Round-about Runners─
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